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・

昭和48年度中央自動車道用地内埋蔵文化財包蔵地発掘調査の一環として、恵那山トンネ

ル飯田方斜坑掘削工事に伴い、下伊那君Б阿智村園原、斜坑広場その2杉の木平遺跡の第 2

次発掘調査が、7月 25日 から10月 20日 にかけて実施された。

阿智村園原は、信濃神坂峠とともに古代東の山の道にまつわる一大祭示E址圏の中心であ

り、記紀 0万葉をはじめ、諸古典にゆかりの深いあまたの伝承・史話・古跡が、自然景観

と調和して残る数少ない史跡のひとつとして知られる所である。杉の本平遺跡は、神坂峠

東麓、川沿いの南向崖錐面に位置し、陶器片の多量出土地と知られていたも昭和46年度の第

1次発掘調査により祭祀址と古道通過地を想定するに至り、今回の第2次発掘調査には、

古代東山道確認の悲願さえこめた大きな期待がかけられていた。

発掘調査の結果は、報告書に見られるように、第1次調査にくらべて遺物出土量は少な

かったが、縄文時代の住居址をはじめ、奈良・平安時代の特異な遺構の発見は多い。とく

に、巌石群や焼土群に伴出する石製模造品と容器 :礫を敷き傾斜地形に沿って?づら折れ

る帯状の遺構は、第1次調査区の類似遺構と総合してヽ古代東の山の道通過経路解明を示

唆するものと思われ、学界に新矢口見をもたらすものも多く発掘調査の成果は多大であった。

報告書の刊行と当って、この楽綱調草の寒施に深いご理解をいただいた日本道路公団名

古屋建設局、同恵那トンネル東工事事務所、工事施工の鹿島建設事業所、炎暑きびしい7

月から肌寒さおぼえる10月末にかけて、長期間辺境の
1地

でこの発掘調査に精励された大沢

団長を始めとする調査団の各位、この調査のためにご協力いただいた飯田中央道事務所・

飯佃教育事務所
。阿智村当局等関係各位に対し、深甚な謝意を表する次第である。

昭和49年 3月 20日

長野県教育委員会教育長 ガヽ  杉  ヽ 孝i 志



例

1 本書は、昭和48年度に日本道路公団と長野県教育委員会との契約に基づいた発掘調査
のうち、長野県下伊那郡阿智村園原斜坑広場その2(杉の木平遺跡B地域)の調査報告
書である。

2 本書は、契約期間内 (昭和48年 7月 2日 より昭和49年 3月 20日 まで)に まとめること
が要求されており、なお調査団は他地区の報告書作成もしているので、調査結果につい

て充分な検討・研究の時間的な余裕がないため、調査によって検出された遺構 0遺物を

より多く図示することに重点をおいた。また前回調査のA地域調査結果を再録すること
によ?て、杉の木平遺跡全体が理解されるものと考え、第一次調査報告書から抜粋の上

今村が再編集し、遺構・遺物の図版はそのまま再版した。なお本書全体については、宮

沢 ,今村が編集にあたった。

3 杉の本平遺跡の発掘調査だけにとどまらず、総合的な調査として地形・地質は松島、
碑文・歴史は大沢が担当した。

4 導構・遺物関係の図面類の作成は遮那・村上・小林・小平が主として担当し、伊那班
深沢の応援を得た。遺構図関係中 ドットは焼土を、Sは石を、囲んだ斜線は木炭を、→

は傾斜を示 し、コンターは20crrl間隔。また遺物図中の ドットは内黒を、金属器類の斜線

は断面を示 し、その他は文字でそれぞれ示 してある。

5 土器類の接合・復元は、伊那班根津・辰野の応援を得た。
6 道路状遺構を中心に長野県文化財専門委員一志茂樹博

=、

長野県考古学会長藤森栄一

先生の現場指導を受けた。

7 写真撮影は木下・今村が主として担当し、下部富沢のものもある。
8 執筆は調査員が分担し、それぞれの文末に文責を記した。
9 遺物は、長野県上伊那郡辰野町辰野東小学校内、長野県中央道遺跡調査団本部に保管
し、実測図類も同所に保管してある。
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調

調査 にいた るまで

1)中 央 道 関 係 の 経 過

ア 整備計画とその経過

昭和32年 4月 、高度経済成長政策の一つ として「国土開発縦貫 自動車道建設法」が公布 され、その中の

一うに中央 自動車道予定路線 も発表された。その後、諏訪回り案に改正 され、本線は西宮線、岡谷から分

岐 じ長野へ通ずるものを長野線 と呼んでいる。昭和41年 7月 に五縦貫道整備計画が決定 し、その後、道路

整備施行命令が日本道路公団に出されている。中央自動車道西宮線は、小牧
0東京間や く360km、 そのうち

長野県内は、岐阜県中津川市から恵那山 トンネルで伊那盆地に通 じ、天竜川に沿 って北上 し、諏訪盆地 を

横切 り、八ケ岳山麓を通って山梨県に至る間、や く122kmと なっている。

昭和41年 に、日本道路公団名古屋支社は飯田市に飯田工事事務所を設置 し、その後の進展に伴い恵那山

トンネル東工事事務所、伊那市・諏訪市にも工事事務所が設けられた。長野県でもこれに呼応 して、県庁

内に長野県中央道建設対策本部が組織 され、企画部に中央道課が、その出先機関として中央道事務所が、

飯田・伊那・諏訪 3市に置かれた。このような現地体制の整備につれて、ルー ト発表・立入測量・設計協

議・巾杭設置そして用地買収へ と業務は段階的に進むのではあるが、現実は遅々として進まず、年月を費

や していたが、昭和45年頃から用地買収 も進展 し、それに伴 つて全線がいくつもの工区に分けられて本線

工事が発注 されている。日召不日42年 3月 恵那山トンネルネ甫助 トンネルエ事が始 まり、日召和ィИ年11月 に|ま恵デ耶山

トンネル本線 トンネ
'レ

エ事に着手lし 、 日召禾日45毎1に は『可智 :工l区からラト線 :工事にメゝ っている。 日召禾日47年後半1に

なると埋蔵文化財発掘調査の終 るのを追い駆けるように、飯田・高森
0松川・飯島・駒ケ根工区には大形

機械が導入 されて整地作業がなされ、長期間人手をかけて掘 りあげた遺跡が、短時 日のうちに姿を消 して

いる。ここで問題になることは、日本道路公団から施工業者への工事仕様書の中に、調査予定の埋蔵文化

財包蔵地が記載 されていないことがあって、工事によって発掘調査前の遺跡が破壊 されそうになった例の

あったことなど今後の保存事業について、きめのこまかい対策の必要性を痛感 している。

イ 埋蔵文化財の対策とその経過

縦貫道計画が発表された昭和41年頃、開発が全国的に広まりだして、各地で文化財保護 についての問題

が取 りあげられていた。文化財保護委員会 (現文化庁 )では、開発機関との間で その保護 についての調整

を計っていた頃であったので、日本道路公団との間で、昭和42年 9月 に「日本道路公団の建設事業等工事

施工に伴 う埋蔵文化財包蔵地の取扱いに関する覚書」 を取交 した。それより先、昭和41年 には、中央自動

査I
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車道関係県文化財主管課協議会を開催 し、文化財の取扱いについて打合せている。県教育委員会では、昭

和42年に入って関係市町村連絡協議会を、飯田・伊那・諏訪 3地区で開きその対策を打合せる。 さらに、

昭和42年国庫補助事業 として、中央 自動車道用地内とその周辺の遺跡分布調査 を実施 し、下伊那地区 147

遺跡、上伊那地区 112遺跡、諏訪地区90遺跡計 349遺跡 を確認する。その後ルー ト発表に伴い補足調査を

実施 し、中央道用地内には、下伊那地区で63遺跡 (含斜坑広場 )、 上伊那地区83遺跡、諏訪地区44遺跡の

計 190遺跡の存在を知 る。分布調査では埋蔵文化財を除 く文化財 についても調査 しているが、その取扱い

については
。
「覚書」 に触れられていないこともあって、関係市町村教育委員会にその交渉が任せ られてい

る。「覚書」 にもとづいて、埋蔵文化財包蔵地 (以下「遺跡」 という♪の取扱いについては、その下交渉

及び発掘調査は各県教育委員会が当ることになってお り、文化庁の指導もあって、長野県が中心 となり愛

知 0岐阜・山梨の 4県で「中央 自動車道関係県文化財対策連絡協議会」を持 ち、この会には日本道路公団

関係者も加って、昭和 42、 43、

“

年に開催 されたが、管轄公団支社の業務進展がまちまちであり、各県の

取 り組み方も一様でないため、充分な連絡調整もで きないうちに、愛知・山梨・岐阜県の順で、路線内の

遺跡発掘調査が開始 されていった。

遺跡の取扱いについては、「覚書」の中で、A・ 路線計画からはずすもの、B・ 路線計画の中に入れる

が保護するもの、C・ 路線計画の中に入れ、事前に発掘調査 をし記録 して保存するものの 3区分 されてい

る。それに基づいて、中央 自動車道地内遺跡についても、A・ B・ Cの 3区分 されていたが、路線決定の

後では、その変更が容易でなく、結局 190遺跡すべてCと なった。この最終決定は、県教育委員会の意見

聴取 に基づいて文化庁でなされる。これらの遺跡の発掘調査は、 日本道路公団が費用負担 して、県教育委

員会と契約 して実施するように「覚書」できめられている。 しかし、県教育委員会では、直営の発掘調査

体制を組織することが困難であるとの立場から、「長野県中央道遺跡調査会」 を結成 し、その中に遺跡調

査団をおいて業務を遂行することにし、そこへ指導主事を調査主任 として出向させることにした。

この調査体制が確立する前の昭和45年 3月 に、飯田市上飯田地区の 2遺跡 (さ つみ 。古屋垣外)の発掘

調査が行なわれた。この調査は、年度末も迫っているため県教育委員会が受託することは困難なためと、

試み的な意味もあって、「長野県中央道遺跡調査会」を結成し、同調査会が受託して実施した。暫定的な

措置であったが、長野県下最初の中央道用地内埋蔵文化財包蔵地の発掘調査である。

同年 4月 から、本格的な発掘調査体制確立のために、県教育委員会社会教育課 (後 に文化課に独立)で

は、担当指導主事を 2名増員 し、 4名 とする。一方では、各地区の関係市町村教育委員会との打合せ会を

持 ち、日本道路公団名古屋支社との協議 も具体化 し、 6月 と 7月 の現地協議によって昭和45年度の調査地

区も決定 した。そこで、 7月 には「長野県中央道遺跡調査会」を整備充実 した。

昭和45年度は、 8月 に下伊那郡阿智村地内 7遺跡 (調査費 179万円)、 9月 に飯田地内その 1地区10遺

跡 (調査費1590万円)の発掘調査委託契約を相次いで結び、 9月 2日 には、下伊那郡阿智村川畑遺跡 にお

いて、長野県下中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査の鍬入式を挙行 している。翌 9月 3日 から2班編成の調

査団によって発掘調査 を開始 している。10月 に上伊那郡宮田村地内その 1地区 6遺跡 (調査費 500万円 )

の発掘調査委託契約を結び、昭和46年 3月 45年度の業務を完了した。        r

昭和46年度は、 4月 に、上伊那郡飯島町内その 1地区 (調査費1224万円)、 8月 に下伊那郡高森町内そ

の 1地区 (調査費3120万円)、 9月 に下伊那郡阿智村園原斜坑広場その 1杉の木平遺跡 (調査費 730万円 )

‐Ｉ

Ｆ

Ｌ
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の発掘調査委託契約が結ばれ、上伊那郡中田切川橋梁工事先工に伴 う上伊那郡飯島町内その 2、 久根平遺

跡 (調査費 123万円)の 発掘調査委託契約 も、9月 に結ばれ、昭和47年 3月 この年度の業務を完了してい

る。

昭和47年度になると、用地買収業務も進展 し、上下伊那郡 ともに各工区ごと工事発注が続出する年とあ

つ て、県教育委員会においては、担当指導主事 3名 を増員 し、 4班の調査団を組織 した。飯田・下伊那地

区に2班、伊那・上伊那地区に2班づつ常駐 させて発掘調査に当ることにした。 4月 に、飯田市内その 2

地区17遺跡 (調査費2367。 5万円 )、 上伊那郡飯島町内その 3地区 8遺跡 (調査費 677。 1万円 )、 伊那市西

春近地区18遺跡 (調査費3361。 6万円)が、 7月 には、下伊那郡高森町内その 2地区 5遺跡 (調査費2002万

円 )、 下伊那郡松川町内12遺跡 (調査費1864。 3万円 )、 駒ケ根市内 8遺跡 (調査費 563。 5万円)が、 8月

には、上伊那郡南箕輪村内その 1地区 5遺跡 (調査費1051:5万 円)の ほか、飯田市山本地籍石子原遺跡 にお

いて、多量に 発見された石器群は、中期ローム層包合の旧石器としてその重要性が認められ、第 2次調査

の協議が成立 し、飯田市その 3(調査費410万 円)と して発掘調査委託契約が結ばれている。さらに10月 に

入って、上伊那郡南箕輪村内その 2地区 4遺跡 (調査費514.4万 円)と 辰野町内その 1地区 3遺跡 (調査費

497.2万円)等10地区81遺跡、調査面積 132,180ぽ の広範囲にわたつて発掘調査委託契約が結ばれている。

昭和48年度は、調査地区の主体が上伊那郡から諏訪郡に移動するため、長野県中央道遺跡調査団本部を

辰野町に移設 し、伊那市に作業場 をおいてこの業務に当ることにした。調査地域 も3郡にわたって広範囲

にわたるたあ、県教育委員会においては、担当指導主事をさらに 1名増員 し調査 に万全を期 している。 4

月に、伊那市内その 2地区 4遺跡 (調査費2121。 6万円 )、 箕輪町地内 3遺跡 (調査費1214.4万円 )、 辰野

町内その 2地区14遺跡 (調査費3480万 円 )、 富士見町内その 1地区 5遺跡 (調査費1588。 8万円)の発掘調

査委託契約が結ばれ、伊那市から富士見町にわたる広域内の調査が開始 されている。 7月 においては、下

伊那郡阿智村斜坑広場その 2杉の本平遺跡 (調査費 989万円 )、 諏訪市内その 1地区 7遺跡 (調査費1588◆ 8

万円 )、 10月 には、諏訪市内その 2地区 2遺跡 (調査費 888万円)の 発掘調査委託契約が結ばれている。

、ウ 中央道関係の経過一覧

この経過一覧は、前項のものと重複するものも多いが、10数年にわたる道路建設の過程 と発掘調査の経

過は、将来活用されることがあろうと思われるので記載 した。中央 自動車道建設法案 とそれに基づ く機関

県の対策機関設置、ルー ト発表の経過、文化財保護のための諸協議・諸会合、発掘調査に関する経過につ

いては全部載録 した。用地買収契約および工事着工については、最初のものだけ記載 した。

3204016 国土開発縦貫 自動車道 建設法の公布 (施行同年 7月 31日 )

ク・ 7025 中央自動車道予定路線を定める法律制定

3906016 国土開′発縦貫 自動車道建設法の一部改正により、中央 自動車道予定路線は諏訪回りに改正

4107・ 25 五縦貫道整備計画決定、道路整備施行命令が日本道路公団に出る

ク 08012 長野県中央 自動車道対策協議会開催

ク 08012 恵那山 トンネル立入測量開始

ク・ 9022 中央 自動車道長野県建設協力会開催

〃 09030 下伊那郡阿智村の一部、飯田市、鼎町 (14km)ルー ト発表
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41011016 長野県中央道建設対策本部設置、県企画部に中央道課および飯由中央道事務所設置
〃 012015 中央 自動車道関係県文化財主管課協議会開催 (東京 ).

4202014 中央道建設用地内文化財の取扱いについて関係市町村連絡協議会開催 (下伊那地区 )
〃 02021       ″                〃        (上 伊那地区 )

〃・ 2022     〃            〃      (諏 訪 地 区)

〃//03023 恵那山 トンネル (4。 7km)ルー ト発表

〃・ 3028 下伊那郡上郷町 :飯 田市座光寺・高森町 0松川町 (14。 5km)ルー ト発表
〃 03031 恵那山 ドンネル補助 トンネルエ事着工
〃 04015 文化庁で中央 自動車道用地内の埋蔵文化財保護対策打合せ会開催
〃・ 5,4/ 伊那中央道事務所設置
〃 05030 中央道建設地域内埋蔵文化財分布調査費国庫補助申請´

〃 06013 中央 自動車道関係県文化財対策連絡協議会開催 (第 1回  長野県庁 )
〃・ 801 下伊那地区中央道建設用地内理蔵文化財緊急分布調査 調査遺跡数  147
～12                       (団 長   大沢和夫 )

〃・1101 上伊那郡飯島町 0駒 ヶ根市・宮田村・伊那市・南箕輪村 (36。 6km)ルー ト発表
〃・11010 上伊那地区中央道建設用地内埋蔵文化財緊急分布調査 調査遺跡数 112

1   =26                        (団 長   林 茂樹 )
′4011027 諏訪地区中央道建設用地内埋蔵文化財緊急分布調査 調査遺跡数 90
～12・ 15                       (団 長   藤森栄一 )
〃 012016 下伊那郡阿智村殿島 0智里地区 (5.65b)ルー ト発表

43・ 2・ 27 公団名古屋支社 と中央道埋蔵文化財の保護措置について協議 (43年 の発掘調査について )
〃 03050公 団本社 と保護措置について協議 (43年 の発掘調査について )
〃・ 7023 下伊那郡阿智村智里殿島地区、県内の トシプをきって用地買収契約成立
〃 010012 中央自動車道関係県文化財対策連絡協議会開催 (第 2回 松本市 ).
4403018ヽ       〃          〃   (第 3回 岐阜市 )
〃 07015 公団名古屋支社 と協議  (飯 田市上飯田地区の発掘調査について )
〃 08012 上伊那郡辰野町 (8 km)ルー ト発表

〃・1003 飯田市上飯田地区 3遺跡について公団名古屋支社から意見聴取 (県教委回答 12011)
〃・1008 中央道関係市町村教委連絡協議会開催 (飯 田市 )

|〃
010020 飯田市上飯 田地区 3遺跡について公団名古屋支社 との現地協議

〃 010031 中央道関係市町村教委連絡協議会開催 (伊那市 )
〃 011011 恵那山 トンネル本線 トンネルエ事起工式

〃 012・ 11 公団名古屋車社 と協議 (45年 の発掘調査について )

4501029 諏訪郡富士見町 (11.2km)ルー ト発表               `
〃・ 202 公団名古屋支社 と協議  (上飯田の 3遺跡 と45年 度の発掘調査について )

4502023 岡谷市 と諏訪市の一部 (14.7km)ルー ト発表
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4502024 下伊那郡阿智村殿島地区において、県下最初の平地地区本線工事開始

〃・ 2027 長野県中央道遺跡調査会結成 (飯 田市上飯田地区の調査に限る )

〃 0302 公団名古屋支社 と長野県中央道遺跡調査会 との間で、上飯田地区 2遺跡の発掘調査委託契約

成立 (委託金額 80万円 )

〃・ 305 飯田市上飯田地区さつみ・古屋垣外遺跡の発掘調査開始 (～ 3021)(団 長 大沢和夫 )
尋
     〃・ 3031 飯田市上飯田さつみ・古屋垣外遺跡発掘調査報告書刊行

〃・ 4・ 22 公団名古屋支社 と協議  (45年度の発掘調査について )

.     〃 04023 上・下伊那地区中央道用地内遺跡視察 (県教育委員会担当者 )

〃 0508 下伊那郡阿智村～松川町間 (57遺 跡 )埋蔵文代財包蔵地についての意見聴取 (県教育委員会

回答  5026)

〃 05014 中央 自動車道西の宮線起工式 (於多治見市 )

〃・ 601 公団名古屋支社 と協議  (発掘調査上の問題について )

〃・ 609 下伊那地区中央道関係市町村 と文化財保護打合せ会開催 (飯 田市 ヽ

″ 06011 下伊那郡阿智村 7遺跡・飯田市 (上飯田・座光寺 )7遺 跡・鼎町 2遺跡・上郷町 1遺跡につ′

～12 いて、公団名古屋支社 と現地協議

〃・ 6   昭和45年度中央道用地内埋蔵文化財包蔵地発掘調査予算案 を 6月 県会に提出

|″ 06029 上伊那地区中央道関係市町村 と文化財保護打合せ会開催 (伊那市 )
ヽ
″′06030 諏訪地区中央道関係市町村 と文化財保護打合せ会開催 (諏訪市 )

〃 0708 上伊那郡宮田村地内 7遺跡について、公団名古屋支社 と現地協議 (二 10日 )

107022 長野県中央道遺跡調査会結成準備会 0第 1回理事会開催 (飯 田市 )

08017 下伊那郡阿智村地内 7遺跡の発掘調査委託契約成立 (委託金額  179万円 )

0901 飯田地区その 1地内10遺跡の発掘調査委託契約成立 (委託金額 1590万 円 )

〃 0902 中央道用地内埋蔵文化財包蔵地発掘調査鍬入式挙行 (下伊那郡阿智村小野川川畑遺跡 )

〃・ 90´3 下伊那郡阿智村地内 7遺跡 (川 畑・北垣外・橋場・矢平Ⅱ・杉ヶ洞・宮の脇・坊塚 )発掘調

査開始 (終了 9・ 22)

〃・ 903 岡谷市内中央道建設用地内埋蔵文4L財分布調査 (～ 5日 )

:     〃・ 905 伊沢県教育長、下伊那郡阿智村川畑・北垣外遺跡視察

〃・ 907 諏訪郡富士見町内中央道建設用地内埋蔵文化財分布調査 (～ 10日 )

〃 0908 田中県教育次長、下伊那郡阿智村川畑・北垣外遺跡視察

〃・ 9022 飯田地区その 1地内10遺跡 (山岸・天伯B・ 権現堂前・さつみ・赤坂・宮崎A・ 宮崎B・ 大

門原B・ 大門原D・ 大久保 )の発掘調査開始 (終了4601018)

〃 010019 上伊那郡宮田村地内 6遺跡 (高河原・釈迦堂・宮の沢・元宮神社東 0天伯古墳・円通寺 )の

発掘調査開始 (終了45012018)

〃 010028 公団名古屋支社総務部長・田中県教育次長、権現堂前・大門原B遺跡視察

〃 010029 公団名古屋支社副支社長 t大門原B・ 大門原D遺跡視察

〃 ,11016 長野県中央道遺跡調査会第 2回理事会開催 (飯 田市座光寺大門原B・ 宮崎A、 上伊那郡宮田



村天伯古墳視察、理事会宮田村福祉センター )

45011017 公団名古屋支社 との協議  (昭和46年度発掘調査地区の選定について )
〃 11028 下伊那郡阿智村地内発掘調査報告会開催 (下伊那郡阿智村智里東小学校 )
〃 01205 上伊那郡宮田村地内発掘調査報告会開催 (上伊那郡宮田村福祉センター )
〃 012025 茅野市・原村・諏訪市の一部 (12.4km)ルー ト発表、これをもって県内や く122kmのルー ト

発表完了

4601012 伊沢県教育長、下伊那郡鼎町山岸遺跡視察
〃・ 201 公団名古屋支社 と協議  (昭和46年度の発掘調査地区について、飯田市山本・伊賀良地区用

地内遺跡視察 )

〃 0202 下伊那郡高森町・松川町0上伊那郡飯島町地内遺跡について、公団名古屋支社 と現地協議 (昭
和46年度発掘調査地区決定 )

〃 02028 上伊那郡宮田村地内中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行
〃 03011 飯田地区その 1発掘調査報告会開催(公団・各事務所・市町村教委に対 して )
〃 03015 飯田地区その 1発掘二調査報告会開催 (一般公開 )
〃 03020 飯田地区その 1中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書干J行
〃・ 401 飯島町地内その1地区(七久保 )7遺跡の発掘調査委託契約成立 (委託金額 1224万円 )
〃・ 4012 飯島町地内その 1地区 (七久保 )発掘調査団結団式挙行 (飯島町役場 )
〃 04013 飯島町地内その 1、 7遺跡(鋳物師原・鳴尾天白・鳴尾・尾越・道満・北原東・小段遺跡 )

の発掘調査開始 (終了460703)

〃 04026 長野県中央道遺跡調査会第 3回理事会開催 (伊那市上伊那郷土館 )
〃 05024 恵那山 トンネル斜坑口および土捨場問題協議会、長野県庁企画部長室で開催 (公団名古屋支

社、恵那山 トンネル東工事事務所、阿智村教育委員会、同建設課、長野県中央道課、飯田中

央道事務所、下伊那地方事務所商工建築課、飯田教育事務所、長野県教育委員会 )

〃・ 607 下伊那郡阿智村園原杉の木平・児の宮遺跡緊急分布調査 (～ 8)
〃・ 6016 公団本社・同名古屋支社 と協議 (下伊那郡阿智村園原恵那山 トンネル斜坑口と土捨場予定地

の保護措置について )

〃・ 701 公団名古屋支社から恵那山 トンネル飯田方斜坑広場 (杉の木平遺跡 )埋蔵文化財について意
見聴取

〃 07015 飯島町地内その 1発掘調査報告会開催 (飯島町役場七久保支所 )
〃・ 7020 公団名古屋支社総務部長 と県教育長の協議 (恵那山 トンネル斜坑土捨場問題について )
〃・ 801 下伊那郡高森町地内その 1(10遺跡)の発掘調査委託契約成立  (委託金額 3120万円 )
〃 0806 下伊那郡高森町地内その 1地区発掘調査団結式と打合せ会 (高森町役場 )
〃 0801o 下伊那郡高森町地内その 1地区、10遺跡 (弓矢・無縁堂・神堂垣外・鐘鋳原AO瑠 璃寺前・

大島山東部・赤羽根・出原西部・出早神社附近・正木原 I)発掘調査開始 (9014中 断、100

23再開、終了4701・ 14)

〃 08018 恵那山 トンネル飯田方斜坑広場埋蔵文化財保護措置について県教委回答



4608030 公団名古屋支社 と恵那山 トンネル斜坑広場 (杉の木平遺跡 )の現地協議

〃 08031 公団名古屋支社 と上伊那郡飯島町地内その 2(久根平遺跡 )の現地協議

〃・ 904 伊沢長野県教育長、下伊那郡阿智村杉の木平遺跡・高森町鐘鋳原遺跡視察

〃 09010 下伊那郡阿智村園原斜坑広場その 1(杉の木平遺跡)発掘調査打合せ会 (阿智村駒場公民館 )

〃 ,9013 下伊那郡阿智村園原斜坑広場その 1(杉の木平遺跡 )の発掘調査委託契約成立 (委託金額730

万円

〃・ 9014 赤尾長野県教育次長、下伊那郡高森町鐘鋳原遺跡視察

〃 09016 下伊那郡阿智村園原斜坑広場その 1(杉の木平遺跡)発掘調査開始 (終了1101)

〃・ 9017 上伊那郡飯島町地内その 2(久根平遺跡 )委託契約成立  (委託金額 123万円 )

〃・ 9020 上伊那郡飯島町地内その 2(久根平遺跡 )発掘調査開始 (終了10013)

〃 011018 長野県議会社会文教委員会―行下伊那郡高森町瑠璃寺前遺跡視察

〃 011019 長野県中央道遺跡調査会第 4回理事会開催 (高森町畜産センター )

4701025 飯田市山本・伊賀良12遺跡、下伊那郡鼎町 1遺跡について公団名古屋支社 と現地協議

〃 01026 下伊那郡高森町地内 4遺跡、松川町地内10遺跡、上伊那郡飯島町地内 8遺跡、宮田村地内 1

遺跡、駒ヶ根市地内 8遺跡について公団名古屋支社 と現地協議

〃 01027 伊那市西春近地内18遺跡について公団名古屋支社 と現地協議

〃・ 2029 上伊那郡飯島町地内その 1中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行

〃・ 2029 上伊那郡飯島町地内その 2(久根平遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書干J行

〃・ 3020 下伊那郡高森町地内その 1中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書干U行

〃 03020 下伊那郡阿智村斜坑広場その 1中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書干J行

〃・ 3025 下伊那郡阿智村園原斜坑広場 (杉の木平遺跡 )発掘調査報告会開催 (智里西診療所 )

〃 03026 下伊那郡高森町地内その 1地区発掘調査報告会開催 (高森中学校 )

〃 03027 園原斜坑広場 (杉の木平遺跡 )、 高森町地内その 1地区発掘調査報告会開催 (一般公開 )

〃・ 401 飯田市内その 2地区 (17遺跡 )の発掘調査委託契約成立    (委 託金額 2367.5万円 )

〃 0401 飯島町内その 3地区 (8遺跡 )の発掘調査委託契約成立    (委 託金額  677.1万 円 )

〃 0401 伊那市西春近地区 (18遺跡 )の発掘調査委託契約成立     (委 託金額 3361。 6万円 )

〃 0403 飯田市内その 2地区発掘調査打合せ会 (飯 田合同庁合 )

〃・ 4010 飯田市内その 2地区ほか下伊那地区発掘調査団結団式挙行 (飯 田合同庁舎 )

〃 04・ 10 飯田市内その 2地区、17遺跡 (かぶき畑・柳田・山田・石子原・石子原古墳・ようじ原・上

の平東部・寺山・六反田・滝沢井尻・小垣外・三壺淵 0上の金谷・辻垣外・大東・酒屋前・

大門原 B)の発掘調査開始 (終了480207)

〃・ 4024 上伊那地区発掘調査団結団式 と発掘調査打合せ会 (上伊那地方事務所会議室 )

4704025 飯島町内その 3地区、 8遺跡 (う どん坂南・うどん坂Ⅱ・うどん坂 I・ 山溝・八幡林 0石上

神社前・庚申平・大田沢春 日平 )の発掘調査開始 (終了4706・ 28)

〃 04025 伊那市西春近地区・18遺跡 (和手・富士山下・富士塚・菖蒲沢・南丘 A・ 南丘 B・ 名廻南・

名廻東古墳・名廻・ 白沢原・山寺垣外・細ヶ谷 B・ 百駄刈・北丘 B・ 大境
・山の根・城平・
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城平上)の発掘調査開始。 (終了47012014)

4704・ 26 長野県中央道遺跡調査会第 5回理事会開催。 (伊那市上伊那図書館)＼、
ク・ 6020 公団名古屋支社 と、上伊那地区橋梁工事に伴 う調査遺跡追加と、飯田市山本石子原遺跡第 2

次調査 について協議 (県庁教育次長室 )

ク・ 6・ 22 公団名古屋支社 と飯田市山本石子原遺跡第 2次調査 について現地協議。
ク・ 703 下伊那郡高森町内その 2地区 (5遺跡)の発掘調査委託契約成立。 (委託金額2,002万円 )
ク・ 7・ 6 下伊那郡松川町内 (12遺跡)の発掘調査委託契約成立。    (委 託金額 1,864。 3万円 )
ク 0706 駒ケ根市内 (8遺跡)の発掘調査委託契約成立。        (委 託金額 563.5万 円 )
ク 07・ 7 駒ケ根市内 8遺跡 (大徳原南B・ 大徳原南A・ 大徳原北 。横前南・中山原・新田原・女体北・

切石墓地)の発掘調査開始。 (終了47・ 901)
ク・ 7012 飯田市内その 3(石子原遺跡第 2次調査 )の発掘調査委託契約成立。 (委託金額 410万円 )
ク 07014 下伊那郡松川町内12遺跡の発掘調査打合せ会。 (松川町福祉センター)
ク・ 7024 下伊那郡高森町内その 2地区 5遺跡 (神田裏・新田西裏・増野新切・増野川子石・鐘鋳原A)

の発掘調査開始。 (終了4701109)
ク 07・ 24 下伊那郡松川町内12遺跡 (里見 Ⅱ O里見 V・ 境の沢・中原 10庚申原 I・ 庚申原 Ⅱ・平林・

や し原・片桐神社東・水上・丈源田Ⅲ 。丈源田Ⅳ)の発掘調査開始。 (終了47011011)
ク・ 8015 公団名古屋支社 と上伊那郡南箕輪村内 9遺跡 と辰野町内その 1地区 3遺跡 について現地協議。
ク 08017 飯田市内その 3(石子原遺跡)発掘調査団結団式。 (飯田教育事務所 )
ク 08017 飯田市内その 3(石子原遺跡)の発掘調査開始。 (終了4709030)
ク・ 8021 上伊那郡南箕輪村内その 1地区 (5遺跡)の発掘調査委託契約成立。(委託金額 1。 051。 5万円 )
ク 0901 上伊那郡南箕輪村内の発掘調査打合せ会開催。 (南箕輪村公民館 )
ク・ 904 上伊那郡南箕輪村内その 1・ その 2地区 9遺跡 (南原・三本木原・曽利目・在家・大芝原・

大芝東・南高根・北高根A`北 高根B)の 発掘調査開始。 (終了4701209)
ク01009 上伊那郡南箕輪村内その 2地区 (4遺跡)の発掘調査委話契約成立。 (委託金額514.4万円)
ク01009 上伊那郡辰野町内その 1地区 (3遺跡)の発掘調査委託契約成立。 (委託金額 497。 2万金 )
ク 010・ 11 上伊那郡辰野町内その 1地区の発掘調査団結団式と発掘調査打合せ会。 (辰野町公民館 )
ク010012 上伊那郡辰野町内その 1地区 3遺跡 (五反田・越道・平出山の神)の発掘調査開始。 (終了

470 11 030)

ク 011015 長野県中央道遺跡調査会第 6回理事会開催。 (伊那市上伊那図書館 )
ク 01204 公団名古屋支社 と昭和48年度調査体制・調査地域 について協議。 (公団伊那工事事務所 )
ク 01205 公団名古屋支社 と伊那市内その 2地区 (4遺跡 )・ 箕輪町内 (3遺跡)・ 辰野町内その 2地 '

区)(14遺跡・諏訪郡富士見町内 (7遺跡)について現地協議。
ク 012015 上伊那地区中央道埋蔵文化財包蔵地出土の遺物展示会開催。 (上伊那地方事務所大会議室・

|  ～ 016 -般公開 )
ク 012016 上伊那郡辰野町内その 1地区 (3遺跡)の発掘調査報告会開催。 (辰野町公民館 )



4802028 上伊那郡辰野町内その 1地区 (3遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行
ク 03016 上伊那郡飯島町内その 3地区発掘調査報告会開催  (飯島町公民館 )
ク 03・ 18 飯 田市内その 20そ の 3、 高森町内その 2、 松川町内発掘調査報告会開催:(下 伊那教育参

考館 )

ク・ 3019 上伊那郡南箕輪村内その 1・ その 2地区発掘調査報告会開催  (南箕輪村公民館 )
ク 03020 飯田市内その 2地区 (17遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行
ク 0302o 飯田市内 その 3(石子原遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行
ク・ 3020 下伊那郡高森町その 2地区 (5遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行
ク 03020下 伊那郡松川町内 (12遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行
ク 03020 上伊那郡飯島町内その 3地区 (8遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行
ク 03:20 駒ケ根市内 (8遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行 =

ク「 3・ 20 伊那市西春近地区 (18遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行

ク・ 3020 上伊那都南箕輪村内その 10そ の 2地区 (9遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書

刊行

み・ 3024 駒ケ根市内発掘調査報告会開催  (駒 ケ根市役所 )
ク 03・ 26 伊那市西春近地区発掘調査報告書開催  (伊那市福祉センター )
ク 0409 昭和48年度長野県中央道遺跡調査団結団式挙行  (上伊那地方事務所会議室 )
ク :4012 伊那市内その 2地区 (4遺跡 )の発掘調査委託契約成立 (委託金額2121.6万 円 )
ク ,4・ 12 上伊那郡箕輪町内 (3遺跡 )の発掘調査委託契約成立  (委託金額1214.4万 円 )
ク・ 4・ 12 上伊那郡辰野町内その 2地区 (14遺跡 )の発掘調査委託契約成立  (委託金額3480万円 )
ク 04・ 12 諏訪郡富士見町内その 1地区 (5遺跡 )の発掘調査委託契約成立  (委託金額 1065。 6万円 )
ク 04016 伊那市内その 2地区、 5遺跡 (赤坂 0ま すみが丘・城楽・月見松・山本田代 )発掘調査開始

(終了4807・ 31)

ク・ 4・ 17 上伊那郡箕輪町内・諏訪郡富士見町内その 1地区発掘調査打合せ会  (各教育委員会 )
,ク 04018 上伊那郡箕輪町内、 3遺跡 (南大原・堂地 0中道)発掘調査開始  (終了48・ 8・ 31)
ク 04018 諏訪郡富士見町内その 1地区、 5遺跡 (手洗沢・長尾根・足場・母沢・甲六 )発掘調査開始

(終了48・ 7011)

ク・ 4018 上伊那郡辰野町内その 2地区発掘調査打合せ会  (辰野町教育委員会 )
ク・ 4・ 19 上伊那郡辰野町内その 2地区、14遺跡 (手長神社旧跡・若宮・荒神社矢沢・樋国内城館址・

大久保尻・神送・公家塚 0牧垣外・大窪・堂ヶ入・藤の森・沢頭・沢入口・上の原 )発掘調

査開始  (終了48・ 10・ 23)

ク・ 4・ 23 長野県中央道遺跡調査会第 7回理事会開催`(伊 那市上伊那図書館 )
ク・ 5・ 22 長野県議会社会文教委員―行、上伊那郡箕輪町中道遺跡視察

ク・ 6・ 4、 公団名古屋建設局 と、下伊那郡阿智村斜坑広場 と、諏訪市内・富士見町内の発掘調査予定地

～ 6 域について現地協議  (県庁教育次長室、各公団工事事務所 )
ク・ 6・ 20 長野県教育委員―行、上伊那郡箕輪町中道遺跡視察
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4806e27 長野県中央道遺跡調査会一志顧間、上伊那君『箕輪町中道遺跡・諏訪市大熊城址現地指導

ク0702 下伊那郡阿智村斜坑広場その 2(杉の本平 )の発掘調査委託契約の成車 (委託金額989万円 )

ク0702 諏訪市内その 1地区 (7遺跡 )の発掘調査委託契約成立  (委託金額1588.8万 円)

ク07020 諏訪市内用地問題について公団・諏訪市・被買収者組合委員と協議  (諏訪市役所 )

ク07021 下伊那郡阿智村斜坑広場その 2地区の発掘調査団結成  (飯田教育事務所 )

ク・ケ・23 下伊那郡阿智村斜坑広場その2地区の発掘調査打合せ会 (阿智村教育委員会)

″・ 7・ 25 下伊那郡阿智村斜坑広場 その 2(杉 の本平遺跡 )発掘調査開始  (終了48・ 10・ 20)  
‐

ク 07026 諏訪市内その 10そ の 2地区発掘調査打合せ会  (諏訪市役所 )

ク 07030 諏訪市内その 1地区、 7遺跡 (清水・小丸山古墳・金山北・城山・大熊城址・荒神山・大熊

道上)、 同その2地区2遺跡 (平林・本城)発掘調査開始、 (終了48・ 12014)

ク0808 長野県小泉教育次長、下伊那郡阿智村杉の本平遺跡視察

ク010010 諏訪市内その 2地区 (2遺跡 )の発掘調査委託契約成立  (委託金額 888万円 )

ク 010・ 10011 長野県酒井出納次長、辰野町樋口内城館址・諏訪市大熊城址・阿智村杉の本平遺跡視察

ク010014 日本道路公団本社理事 0名古屋建設局長等、下伊那郡阿智村杉の本平遺跡視察   
―

ク 010・ 16 恵那山 トンネル斜坑貫通式に伴い、公団名古屋建設局長等下伊那郡阿智村杉の本遺跡視察

ク011018 長野県中央道遺跡調査会一志顧間、下伊那郡阿智村杉の本平遺跡現地指導

ク・11・ 1 長野県中央道遺跡調査会第 8回理事会開催。辰野町樋口内城館址遺跡視察  (辰野町 )

″・11・ 13 昭和49年度諏訪地域用地買収状況 1手ついて打合せ会  (公団諏訪工事事務所・県高速道課・

県諏訪中央道事務所・伊那教育事務所・同諏訪支所・県文化課、於諏訪合同庁舎 )

ク 011・ 21 公団名古屋建設局と昭和49年度調査体制と発掘調査地区について協議  (諏訪工事事務所 )

2)発 掘調査委託契約

中央 自動車道用地内埋蔵文化財包蔵地発掘調査は、「日本道路公団の建設事業等工事施工に伴 う埋蔵文

化財包蔵地の取扱いに関する覚書」 によると、事業施行前に、公団は県教育委員会の意見聴取の上、文化

庁 との間で協議することになっている。その結果、記録保存 と決定 され、発掘調査が必要 となった場合、

公団は、県教育委員会に委託 して実施 されることになっている。そのため、県教育委員会は、公団と現地

協議などの事務接衝 のうえ、調査遺跡の発掘面積、調査費、調査期間、調査方法等が決められる。その後、

公団から調査依頼、県教育委員会から調査受託の文書の往来があって、つ ぎのような発掘調査委託契約が

締結 されている。
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ア 発掘調査委託契約書

1 委託事務の名称

2 委 託  期 間

3委 託 金 額

4 委託金支払場所

中央道埋蔵文化財発掘調査 (斜坑広場その 2)

日召禾日481「 7月 2日 ―́日召禾日491巨 3リロ20日

¥9,890,000円他

日本道路公団名古屋建設局

日本道路公団 (以下「甲」という。)は、長野県教育委員会 (以下「乙」という。)に頭書の発掘調査

の実施を乙に委託する。

第 1条  甲は、別紙発掘調査計画書に基づ き、頭書の委託金額の範囲内で頭書の発掘調査の実施 を乙に委

託する。

第 2条  甲又は乙の都合 により委託期間を延長 し若 しくは発掘調査計画を変更 し、又は発掘調査 を中止す

るときは、事前に協議 して書面 により定めるものとする。

第 3条  乙は、委託契約締結後、遅滞なく作業予定表及び資金使用計画書を作成 し甲に提出 しなければな

らない。

第 4条 乙は、第 3条の資金使用計画書に基づ き頭書の発掘調査 を実施するために必要な経費の概算払を

甲に請求することがで きる。

2 甲は、前項の請求のあったときは頭書の楽掘調査の進 1/1状況 を勘案 して請求書を受理 した日から15日

以内に所要の額を支払 うものとする。

第 5条  甲は、必要 と認めるときは頭書の発掘調査の処理状況 について調査 し又は報告書及び作業調査 日

誌の提出を求めることがで きる。

2 乙は、甲が期限を指定 して中間報告を求めたときは、これに応 じなければならない。

3 乙は、発掘調査の実施 にあたり作業個所に作業表示旗をかかげ発掘調査関係者には、腕章等を着用 さ

せなければならない。

4 乙は、頭書の発掘調査が完了したときは、すみやかに頭書の発掘調査の実施結果に基づ く報告書 (B

5版 20部 )を作成 し委託期間内に甲に提出しなければならない。

5 乙は、費用精算調書を作成し、委託期間満了後 1箇月以内に申に提出しなければならない。

第 6条  この契約に基づく報告書、費用精算調書其の花の関係書類の作成事務の取扱は、甲が特に指定 し

ない限り、乙の本来の事務取扱に準じて処理するものとする。

第 7条  乙がこの委託契約に基づき甲の費用をもって取得 した購入物件等はすべて甲に帰属するものとす

る。

第 8条 発掘調査に関する文化財保護法及び遺失物法等に関する諸手続については、乙が代行するものと

する。

第 9条 乙の責に帰する事由により頭書の期間内に第 5条第 4項に規定する報告書を提出しないときは甲

は遅滞損害金として期限満了日の翌日から起算し提出当日までの遅滞日数に応 じ頭書の委託金額に対し

て年8。 25%の割合で計算した金額を徴収することができる。
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2 甲の責 に帰する事由により第 4条の規定による委託料の支払いが遅れた場合には、乙は、甲に対 して

遅滞 日数 に応 じて年 8。25%の害J合で遅延利息の支払いを請求することができる。

第10条  乙の責 に帰すべ き事由により甲が契約を解除 したときは、乙は頭書の委託金額の10分の 1を 違約

金 として甲の定める期限までに甲に糸内付 しなければならない。

第11条  この契約を変更する必要が生 じたときは、甲乙協議 して定めるものとする。

上記契約の証 として本書 2通を作成 し、当事者記名押印の上、各 自 1通 を保有する。

日召禾日481巨 7月 2日

委 託 者 名古屋市中区栄 4丁目1番 1号 (中 日ビル11～ 12階 )

日本道路公団名古屋建設局

局 長  平 野 和 男

長野県教育委員会受 託 者

教育長  小 松 孝 志

イ 長野県中央道遺跡調査会

長野県教育委員会では、直接発掘調査する組織を持 ってぃないので、この発掘調査 にだけ当る長野県中
央道遺跡調査会を結成 し、同調査会に再委託 し、同調査会が組織する調査団が発掘調査 に当ることになっ
ている。

昭和45年 7月 22日 に、長野県中央道遺跡調査会が結成 されて以来、年 2回の理事会が開かれてぃる。年
度頭初の理事会において、発掘調査の受託 を決定 し、年度末のそれは、発掘調査結果や現状・対策につい
て検討 されている。県教育委員会 との委託契約書の内容は、公団と県教育委員会のそれと大差 ないので省
略する。同調査会規約・昭和48年度役員 0斜坑広場その 2地区調査団組織はつ ぎのとおりである。

0 長野県中央道遺跡調査会規約
第 1条  この調査会は、長野県教育委員会の委託を受けて、中央道建設及び関連工事用地内遺跡の発掘調
査 を実施 し、その記録の作成、発掘された文化財の保存活用方法を研究することを目的とする。

(名 称 )

第 2条  この調査会は長野県中央道遺跡調査会 (以下 「調査会」 と )と 称する。

(組織 )

第 3条 調査会は、次に掲げる役員をも

(1)会長  1名  (2)理 事 若干名

事務所 )

第 4条  調査会の事務所は、会長が別に定める事務所内に置 く

(会長及び理事 )

第 5条 会長は、長野県教育委員会教育長をもってあてる。

って組織する。

(3)監事  2名
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2 理事は次に掲げるもののうちか ら会長の委嘱 した者をもってあてる。

(1)学識経験者                (2)関 係学会の役員     「

13)関係市町村教育委員会連絡協議会の代表者  に)関 係市町村教育委員会の教育長
(D 関係行政機関の職員

(会長及び理事の職務 )

第 6条 会長は調査会の業務 を総理 し、調査会を代表する。           |
2 理事は、理事会を構成 し、次の事項 を審議する。              |
(1)調査会の運営に関すること。         (2)発 掘調査の受託に関すること。

(3)規約の改正に関すること。          (4)そ の他必要な事項

3 会長に事故があるときは、理事のうちから会長が指名 した者が、その職務 を代行する。
(理事会の招集 )

第 7条 理事会は必要に応じて会長が招集する。
2 理事会は、理事の半数以上の出席がなければ開くことができない。
3 前項の場合、当該議事について書面をもちてあらかじめ意志表示し、または他の理事を代理人として
表決を委任しな役員は出席したものとみなす。

4 理事会の議事は、出席理事の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。
(顧問 )

第 8条 調査会に顧間若干名を置 くことができる。
2 顧間は理事会の推薦により会長が委嘱する。
3 顧間は会長の諮問に応ずるとともに、理事会に出席 し調査会の業務について助言する。
(監事 )

第 9条 監事は、理事会の推薦により会長が委嘱する。
2 監事は、調査会の会計を監査する。

(役員の任期 )

第10条  役員の任期は一年 とする。ただしその職にあるゆえをもって委嘱されたものの任期は、当該職の
在職期間 とする。

(幹事 )

第11条  調査会に幹事 を置 く。
2 幹事は、県教育委員会事務局職員のうちから会長が委嘱する。
3 幹事は、会長の命を受け調査会の事務 を処理する。

(調査団 )

第12条  調査会に調査団を置 く。
2 調査団の組織及び運営について別に定める。

(事務の管理執行の規定 )

第13条 調査会の事務の管理及び執行にあたっては、この規約ならびに理事会の決定する規定に従って行
なう。
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(経費 )

第14条 調査会の事業に要する経費は、長野県教育委員会の委託料をもってあてる。

(会計の区分 )

第15条 調査会の会計年度は、毎年 4月 1日 に始まり、翌年 3月 31日 に終わる。

2 調査会の会計は、長野県教育委員会 と締結 した委託契約に区分 して行なう。

(出納及び現金の保管 )

第16条  調査会の出納は、会長が行なう。

2 調査会に属する現金は、会長が理事会の議を経て定める銀行 または、その他の金融機関にこれを預け

なければならない。

(決算 )

第17条  会長は、会計年度終了後 lヶ 月以内に収支決算書を作成し、監事の監査を経て理事会の認定を経

なければならない。

(財務に関する事項 )

第18条  この規約に特別の定めがあるものを除 くほか、調査会の財務 に関 しては、長野県の「財務規則」

の例による。

(委任 )

第19条 調査会の業務の運営に必要な事項は、この規約に定めるもの及び理事会で議決するものを除 くほ

か会長がこれを定める。

(付則 )

この規約は、 日召和45年 7月 22日 から方包イ子JIる 。

イ)昭和48年度長野県中央道遺跡調査会役員名簿 (昭和48年 11月 現在 )

顧間 一志 茂樹

会長 小松 孝志

理事 金井喜久一郎

藤沢 宗平

原  嘉藤

飯島 丁巳

瀬尾 忠幸

坂井 喜夫

/Jヽ林    彰

河手 貞則

/」 林ヽ  繁 ?台

倉田 利久

藤森  糸屯一

(県文化財専門委員 )

(県 教 育 長 )

(県文化財専門委員 )

(県文化財専門委員 )

(信濃史学会理事 )

(県 文 化 課 長 )

(伊那教育事務所長 )

(上伊那地区教委協議会長 )

(阿智村教育長 )

(箕輪町教育長 )

(富士見町教育長 )

(下伊那教育会長 )

(諏訪教育会長 )

米山 一政

藤森 栄一

小泉兵次郎

馬場  昌人

羽生 保吉

小松   穣

松沢 一美

熊谷 大一

中村 文武

木下  衛

林  茂樹

(県文化財専門委員 )

(長野県考古学会会長 )

(県教育次長 )

(飯田教育事務所長 )

(下伊那地区教委協議会長 )

(諏訪地区教査協議会長 )

(伊那市教育長 )

(辰野町教育長 )

(諏訪市教育長 )

(上伊那教育会長 )

(長藤小学校長 )
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監事  岡沢

幹事 金井

西沢

矢島

佐藤

下平

松沢

麻生

イヽ本寸

山田

宮沢

岡田

幸朝

汲次

清

ノtttβ

文武

久雄

成海

弘明

善興

瑞穂

恒之

正彦

(県文化課長補佐 )

(県文化課文化財係長 )

(県文化課主査 )

(県文化課主任 )

(飯田教育事務所総務課長 )

(飯田教育事務所主事 )|

(伊那教育事務所社会教育課長 )

(伊那教育事務所主在 )|

(県文化課指導主事 )

(   ク    )

(   ク    )

(   ク    )

浦野 孝之

泉 勇一郎

浅川 欽一

堀内規矩雄

佐藤  陸

矢野 公一

久保田秀明

鈴木 長治

桐原  健

伴  信夫

丸山敵一郎

(伊那市社会教育課長 )

(県文化課文化係長 )

(県文化課主査 )

(県文化課主事 )

(飯田教育事務所主任 )

(伊那教育事務所総務課長 )

(伊那教育事務所主任 )

(伊那教育事務所主事 )

(県文化課指導主事 )

(   ク    )

ウ)長野県中央道遺跡調査会 斜坑広場その 2(杉の本平遺跡 ) 調査 団の組織

調査団長

調査主任

調 査 員

特別調査員

調査補助員

イド  オ寸  蔓象  要葺

佐 藤 甦 信

小 林 正 春

(地形 `地質担当 )

イド  オ寸  池燿  5こ

(総括 )

逃 那 藤麻呂
/Jヽ  平  和  夫

男
　
紀

孝

和

桐
　
村

片
　
竹

夫

之

次

孝

幸

介

和

恒
　
正
　
　
信

竜

沢

沢

村

上

島

村

大

宮

今

村

松

今

工)発掘調査遺跡の状況 と面積

神坂峠東麓で、古代東山道 と祭祀 に関連する園原祭祀遺跡群中の 1つ で、46年度調査の斜坑広場その 1

杉の本平遺跡A地域の東側 にあるB地域が、今回調査の対象区域で、A地域同様に、ここを通過 した古代

東山道 と、祭祀関係の遺構・遺物が存在するものと思われる。現状は田・畑・宅地である。

全体面積 30,000ぽ   ルー ト内面積  19,275ぽ   発掘面積  4,200ぽ (1,050グ リット)

オ)斜坑工事に関する保護協議

杉の本平・児の宮遺跡は、園原祭祀遺群中にあるため、A地域の発掘調査が決定されるまでには、何回

も協議が重ねられたことは、斜坑広場 その 1の発掘調査報告書にくわしい。斜坑広場 その 2(B地 域 )の

調査については、斜坑第 2期坑掘削前 と予定されていたが、その後、用地の荒廃がめだち、第 1期工事作

業関連事業によって遺跡の破壊の恐れが生 じたため、公団名古屋建設局 との協議が急速に進み、早期発掘

調査が決定 したものである。この協議の折にも、第 2期斜坑からの土砂は、園原地籍内には捨土はせずギ

エ事完成後、広場 とその周辺は周囲に調和する造林計画が約束 されている。
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2。 調 査 の 実施 と経 過

1)調 査 日誌

斜坑広場その 2地区の調査は、事前の諸準備を含めれば 7月 21日 から始められ、現場作業は同25日 より
10月 20日 までと、補充調査を10月 28・ 29日 と年を越して 1月 25日 の 3日 間、実質60余 日間にわたった。標

高1000m近 くの現場は、碧い空、明度さまざまな山肌の緑、園原川から吹き上げる涼気にかこまれた園原

淡谷にあり、不快指数はゼロに近く快適な毎日であった。日誌をかかげて調査日程をふり返りたい。

7月 21日  午前10時、飯田教育事務所所長室で、調査団の結団式を行う。長野県中央道遺跡調査会飯田事
務所所長 0同課長・同主任 0同主事・同事務員と、調査会桐原幹事・大沢回長以下調査団全員参加する。

結団式終了後、調奪団打合せ会を飯田市中央公民館三階会議場でする。今回の調査団は、上伊那の伊那市

箕輪町 0辰野町でそれぞれに作られている中央道遺跡調査団の中から、何名かずつをもって当てることに

なっていた関係から、全員が同時に合流することができなかったため、今村調査主任外、今村正・遮那・

片桐・竹村 e木下 0佐藤がまず先発隊として現地の調査準備と調査を開始 し、伊那地区調査終了とともに

宮沢主任・村上・小林・小拗 各調査員が合流することその他、当面の調査打合せをし、午後発掘資材の

整理をする。

7月 24日  午後 1時から、阿智村役場で村当局関係者 (阿智村教育委員会事務局教育長 0社会教育課長・
同主事 0建設課長)と 、中央道遺跡調査会関係者 (同飯田事務所長・同総務課長 0同主任・幹事・調査主

任)の調査打合せをする。調査日程・調査団宿舎・作業員募集情況その他調査に関する具体的なことにわ
たるが、すでに教育委員会の方で、宿舎は公民館を、また作業員30余名を募り名薄も作ってあったいただ

き感謝のかぎりである。打合わせ後、公民館の宿舎に当てられる婦人室をみせてもらう。蚊や蛾防ぎの網

戸 0水洗場・電灯などは後に施設を計画する。食事・風呂を公民館の大田さんに依頼 して引き上げる。

7月 25日  午前 9時現場へ集合する。すでに斜坑広場その 1調査に参加された懐 しい園原の方々が勢ぞろ
いしている。園原・濃間・戸沢地区の人々が中心で、駒場の方々も数名混っている。

斜坑工事用道路下の雑草を踏み敷 き、出面とりの本机 を持

ち出 してすえ、小林教育長さんのあいさつ、今村主任の作業

Ⅲ労について説明があり、念々調査にとりかかる。傾斜の

強い所で、段々に重ねられた水田跡のグリット設定は、な

かなかの技術がいる。草刈 りをする人、グリット杭 を運ぶ

人に混って、メジャーを引く調査員の顔は緊張 している。

上段では、テントの設営が進行 している。場 なれした牛山

さんの掛声一下、たちまち天丼幕が張 られていく。空は青

く、ずっと東に網推卜山が美 しい。
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7月 27日 梨ノ木沢を界にして、前回調査区はすでに斜坑口を中心に工事用の鉄骨や、作業場・管理棟な
どが並び、また今回調査区東には、作業員の宿舎が建っている。作業員宿舎よりの低ぃ所から上へ向っそ

調査を進めることと、全体的な遺跡の広がりを提 えるために

何箇所かにグリット掘 りをすることに決めた計画に従い、き

ょうからグリット掘 りを始める。下から上に向うて、YOA・

B地区を設定 したので、最下段の Y区へ とりかかったが、埋

土が深 く、130cm以上掘 り下げてやっと中世の文化層 らしい

黒色土に当った。埋土からはさまざまな遺物が顔 を出す。土

師・灰釉・中世陶器類 と、す ぐ上にあった田中さん宅からと

思われるセ トモノ類が混在 している。

7月 28日  Y地 区の掘 り下げと、 A地区の田土手の掘割作業

をする。Y地区は埋土深 く、土上げに苦労する。黒色土から土師片が数点検出されるが、もともとの包含層

ではないらしい。 A区の土手掘割は巨礫 も含まれているため、なかなか作業がはかどらない。

7月 30日  小雨の中で作業を進める。 Y地区は黒色土の下に茶褐色土が堆積 している。黒色土の中は、黄瀬

戸片・天 目椀片 などが中心で、茶褐色土になると灰釉・山茶椀 などが比較的多い。月ヽ雨を防ぐ合羽の下は

汗 になり、園原渓谷 きょうばかりは不快指数のメーターが上がる。

7月 3:日  A区 グリット掘 り、上から流れた黄砂土の下に、炭粒混 りの黒色土が一部にあるらしい。前回

調査時の炭層に関連するとすれば、注意を要す。

8月 1日  きょうから伊那調査団の小林・箕輪調査団の竹村調査員合流する。 B区へもグリットを入れる。

Y区では集石址 らしい遺構が確認 される。天 目椀片 を含むことから、中世遺構 と思われる。小林 0竹村両

名がしょって来たのか、雨雲が広がり、降雨。

8月 2日  Y区 黒色土の掘 り下げ、この下の茶褐色土中に炭粒混 りの所があり、灰釉 の椀が顔 を出す。(後

にここを 1号 テラスと呼ぶ )、 A tt L― 040-49-帯 はほとんど遺物なく、調査を断念する。 Y区よりの

耕 土をはねると、土師 0須恵、灰釉片 などが上ヒ較的多く確認 される。 きょうも小雨がけぶる。

8月 3日  Y区 ・ A区のグリット掘 り。 Ytt V W60あ たりまでの黒色土では、灰釉片の他、近世磁器片が

多い。 A区のセクションどりをする。 AKあ たりから南の園原川へかけて、急激 に傾斜するらしく、埋土

が深 くなる。 AV O W61-66の黒色土中に溝状の凹みがある。土師・須恵 0灰釉片が出ている。

8月 4日  きょうもグリット掘 り、前回にくらべて遺構 0遺物がす くないらしく、かん声も上がらない。

Y区の耕土はねを続行する。 Y V61の 黒色土の下・茶褐色土中に土師・灰釉片が含まれている。

BttA B列 の耕土はねをする。朝雷雨のあと、青空が広がる。山ぎわの雷雨はすざましい。園原川がす

こし濁 る。

8月 8日  きょうから伊那地区の現場作業を終 えた宮沢・村上が参加する。これで調査団の顔が出揃 う。

YV・ W61-64を 中心にグリットの掘 り下げをする。Y V62黒色土下部で土師不と、石製模造品が発見さ

れる。模造品は剣型で、今調査初めてのお目見得。 Y Ve w64の 1号集石址を掘 り上げる。

B区で溝状址 を確認する。 1号溝址 と命名。土師・須恵・灰釉片 と、鉄鎌が出る。遺物写真が少なかっ

たので、写真係の本下調査員張切る。

調査現場と斜坑口
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県教委小泉教育次長 0飯島文化課長・飯田教育事務所の馬場

所長同伴 して、現場視察がある。長グツに作業帽着用。今村

主任の説明に耳 を傾ける。 1号集石址がシー トの下に見えて

いる。晴天が続 くと昆虫の活動がさかん。昼食がすむと駒場の

牛山さん・林 さん 。関さん、それに蜂 とりの名手横川渡の小

林先生 ら、スガラ (地蜂 )追 いに余念がない。蛙はいい迷惑

皮をむかれて竹の先 きへむりやりくくりつけられ、蜂の餌食

にされる。蛙の数に比 して、蜂の巣の数す くなく、調査中に

教育次長・文化課長・教育事務所長さんの視察  蜂めしは 2回。宿舎整備がで きないので、宮沢・村上は中関

「からすの湯」へ泊 る。愛矯者のカラスが出迎えてくれる。主人の言葉を多少は解するらしく、後をつい

て歩 く。 トウモロコシをついばまれお茶だけ飲む。

8月 9日  Y区 東壁のセクションをとる。最下段であるため、埋土が深 くまた複雑。細分すると20層 以上

になる。 1号集石址の計測、 B区 1号溝址の清掃、写真撮影をする。 Y Ⅳ  59茶褐色土から大形の円板、

剣型の模造品が検出される。公民館宿舎の網戸・電灯・水洗場の設備を進める。今晩もからすの湯へ泊 る。

どこかへ散歩に出かけたのか、カラスの出迎 えがない。

8月 lo日  Y区 1号集石址付近の掘 り下げ。南側は平坦面になっており、本炭粒を含む黒色土がうす く広

がっている。土師・灰釉片が比較的多い。

B区 1号溝址南側一帯のグリット掘 り。 1号土渡を確認するが、遺物はない。このあたりは、東側の基

盤が急激 に落ち込んでいる。 工事用道路 にす ぐ続いているため、 この先 は工事用道路 を除けた後 に調査

をすることにする。宿舎整備が終了したので、公民館へ今晩から移る。宮沢 ,村上 0小林・小平の 4名。

すこし細長い部屋で、窓越 しに三州街道駒場宿の灯が見える。(公民館の夜の学習会が毎夜のように続 く)

太田さんの心のこもった食事に舌ずつみを打つ。夜 日常の小物を求めに駒場宿へ出る。昔東山道阿知の繹

後に三州街道の中馬宿。今中央道 と国鉄中津川線。山に囲れた伊那谷の西口駒場の今昔は、伊那谷の歴史

を最も敏感 に受け取れる所で、伊那谷の変化を測 るバロメーターにもなっている。

8月 ‖日 YU― W60-63付 近の、 1号集石址南側の平坦面は、 1号テラスと命名する。 うすい木炭層が

広がっておることと、模造品・土師・灰釉などが比較的集中することなどを勘案 して、遺構 として捉 える

ことにする。 1号テラスと付近の地形測量をする。 B区 1号溝址の計測。

8月 13日  出土遺物 も量を増 してきたので、前回調査分の遺物 との比較検討をする必要が生 じ、飯田の下

伊那教育会館土蔵に仮保管 してある遺物を整理 し、必要分を駒場宿舎へ運搬する。

8月 17日  Y・ A区 にかかって竪穴址を確認 し、 1号竪穴 と命名する。方形プランを示 し土師・須恵片を

伴っている。清掃・写真撮 りを終 える。61・ 62列 をY区からB区まで掘 り下げ、地層々序を観察すること

にする。 B区の傾斜面から少量の須恵片が出る。

8月 18日  AB― A K56-64グ リットの埋土排除と、 AA一 A C610 62の 掘 り下げをする。 B区掘 り下げ

を続ける。土師・灰釉片検出される。

矢沢正安氏見学あり、旧懐をあたためる。矢沢氏は戦後の下伊那考古学界の草分けの一人。会地小学校

勤務時代、駒場の公民館上で下宿をしており、前回の調査主任神村透氏と伴に筆者は飯田から自転車に乗
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って、訪ねたことがあったし、阿智高建設の時発見された中原遺跡 を矢沢氏と調査 したことがある。我々

の兄貴分で、「ショーアンさ」と呼んだ人で、現在は印刷業に精を出している。      1

8月 20日  AB一 A K56-64の埋土排除して、グリットを設

定す る。 A E63064付近に遺物が多い。61062列 は、黒色土

までの掘 り下げほぼ完了する。近世陶磁器片が多い。 A D61

褐色土から、石製模造品剣型 1点発見する。 (後 に 2号テラ

スと呼ぶ )。 1号竪穴、 1号土渡の計測 をする。午後、 A地

区を横切って施設されていた斜坑排水管がハ レツする。斜坑

現場の市坪主任他大童。 1分間 6tの 排水量があるというか

ら大変。水圧強 く猛烈な勢いで水がふき出す3市坪主任はびし

ょぬれ。発掘 しているグリットヘ も水が流れ込む。水に洗わ

れ模造品が顔を出しはせんかと調査員編の目鷹の目。収穫なし。
破烈した排水管

8月 21日  A C59061・ 62と A E63・ 64グ リットのJ卜土と掘 り下げ。 A E63の 黒色土では、中世陶器片の

出土が多い。 B地区の61・ 62列 の掘 り下げ続ける。 B地区へ調査区が広がってきたので、テントを調査を

終 えた 1号溝址付近へ移す準備をする。 SBC、 中日、信毎記者調査情況を取材する。(SBCで は後にテ

レビで放映される。大鵬食堂の大蔵 さんの顔が大写 されていた)。 阿智教委社会教育課長、同西小学校長

同校歯科医見学にみえる。

8月 22日  A H61・ 62、 AD― A H 58059グ リット掘 り、59列 に西から東に向 う落ち込みがあり、 2号溝

址 とする。 (後 にこれは 3号道路址の続 きであることが判明する)灰釉・山茶椀片など若干が含まれてい

る。テントを移動 して、調査を終 えた下段の、工事用道路 ぎわへ落ちつ く。

8月 23日  A区 は63-65列 にわたつてグリット掘 り。59列 の溝址の掘 り下げをする。 A C61で 石製模造品

臼玉 1点発見する。 (こ のあたりは巨礫がいくつかあり、後に 2号テラスと命名する)。

B tt F・ 157・ 58の グリット掘 りをする。耕土の下の褐色± 0黒色土が厚い。

8月 24日  A区 溝址付近のグリット掘 りと、北側の E一 165-69付 近の排±。 B区は昨 日に引続 き掘 り下

げ続行する。飯田保健所長以下職員の見学がある。午後降雨のため、宿舎で遺物整理。

8月 25日  降雨のため宿舎で遺物整理作業をする。遺物の水洗いをし、公民館の大広間へ遺物を広げる。

片桐調査員運転で、整理箱 を運ぶ。現場巡検する。

8月 27日  A区 グリット掘 りと 2号溝址の辛青掃。 AD O E60に 遺物比較多い。 B F59・で緑釉片が出る。

8月 28日  A区 2号溝址 と北側の巨礫群付近の清掃をする。 B区は57・ 59列 の掘 り下げをする。前回調査

中の目玉であった炭層との関連が B区で捉 えられる可能性 もあり、確認を急 ぐが、未だはっきりしない。

村教委文化財担当折山さんカメラをさげて見学にみえる。

8月 29日  A区 2号溝址 と 2号テラス付近の清掃後、写真記録 と地形測量をする。傾斜地 に位置する遺構

であることを考え、コンターを入れた図面を作ることにし、付近の地形測量 を始める。
B区 57・ 58列 のセ

クション取 り準備 6

8月 30日  A区 2号溝址 と 2号テラス付近の地形測量。 AE一 A H63-66の グリット掘 り。 B区57列 の掘

り下げ、炭層 らしい黒色土が確認 されるが遺物はない。前回の炭層ほどに本炭が入って
いない。もうすこ
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し広げてみて検討する必要がある。 きょう中央道遺跡調査団の辰野・箕輪班が見学に来る。伊那谷の平坦
部を調査 していた者達は、杉の本平の傾斜地発掘をみて驚いている。戸沢廻 りで神坂峠へ登 り、往路を帰
っていった。

8月 31日  A区 2号テラ不上方で 2号竪穴、北方で 3号竪穴を確認する。
褐色土を方形に掘 り込んであり、中世の陶器片が含まれていた。

B区は57列 のセクションどり準備をする。智里農協理事会、駒ケ根博物館

吉村氏 らの見学がある。昼食がすむと昼寝組、蜂追い組、周辺探訪組にお

おむね分れるようになる。探訪組の行動範囲は広 く、初めは神坂神社、園

原川辺 どまりであったが、その うちに言木や暮自の瀧、神坂神社のずっと

上まで、はては暮自の瀧の上へ足 を延ばす始末。山岳 を眺めて古の東山道

の往還 を想い、園原川の転石に地殻の岩脈を想像 し、足元の植物 を愛で、

時にはマタタビを求めて川辺をさまよった。「梅 さ」 (熊谷梅太郎 さん)は

庭木や古木集めの名人で、ワラで編んだ「 しょいこ」へ入れて家路につ く

日が多かった。今村正次調査員は元校長先生。植物 に精通 しておられ、脊

地の赤茶けた「イタ ドリ」の株を採ってすてきな鉢植をつ くり、「 トリカ 需木残欠を悲しむ

ブ ト」 を家の庭へ移 し、庭園に風情を増 したとお聞きした。竹村調査員は「キリギリス」取 りの名手で、

ネギをつけた竹干 を要心深 く草群へ さし込み、根気よく虫のとびつ くまで草原の中で立 き続けている。下

界にない静寂につつまれて、園原渓谷は秋の気配をただよわせ始めた。

9月 1日  AH・ 163064付 近は黒土の下で、地山の砂質の黄褐色土の上に、茶褐色土からなる土師器の
包含層が、かなり良い状態で残っているらしい。 102号 テラス付近でこの茶褐色土に似た層の中に石製
模造品や、土師器が包含 されていたことからして期待がもたれる。 (後 に 6号土渡になる)
9月 3日  A区 64列付近に溝状の落 ち込みがあり、底は石敷状 になるらしい。 (後 に 1号路址 と命名する)
203号 竪穴の清掃、写真撮 りをする。 B164の砂質褐色土から、繊維 を含み、条痕地文の上へ沈線で区
画をし、その間を刺突文で埋める鵜ケ島台式に比定される深鉢土器が発見 される。杉の本平では最初の縄

文早期の土器に、 B区担当の遮那調査員張 り切る。 B区排土が多くなったので、工事用道路側へ土どめ柵
をめぐらすことにする。

9月 4日  A区 昨日確認 された石敷状の配石を追 う。 AE一 A163-65範 囲に広がっており、配石の上面
からは中世陶器片が多く、配石中には灰釉片が多くなるらしい。 B H61に 炭層を確認 し今村主任大よろこ

び、土師片が多い。 B H56で 耕土の下に砂質の褐色土を掘 り込む溝状の落 ち込みがあり、茶褐色の履土中

に土師片が比較的多い。 (後 に 2号路址 と命名する)午前10時頃、県文化課の文化財担当指導主事桐原案内

で、東京国立博物館の亀井正道氏、諏訪考古学研究所宮坂光昭氏、中央道調査 団諏訪班 と、丸山調査主任見

学に来る。亀井氏は「下伊那史」 を分担執筆 し、また昭和43年神坂峠調査の時には、文化庁に居 られ、指

導視察 されたこともあり、祭祀遺跡 に関する研究者 として知 られている。峠ヘー同登 る。智里西小学校職

員の見学があった。

9月 5日  降雨のため、遺物整理 と、飯田市教委矢亀教育長他事務局 0農林課職員の現場見学の予定があ
ったので、雨の中を現場へ向 う。調査員一同斜坑の切羽まで入れてもらい、見学する。
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9月 6日  朝 から降雨のため、宿舎で遺物整理 と現場巡検。午後雨が上がったので、戸沢廻 りで神坂峠ヘ

向 う。開さくされたばかりの峰越林道は雨水で路面荒れていて、 ハ ンドルを取 る片桐調査員は真剣。 峠
の発掘地点は荒れ、また不心得者もいるらしく、新 しい掘 り

返 しもある。万全な保護文寸策を願いながら、峠を下る。早 く

も山項は秋の気配濃 く、「 ドーダン」の下葉 に紅が さ してぃ

る。

9月 7日  A区 1号路址敷石の計測 に入る。石の数が多く、
2組の計測班 を当てる。 B tt G 53-56に断面 U字状の凹みが

確認 される。須恵の高罫片検出する。

B H63で 炭層の広がりを追 う。付近一帯を広げる必要があり

排土始める。

9月 8日  A区 1号路址石敷の計測 を引続 き行 う。BG・ B H53-56付近の凹みは溝状 に東へ連続すること
がわかり、 2号路址 と命名する。土師・須恵片が比較的多く含まれている。

9月 lo日  降雨のため、宿舎で遺物整理。

9月 1:日  A区 1号路址の平面計測 を終 え、レベル測量を行 う。 2・ 3号竪穴、 2号テラス北で確認 され
た 2号集石址の計測 をする。 B H62-64の炭層追求のためグリットを掘 り下げる。 B H63暗褐色土で鉄鏃

が発見される。毎 日、中日、信毎記者取材。中央道調査団市沢調査員 と同学の原君見学。

9月 12日  A区 1号路址東側 に溝状の凹みあり、掘 り下げる。 (後 に 2号溝址 とする)
B区 2号路址を追 う。東方へ延びるが、10mほ どで切 られるらしい。炭層面は 2枚 になるらしい。前回の

炭層との関係は判然としない。 2号土渡確認する。遺構の数がふえてきたので、 6段の本田址 と畑址から

なる杉の本平遺跡の東半分を、旧水田面などを中心にして、a・ b・ c rd面 に分けて整理することにし、

Y区よりA区 にかけてa面、 A区 をb面、c面 に、また B区をd面 と区分する。

9月 13日  遺物整理。

9月 14日  1号 路址、 2号溝址付近の調査。d面 2号路址付近の排土。d面 2号土渡の計測。炭層を追う
ために、d面北側の旧墓地の排土を始める。新 しい骨が出る。南無阿弥陀仏合掌。

9月 i5日  b面 1号路址 ea面 2号溝址付近の清掃。d面 2号路址付近の排土、砂質褐色土 (場所によっ
て多少異 るが、耕土を I層、黒色土をⅡ層、褐色ぽいものはⅢ層として統一することにする)で あるⅢ層

より須恵広口壺の大片発見する。d面 2号土墳と炭層断面の計測。休 日であったが、見学予定が多かった

.の で作業行 う。下伊那考古学会、下伊那教育会考古学委員会の見学と調査協力があり、午後神坂神社上か

ら、わる沢上まで山路の踏査をする。地元の小林先生先達で、

神坂ネ申社ゴヒ傾jか ら柚道にとりつ き、尾根 をたどり、熊笹 をか

き分け大ナギ付近で登山道 と合する道筋 を登 りつめ、わる沢

で牧牛の尻を追い、鞍部の水溜付近一帯の遺物採集をする。

神坂神社す ぐ上と、わる沢上の鞍部の 2箇所で後者は灰釉片、

前者でいま常滑の壺底部片を採集する。東山道の峠路伊那側に

ついては、すでに市村成人先生などによって考定されている

神坂峠項のたたずまい

網掛峠から望む神坂峠と園原渓谷
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通 りである。つまり峠東麓を峠一千本立一わる沢―神坂神社―園原のコースと、峠一沢道 (園原川沿い )

一神坂神社―園原の道筋 など大 きくは二筋が想定 されている。今回の我々の踏査は前者の尾根通 りは、一

本ではなく、何本かの筋道があり、わる沢から神坂神社ないしは園原まで下るのに、す くなくとも 2本以

上の道筋 を予測 させることがで きることがわかった。神坂神社からみるとゴヒ狽Jを 走 る稜線で、「鐙」を拾っ

、た話が地元にあることも聞いた。地形や遺物採集地点などを更に検討すれば、予測 された古道の姿がより

明瞭になoて いくと思 う。この作業こそ地元の研究者がたんねんに、是非ともやらねばいけないことだと

思 う。調査会伊那事務所の自石・田中さんの見学もあった。

9月 17日  a・ b面 にかかる 1号路址、 2号溝址付近の地形測量。コンターは地形をで きるだけ細部にわ

たり観察するために、20cm間隔で落すことにする。c面 に配石状のものがあり、灰釉・土師片などが認め

られることから、路址になる可能性大 きい。 (後 に 3号路址になる)d面 2号路址付近の掘 り下げ。d面

炭層面の掘 り下げと断面図作製。公団飯田工事々務所庶務課長見学あり

9月 18日  1号 路址、 2号溝址付近の地形測量 と平面測量。

c面配石付近の掘 り下げと配石の清掃、d面 2号路址付近一帯の

拡張排土、旧墓地付近の排土。教育事務所々長会の視察あり、県

教委庶務課長、伊那教育事務所長、飯田教育事務所総務課長、同

文化財担当主事さんその他の方々見える。公団佐藤工事長案内で

斜坑内を見学される。ヘルメット、長グツ姿で工事長さんの説明

にうなづかれている。

9月 19日  1号 路址、 2号溝址付近の計測終了。c面配石は 3号路址 と命名する。配石の計測 と付近の拡

張 を始めるが、東がす ぐ工事用道路 になっているので、作業がはかどらない。

d面 2号土墳の清掃、計測、付近の地層断面図作製する。d面で鉄斧・鉄鏃発見する。

9月 20日  3号 路址配石の計測 と、断面調査、 1号路址 と全 く形状は似ており、断面 U字状 を呈 し、底面

は礫 まじりの褐色土がかたく締 り、また赤褐色の酸化鉄の沈澱層が認められる。配石北東側は、旧水田の

石垣土手のために欠きとられている。d面 2号路址付近と、炭層付近の排土。前回調査にも特別に地質指

導を受けた天竜中学の松島信幸氏に来てもらい、地質について指導を受ける。

9月 21日  3号 路址西端の裁割 と、断面図作製。路面は複数面あったことがわかる。今までに確認 された

ものは、常滑の大甕片 を出す中世路面と、土師・灰釉片を出す平安時代の路面がある。d面では、2号 路

址南側の排土、炭層付近の断面図作製。

9月 22日 降雨のため、宿舎で遺物整理。現場で作製する図面類が増 してきたので、整理する。

9月 25日  3号 路址付近の掘 り下げ。北側に須恵・山茶椀片が多く発見される。露呈 された部分の地形沢j

量を始める。 2号路址南側で縄文後期の土器片を含む竪穴状の落ち込みがある。床面はやや軟弱であるが

柱穴 などもあり、住居址 らしい。 (後 に 1号住居址 とする)調査区最上段のd面北隅で 4号路址を確認 し、

計測準備をする。今まで路址 と命名 したもの 4本を数 えることになる。これで共通 していることは、断面

が U字状 になること、底面はかたく締っており、酸化鉄沈澱層がうす く入 り込み、その上に配石状 に礫が

並ぶこと。その礫間や礫面上に土師・須恵・灰釉・山茶椀か山皿・常滑・古瀬戸など陶片が散乱する状態

が観察 されることである。 9月 15日 の山路踏査の折 り、現在の山道の表面は、礫 が敷 きつめられたように

斜坑の中
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道巾を確保 し、降雨時には流砂がその上を覆い、またそこが普通は凹地になるため側面からの比較的大型

の転石があり、落葉が最上面を覆 うのが認められた。これに照応すると、 4本の路址 としたものは、まさ

にその面に含まれる遺物の時期の道路址 として捉 えられるものであることがわかる。どの道筋が東山道で

あるということではなく、神坂神社東麓斜面には、降雨その他による路面の荒廃が絶 えずあり、そのため

に何本かの道筋があってもよいことになる。今回調査の目玉 になると思 う。

9月 26日  c面 3号路址東側の敷石の洗い出 し、計測準備。

d面 1号住居址の確認、掘 り下げと計測 をする。定角式磨石斧 と横刃器、土器片が含まれており、縄文後

期に比定 される。前回は平安時代のもの 2軒、今回で 3軒 になった。 204号 路址付近の地形測量 をする。
4号路址上方で敷石の下に黒褐色土があり、それに含まれて縄文中期のや 小ゝ形の深鉢型土器が単独で発

見された。

9月 27日  c面 3号路址上方の敷石計測、断面図作 り、最下部面のレベル測量 をする。 3号路址北側調査

の必要と、 工事用道路敷下の調査のため 、道路 になっていた所の排土を鹿島建設にしてもらうことにな

っており、合わせて下段 a面南端ヘテントを移動する。大きなダンプで排土するので、テントヘ転石があ

り、テントの囲 リヘ土留めや、転石防ぎ柵を急拠作 る。夕方駒場で調査会飯田事務所長・同課長・同主任

同主事・阿智教委教育長・同主事 さんらと調査打合わせ会をする。

9月 28日  工事用道路の排土、新 しい道路の掘削のため、作業員は休みにし、調査員は見廻 りと遺物整理。

飯田労働基準監督署職員の見学あり。

9月 29日  旧道路面の排土。c面 の排土終了箇所ヘグリット設定をする。

10月 1日  b ec面 の工事用道路面の下になっていた付近の埋土が深いので、ユ ンボーで排土する。かな

りの量の埋土があるので、ュ ンボー作動 203日 間を計画する。ユンボーで排土 してみると、 3号路址西

方の、地山と思われていだ褐色砂質土は、田地造成時の埋土

であることがわかった。 d面 4号路 llL付近のマ青掃。 2号路址

西方を地山まで排土する。きょうは阿智村の村民運動会。

作業員のオジさんオバさん達 も子や孫 と一処 に出場 とかで、

出席者わずか。公団名古屋建設局の佐治氏視察あり。

lo月 2日  c・ b面 のユ ンボー排土後の掘 り下げ。 3号路址

の東方範囲を追 う。 3号路址 には支道があるらしく、西端す

こし下に黒褐色

ユンボーによる排土        土の落 ち込みが

溝状 に連続 しており、この黒褐色土に自然釉のかかった、須

恵の広口壺片が散乱 しており、また北側の斜面にも常滑片を

比較的多く出す箇所があり、別の路址が予測 される。 (後 に

1号路址の延長部であることがわかった6)き ようもユ ンボ

ー 1日 動 く。重機特有の重々しいウナリ声を立てている。 N

HK女性手帳取材班の取 1材 があり、県考古学会長藤森先生奥

さん同伴で視察 にこられる。馬匹の道東山道に、古代信濃の

ユンボーによる排土

路址の傍に立たれた藤森先生
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展開を結びつけられてから久しい先生が、NHK女性手帳では、望郷、郷愁、憧れ、哀しみ、喜び、等々

人の本来持ち続ける喜怒哀楽を、古代信濃という情況のもとで東山路を通じて語り続けるという企画であ

るという。放映日が待ち通 しが。 (lo月 17日 に放映あり)先生は健康を害されており、かいがいしぃ奥:き

んの脇添えでく露呈された路面に見入っておちれた。 (12月 19日 急逝さるの報は、悲しかった。先生が下
′

伊那の調査現場へ来られた最後になってしまった。)公団名古屋建設局佐治氏、恵那山 トンネル飯田方工

事々務所庶務課長さん視察あり。

lo月 3日  c Ob面の 3号路址の広がりを追 う。 3号路址は東方へかなり連積するこ、とと、これ 1手平行し

て、 1号路址が東から西へ連続するらしいことがわかった。 3号路址付近の地形測量を始める。

きょうもユンボー動き、終 日騒音が響いていた。

lo月 4日  3号路址付近のグリット拡張掘り下げ、 4号路址付近の排土、炭層下面の清掃。 4号土装の北

側で石製模造品の円板 1点検出する。辰野で主任会。

lo月 5日  3号路址付近一帯の掘り下げと、 1号路址に連続すると思われる北側の落ち込みを追う6既調

査の 1号路址西端が、ユンボー排土があって確認できないこととt旧水田造成時にすでに削ら,れた面の中

へ入 り込むらしいことから、北狽1の落ち込みとの関連がなかなか捉えられない。上面に常滑・山茶椀片が

下面では土師 0灰釉片が多い。 4号路址の清掃と炭層面の追求を続行する。

10月 6日  3号路址東方の敷石面清掃と、これに平行する路址を 5号路址と仮称 し (後 に 1号路址と改め

る)敷石面の清掃をする。1号路址面端部の洗い出しに力を注ぐ。d面 |キ炭層2範囲の洗い出し,と 、その

中に含まれる焼土群の調査。炭層より石製模造品の円板 1点発見 される。

10月 8日  d面 炭層 2内の焼土群の調査 と炭層範囲及び出土遺物の計測。c Ob面 3号路址セクションベ

ル トの清掃 と、上面敷石の計測。 5号路址上面の清掃6炭層付
1近
から石製模造品剣型 1点発見する。

l号路址西端の追求。                             t

lo月 9日  c Ob面 305号路址付近の清掃。3号路址南狽」で溝状址を確認し掘り下げ、清掃する。

10305号 路址の接近する東側一帯の掘 り下 |デをし、それぞれの連続の有無を確認 したいのだが、はっ

きりしたことはつかめない。 1号路址西端がつかめれば解決は早いのだがod面炭層 2付近の掘 り下げを

する。

lo月 11日  5号 路址で北側 に枝分れする暗面が確認 され、 6号路址 と名付 ける。 (後 に整理 して 5号路社

とする)30506号 路址付近一帯の清掃 と記録写真撮 り。 1号路址西端がやつと確認 される。この結果

1号路址 と 5号路址が連続するために、両方を 1号路址、旧 5号路址から分岐する 6号路址を 5号路址 と

し、 3号路址の東方 |ま 2号溝址に連続すると考えられることから、 2号溝址は 3号路址で統一することに

する。結局この斜面には 2本のほぼ平行する路面が東西に走らていたことになる。公団恵那山 トンネル飯

田方工事々務所庶務課長視察。                                t

秋色濃い園原渓谷は最近一層静けさを増 し、赤 トンボの翅の力も弱まってきたように見える。時計が 3時

半を廻 ると、南側の山稜の影が遺跡の上を覆 って しまい、ヒンヤリとした冷気が背中を襲 うよう
になった。

日だまりが貴くなる頃になって昼食後のテント前広場は、竹 トンボ作りが肇んにならた。毎日根気よく竹

細工をする。出来上がると最長滞空時間は我が竹 トンボが、と互に競い合う。最年少の小平君の作品はテ

ント前からテントの屋根を越え、_裏の草むらへ落ちて行え不明になり、これを優勝とする。
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lo月 12日  10306号 路址 04号溝址付近一帯の地形測量と、敷石計測のために新らたにグリット打ち
ちをする。 4m方眼にピンを打った。d面炭層、 4号路址付近の清掃をする。県出納次長・同文化課々長

補佐・飯田教育事務所々長・同主事さんの視察があった。

10月 13日  降雨のため、宿合で遺物整理 をする。注記作業は

肩がこる。それに10月 の降雨はすでに寒 く、太田さんが石油

ス トーブを入れて くださり、たすかる。

lo月 15日  調査 も念々おおづめ、面の広がりとすれば―一番広

げた 103号 路址付近一帯の、c Ob面地形測量 を始める。

平板 にかがみ込み、アリダー ドをのぞく者、箱尺をかかえ、

メージャを張 る者、レベルをのぞく者 と、最低 3人 がかかり

っきりで配置 につ く。他 に断面図づ くりや、敷石の計浪jに か

かる者など、主任以下調査員の大半が計測作業に入 り、他では北側斜面の君荷畑ヘグリットを入れる。飯

田教育事務所総務課長・同主任
|・
同主事・阿智教委教育長・同社会教育課長・ 同主事 さん視察 。作業終了後

月見堂で名物わらじ五平をちょうだいする。伊那谷の五平餅 には二種あり、山間部で主 として作 られるの

が、わらじ五平。桧材を板状 にはいで くしをつ くり、それヘオニギリ大のご飯 (こ れはあらかじめ鉄釜で

炊いた飯を、釜の中で招 こぎで くしへつけられる程度に粘 るまでつぶ しておく)を つけ、 くしは両膝では

さんで固定 し、ご飯を両手で くしへぴたぴたとはりつける。堅
:炭
をよくおこしてから、焼 き、季節に応 じ

て、サンショー、クル ミ、ゴマ、ネギ、その他香気のあるものを混 じたミソで付 け焼 きをする。形状がワ

ラジや、ゾーリに似ていることから、ワラジ五平の称がある。一 くしへはご飯茶椀へ 2杯分はついている。

昔から五平五合といい、五合分は 1回 に平 らげて一人前だと聞いた。園原のオバさん達 |ま握力が強いのか、

一 くしはかなり食がでがあった。

10月 16日  10305号 路址・ 4号溝址付近一帯の地形測量

と、 105号 路址面の敷石の計源jo d面の旧墓地から東方に

向 う、傾斜の強い 7号路址を確認 し、掘 り下げをする。 
｀

公団ではきょうは斜坑貫通の祝儀があり、名古屋建設局その

他から多勢の関係者が式に参列 し、貫通を祝っている。夜も

昼もない トンネル内の、 しかも危険を絶 えず伴 う工事に関係

される方々の苦労は大変だと、坑内見学の折 りに話 し合った

が、きょうの喜びはひとしおと推察 した。飯田教育事務所々

長さん。日下部新一先生案内役で、高森町伊谷公民館長さん

酒井分館長さん引卒の高森町老人クラブ。駒ケ根博物館吉村学芸員 ら案内で、駒ケ根郷土史研究会の見学

があったりして、いつもは静かな杉の本平もきょうばかりは賑わしい。気ぜわしい秋 日が暮れた。

lo月 i7日  降雨のため、宿舎で整理作業。週末までを調査期間としてあるので、現場の計測作業の残 り分

が気がかりであるが、雨には勝てない。太田さんにス トーブを入れてもらい、大広間で注記や遺物の分類

作業をする。 NHK女 性手帳放映で、神坂峠とその東麓一帯というよりは、東山道信濃口を素材にした、

藤森先生のお話がテレビにのる日だ。放映時間の来るのがもどかしく、何回も時間をたしかめ合 う。降雨

古代路址を踏みじめる

園原のわらじ五平
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で現場作業の遅進は気になるが、テレビで話の間かれるのは天

の助け、スイッチを入れる。鋭い観察者の眼 と学問的な成果を

踏まえた先生独特の、熱を帯びた口調が、映像を鮮明にしてい

く。東山道の置かれた古代の事情や、恵那山一帯の荒振る山神

へのおそれや祈 りが、どんなかたちで峠路を往 き帰 した人々の

態度にあらわれたのかというような具合で、神坂峠を登 り下 り

した人々 (東国へ移動する軍団に属 した人、防人に微発 されて

西国へおもむこうとする人、租税を運ぶ人、器を結ぶ逓夫、は

て は浮浪 人 等 々)の、それぞれが置かれた立場 に立って、そ

の人々のその時々の気持や、感情を代弁する先生の口調は、若々しかった。 (先生が熱を注がれた峠路関

連遺跡を調査 した今、我々はつたなくとも持てる力の全てを投入 し、正確 な記録を報告書にまとめて、泉

下の先生に棒げたいと思っている。)テ レビの画面が現場風景に及ぶと戸沢の熊谷みかえさんの顔が大写

しになった。―同手を打って喜ぶ。

lo月 18日  1・ 3・ 5号路址、 4号溝址付近一帯の計測。

d面炭層付近 と 7号路址の清掃 と計測準備。

lo月 :9日  10305号 路址、 4号溝址付近一帯の平板・レベル測量本 日終 了。 7号路址の計測了。d面

地層セクション取 りをすませ、現場作業全行程を消化 した。調査会顧問一志先生視察に来 られる。阿智す寸

教委教育長・同主事 さん同道 される。

松本からの遠路をいとわず、御指導に来て くださった先生 は

東山道研究で学位を受けられた権威者。露呈 された路址面や

それの置かれている地形面などを、丹念に観察 され、路址 と

考えてよいだろうというお話をいただいて、一同安堵する。

後、お茶を飲みながら、古代東山道 (路 )や、騨のようすな

どについて、かなり具体的な御指導をいただく。古代におけ

る官道の持つ役柄、官道に付属する瞬の性格、瞬夫の仕事、

畔の置かれる位置や規模、それに他で確認 されている古代路

址のようすなど、長時間にわたる。すでに終った時、テント

の外は日がかげっていた。明日で園原渓谷ともお別れ、晴天 を祈って帰路につ く。

lo月 20日  朝の園原には霧が立ち込めたが、やがて碧空が透ってすがすがしい。資材整理をして器材を一

部は飯田へ、遺物 などは、牛山畝雄 さんのマイクロバスで伊那作業場へ運搬する。遺物の出土量が前回ほ

どでなかったことから、遺物はす くなくて、 運搬 もたいしたことはなかろうとタカをくっていたが、 60

余日にわたる調査をすませ た今、自動車へ積む段 になるとかなりの量になったのには驚いた。

宿舎公民館の大広間を何回も往復 して整理箱 を運ぶ。60余 日間の調査のことが目に浮ぶ。人情こまやかな

阿智村の作業員の方々のこと、静かな渓谷のたたずまい、厳然とした山腹に立 ちむかうトンネルエ事。な

によりも、初めて確認することのできた古代の道路跡の連 らなりは、確実に峠へ向って延びていた。古代

東山道を調査 したという充足感 と、報告書まとめの責任の重 さが頭をかすめる。

NHK女性手帳出演の藤森先生

一志先生のお話に耳を傾けた
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2)発掘調査協力者

7月 25日 から10月 20日 まで 、盛夏から降霜までの60余 日間。発掘調査 に協力いただいた方々は、ほとんど

が地元阿智村の方々で、46年度の斜坑広場 その 1調査で顔 なじみの方々が多かった。バィクゃ自動車で 3、

40分 かけて出張 って くる方、または尾根 を越 え、渓谷を伝って戸沢や濃間から、耕 うん機で朝仕事を終 え

てから現場へ乗込む園原の方、飯田方面から乗姿 もさわやかにオートバイ1で かけっけてくれる人など、この

伊那谷西端の谷間は、調査参加者で賑わった。傾斜の強い調査区のため、作業は困難をきわめたが、作業

員の方々の頑張 りで調査は順調。予定通 り消化で きたのは一重に参加いただいた方々の協力によるものと

感謝 している。参加協力の作業員の方々は次の通 りである。 (五十音順 )

下伊那阿智村 (園原)井上 こぎく 大蔵 りえ 熊谷成美 熊谷与四郎 熊谷マサエ 熊谷チエ

熊谷里美 熊谷繁人 熊谷やよい 熊谷加津美 渋谷幸美  (濃 間)熊谷かずよ

熊谷梅大部 熊谷進 熊谷音市 水上秋太郎 (戸沢 )熊谷ひさ江 貞ヨ谷みかえ 渋谷ちふみ

渋谷志乃 原マサエ (駒場 )井原佐吉 牛山畝雄 牛山はつゑ 関芳夫 林考一

水上和夫 (中関)熊谷善弘 (横川 )ガ 林ヽ昭治 (伍和 )井原一夫

飯田市   飯島洋一 市瀬晋也 片山徹 塩沢元広 関島康直 吉沢堅治 北原 しげ子

松川町   御堂島正 宮沢康秀 熊谷市 田口英次

3。 発 掘 調査 の方法

中央道用地内の発掘調査は、工事によって破壊 される遺跡内工事区を、工事着工前に記録保存 を目的と

した緊急発掘調査である。従って用地内にどのような時期のどんな遺構 と遺物を残 しているかをさぐり、

それを報告書にまとめることを目的とする。そのため、この発掘調査は用地内に限定 される。

杉の本平遺跡は、 トンネル斜坑口前の広場 にかかり、工事が二回にわかれるために、遺跡西側の第一期工

事地域を A、 東側の第二期工事地域をBと し、遺跡記号を SOA(杉 の本平遺跡 A地域 )、 SOB(杉 の

本平遺跡 B地域 )と 区別 している。用地内の基点 T-12-13-1、 T-12-13-2を 結び、それの延長を
50ラ インの基線 とし、 2m間隔の基準方眼でグリットを設定 した。調査区東から西に向って Y・ A・ B区

とし、横軸 に38-79、 縦軸 に Y tt T― Y(A ttA一 Y、 B tt A-0ま でがとれた。 しかし全体が階段状の

耕地、宅地、墓地 などに造成 されているため、調査進行上階段状の面をもとにして、後 には、YT― AD

までをa面 、 AE― AMま でをb面、 AN― AYま でをc面、それ以上をd面 として区分 して、造成面と

グリット両方を組み遺構、遺物を整理 した。「 S O Ba Y V63」 とは、杉の本平遺跡 B地域調査区最下段

の田で、 Y V63グ リットということになる。調査はグリット掘 りで さぐりを入れ、遺構 に当たると周辺を

拡張する方法を基本 としたが、c面 は工事用道路跡であったので一部重機で排土 した。なおこまかな調査

方法については「長野県中央道埋蔵文化財発掘調査指針」 に基づ き、また発掘調査中のようすについて、

「調査週報」 を発行 し、「調査記録」「住居址カー ド」「調査 日誌」で諸記録をとった。

-27下

(宮沢 )



´

II

1

園原地区の概況

自 然 的 背 景

1)園 原の地形 0地質

ア 地形・地質のあらまし

園原は、阿智 村 智 里 西 地 域 のほぼ中央部に位置 している。智里西地域は、阿知川上流の本谷り|1流域に

あたる。本谷川流域は、最高峰の恵那山 (2190)と 富士見台 (1720)・ 南沢山 (1587)な どが西側の分水

嶺 となり、分水嶺か ら東側へ、本谷川・園原川・横川川などの沢 とな り東へ流れ、これらの水は、園原部

落の下ですべてが合流し、本谷川となってさらに東へ流れ、夜鳥山(1319)・ 網推卜山 (1133)と の間を通 り

ぬけた後、黒川 と合 して阿知川となる。第 2図 (1)に 、本谷川流域の概略図を示 した。

本谷川流域の地質は、領家帯に属する花間岩類 と、濃飛火砕岩類 (濃飛流紋岩類 )と によって占められ

ている。 また、わずかながら古世層起源のホルンフェルスも存在する。濃飛火砕岩類は、砂岩・泥岩のホ

ルンフェルス、流紋岩質溶結凝灰岩・角礫岩などか らなり、それに花商斑岩を伴っている。これら濃飛火砕

岩類の分布域は、恵那山・富士見台・南沢山などの山頂部に広 く分布 し、本谷川上流・園原川上流・横川

川上流までおよんでいる。花間岩類は、おもに 2種類の岩体に区別される。それは、伊那川花商岩 と清内

路花商岩 という呼名がつけられている。恵那山 トンネル地質調査報告書によると、伊那川花商岩のことも

天竜峡花商岩 1清内路花同岩を夜鳥山花同岩 としてあるが、前者の場合はまちがった呼名であるし、後者

の場合は、一般に認められている岩体名を使用 した方がよいので、伊那川及び清内路花同岩 と呼ぶ。横川

川マ園原一本谷一弓ノ又沢を連ねる一直線状の谷は、清内路断層 と呼ぶ顕著な断層に支配された谷である。

この清内路断層より東側の部分・夜鳥山・網掛山・三階峰にかけての一帯に露出しているのが、清内路花

商岩である。岩相は、中粒黒雲母花商岩を主 としてお り、岩相変化がほとんど認められない均質の岩体で

ある。周囲の花間岩に対 しては、貫入関係が認められる。横川川上流一園原川上流―京平―赤ナギを結ぶ

位置に、神坂断層 と呼ぶ大 ,き な断層が存在する。前記の清内路断層 とこの神坂断層 との間に分布するのが、

伊那川花商岩である。レ清内路花商岩には貫入されてお り、 濃飛火砕岩類に対しては貫入している。岩相は

粗粒角閃石黒雲母花岡閃緑岩を主 としてお り、岩相変化はおお く、片麻状を呈する部分が害J合に広 く、神

坂断層に近づ くと、カリ長石の斑晶が目立つ斑状の花商閃緑岩 となっている。以上のように、智里西地域

の地質は、ほぼ南北に走る顕著な 2つ の断層を境界 として、 3つの地質区に分けられる。この地質区は、

西から東に向って、濃飛火砕岩類の地域・伊那川花商岩の地域・清内路花商岩の地域 という順序になって

いる。この位置についてはt第 2図 (1)の 智里西地域の概略図に示 してある。基盤地質・基盤岩類につ

いてみるとつ ぎのとお りである。
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イ 基盤について

0 基盤地質の概要

阿知川上流地域、とくに、智里西地域の基盤の地質を、園原を中心にして紹介 したい。基盤地質の項は、

自然的背景の中でも、一番難解な分野であろう。けれども、すべての自然現象の基礎 となるもので、その

意味で、これをはじめに記述 しておかなければならない。

本地域の基盤岩類は、第 1表のように総括される。

第 1表  智里西地域の基盤岩類総括表

地 質  時 代 名 称 山石 本目

新生代   第二紀 玄 武 岩 質 の 岩 脈 粗粒玄武岩

中

生

代

後

期

亜

紀

領
家
帯
の
後
濃
飛
花
商
岩
類

岩脈状の花商岩小岩体 細粒黒雲母花 商岩

清 内路花 商岩 中粒黒雲母花商岩

伊那川花 商岩 粗粒角閃石黒雲母花商閃緑岩

変輝緑岩 (捕獲岩小岩体 ) 細粒石英閃緑岩

と
そ
れ
に
伴
う
火
成
岩
類

濃
飛
火
砕
岩
類

（流
紋
岩
類
）

花商斑 台 花商閃緑斑岩

ホ

ル

ン

フ

ェ

ル

ス

と

な

っ
て

い

る

後
濃
飛
花
商
岩
類
に
よ
り

南沢山溶結凝灰岩層
やや珪長石、斑晶質、流紋岩
質、溶結凝灰岩

富士見台溶結凝灰岩層
本質レンズに富む、やや苦鉄
質の流紋岩質溶結凝灰岩

恵那山溶結凝灰岩層
斑品質、優白色、珪長石、流
紋岩質溶結凝灰岩

角礫岩層 黒色泥質角礫岩

戸沢層 (泥岩 0砂岩など)
泥岩・砂岩・凝灰岩・凝灰角
礫岩

古生代  後 期
古生層ホルンフェルス

(領家帯の変成岩類 )

黒雲母 ホル ンフェルス～

菫青石黒雲母 ホル ンフェルス

これらのうち、主要な分布を示す ものは、濃飛火砕岩類 (と くに溶結凝灰岩 )・ 伊那川花同岩 l清内路

花商岩の 3者である。 3者の分布状態については、第 2図 (1)に 示 してある 。他の岩類は、いづれも、

ごくガヽ岩体 として露出するにす ぎない。
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④  古生層ホルンフェルス

古世層起源のホルンフェルスは、主 として次の 2つの産出状態を示す。

① 伊那川花間岩中に含まれる小岩体で、広 く領家変成岩 と呼ばれるもの。

② 神坂断層に近 く、濃飛火砕岩類中に、断層ではさみこまれている小岩体。

A 伊那川花商岩中のホルンフェルス

園原一追分間の林道に沿っては、千代 ノ沢の屈曲部前後に露出する。園原川では、斜坑 日付近の暮 白沢

合流′点付近に露出する。暮 白沢は、園原川 と合流するとき滝を形成 しているが、この滝の部分は全部ホル

ンフェルスである (写28)。 なお、暮 白沢に沿っては、その下流部分がホルンフェルスである。その他の小

さい沢沿いでも、伊那川花間岩中に巾 2～ 3メ ー トル前後のガヽ岩体 として捕獲岩状にはさまれている。た

だし、長平沢断層より西側にかけては、あまり見 られな くなる。これは、岩質の不均質から起こる剪断破

壊によるもの と考える。

ホル ンフェルスの大部分は、源岩が粘板岩であるところの黒雲母ホルンフェルスである。細粒で、時に

は弱い片理 をもち、新鮮な面では、黒雲母特有の黒褐色光沢が著 しい。暮白沢の滝の部分 とか、その付近

には、源岩がチャー トないし砂岩であるところの非常に珪質なホルンフェルスである。これが、滝を形成

したともいえる。縞状チャー ト特有の縞状構造を示す部分がおおい。粘板岩に由来するホルンフェルスの

鉱物組合せは、①黒雲母ホルンフェルス・②菫青石黒雲母ホルンフェルス O③白雲母黒雲母ホルンフェル

スなどである。ホルンフェルスの一般走向は、 N40° Eである。

｀B 濃飛火砕岩類中の古生層

恵那山頂上付近から石灰岩を産 し、かつてこの石灰岩を高野谷入口までおろし、釜で焼いて生石灰を生

産 したことがある。今で も、釜あとがはっきり残っている。このような石灰岩は、古世層のものでく濃飛

火砕岩類の基盤をなす岩石であるが、現在は、ところどころにおいて、濃飛火砕岩類中に断層ではさみこ

まれた小岩塊 として露出する。園原川においても、追分一神坂峠間において、チャー トの小岩塊が見出さ

れる。このような古世層の小岩塊は、石灰岩やチャー トならば、岩相によって、周囲の濃飛の地層 と区別

でき得るが、粘板岩の場合は非常にむずかしい。

また、伊那川花間岩の西端に くっついて露出する古世層が、赤薙に広 く露出する6ホル ンフェルス化 を受

けて赤 く風化 し、赤ナギの名称がでたり、アンチモニー鉱の鉱脈を伴っている。なお、この鉱山は、かつ

て戸沢鉱山として稼行されたことがあり、鉱石はベルチェ鉱 ((Fe Sb2 S4)で ある。

101 濃飛火砕岩類 (濃飛流紋岩類 )

本地域を最初に地質調査 した石井清彦 :7万 5千分の 1地質図幅「恵那山」および同説明書によれば、

恵那山から富士見台にかけて広 く分布する酸1生珪質岩類に対し、石英斑岩 という名称で記載されている。

しかしその後、半深成岩であるべ き石英斑岩が、その岩体の下底の境界線が、等高線にほぼ平行 している

ことなどか らして、マグマが地表に溢流 してできたものではなかろうか というような疑間が出されていた。
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(た とえば、鳥山武雄・竹下寿による阿知川流域に関する砂防地質調査報告 01960)。 本地域の西隣 りを、

広 く調査 していた地質調査所の “石器斑岩地質図幅グループ"は 、1961年、 “石器斑岩 "に 対 し、濃飛流

紋岩類 と命名 し、その岩体の大部分が、溶結凝灰岩であるという画期的な成果を発表した。 (河田清雄ほ

か :中央アルプスとその西域の地質・その 2、 濃飛流紋岩類 )

智里西地域の濃飛流紋岩類は、その山頂部 (恵那山一富士見台―南沢山)に、広 く流紋岩質の溶結凝灰

岩 を露出させ るが、一方、神坂断層に接する部分において、泥岩・砂岩・凝灰質砂岩・凝灰角礫岩・角礫

岩などの砕暦岩が顕著であるので、当地域の特性 を強調する意味で濃飛火砕岩類 と呼んでいる。

A 園原周辺の “濃飛 "に ついて

“濃飛"の主体は、流紋岩質の溶結凝灰岩である。富士見台・神坂山・園原川上流部に、これらが広 く

成層 して露出する。これら溶結凝灰岩の下部に水底堆積物であるところの泥岩・礫岩・凝灰岩・凝灰角礫

岩が見 られる。また、溶結凝灰岩の墳出と関係 し、それを貫いて、花商斑岩が岩脈状に貫入している。神

坂峠付近に露出し、神坂断層 と並行するい くつかの断層群 と、花商斑岩の方向や場所が一致 している。

溶結凝灰岩 とはどういう岩石であるか簡単にふれてお く。

① 全般的に強 く溶結 した凝灰岩である。

火山活動によって大量に拠出され、堆積 した凝灰岩を主 とする火砕流堆積物は、水底に堆積 したのでな

ければ、温度が急激に冷去日しないため、火山ガラスどうしが溶け、ゆ着する現象がおこり得る。これを

“溶結 "と 呼ぶ。再溶融した岩片どうしでは、荷重のため、孔隙が消失 し、ガラスの塑性変形がおこなわれ、

岩片や、軽石片などをレンス状にとりかこむように、流理状構造が発達 して くる。

② 様々な火山砕暦物の集まりである。

溶結凝灰岩を構成 している物は、
｀
火山ガラス・結晶破片・軽石破片・岩石片などである。ガラス破片や

結晶破片は、結晶を含んだマグマが、激 しい火山爆発により、細か く粉砕されて拠出されたことを物語る。

それ らの拠出物が、厚 く積み重なって溶結凝灰岩 となったものである。

③ 溶結凝灰岩は全面的に熱変成作用を受けている。

当地域の溶結凝灰岩層の厚さは、確実には1000メ ー トルを越え、推定では2000メ ー トル と考えられる。

その全域にわたって、伊那川花商岩の貫入をうけ、熱変成作用によって、ホルンフェルスとなっている。

そのため、石英・長石・黒雲母・角閃石・ざくろ石・菫青石・紅柱石などが晶出している。このように、

強 くホルンフェルス化 していることによって、従来、溶結凝灰岩を火成岩 (た とえば石英斑岩 )と 、誤認

する原因となったのである。

B 戸沢層

戸沢層の模式地は、本谷に沿 う林道の営林署の小屋付近より、1400メ ー トル付近までの道路沿いに好露

出する。園原川においては、追分より園原川に沿い、神坂山の稜線 と、さらに黒川川上流 ドウ ト沢にかけ

て分布 している。かつて、戸沢層は、古生層に入れられていた。 (石井清彦 :7万 5千分の 1地質図恵那

山,19270日 本道路公団 :恵那 トンネル地質説明書、1967)、 しか し、溶結凝灰岩層 と整合的に重なって

いるところが、各所で観察されることから、溶結凝灰岩の基底をなす堆積物であることが判然 とする。主
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として、泥岩・砂岩・凝灰岩からなる湖沼堆積物であり、全体が200メ ー トルの厚 さはある。伊那川花商

岩 と接する園原川の川底では、各所で、花同岩に貫入されている。NW― SE方向の走向を主 とし、、30°

くらい北に傾斜する。全体が強 くホルンフェルス化 している。

C 角礫岩層

古 くから、 園`原の礫石″ として知 られていた。黒色を特徴 と'す る礫石で、本谷川へでている転石 を採

集 していくことが多かった。この礫岩層は、園原川上流に広 く分布 し、戸沢層 と溶結凝灰岩 との間に入っ

て くる。厚い部分では50メ ー トルに達する。神坂山の方では消滅 してしまう。礫は、古生層の砂岩や粘板

岩を主 とし、さらに戸沢層の岩石 も入 り、平均径 5～ 10セ ンチメー トル、最大径50セ ンチメTト ルの角礫

である。これらを充唄するものは、石英・長石などの結晶破片と黒色の泥質物である。

D 恵那山溶結凝灰岩層

溶結凝灰岩層は、広大な分布 を示 し、全層厚3000メ ー トルといわれる厚 さをもっているものであるが、

これらは数回以上におよぶ火山活動の積み重ねの結果であって、全体が連続 した噴出物ではない。その間

は火山活動の休止期があった りして、い くつかの火砕流堆積物の集合である。
・ひとつひとつの活動は、岩

に特徴的な溶結凝灰岩を堆積 してお り、その岩相 を識EIJす ることにより、数回の大 きな活動単位 を区分 し

ている。当地域において、最初の大 きな活動 として厚 く分ポする溶結凝灰岩が、恵那山溶結凝灰岩である。

恵那山頂から、その北側に広 く分布 し、神坂峠付近 まで広がっている。恵那山方面 で 500メ ー トル、園原

川上流で100メ ー トルの厚 さ と推定される。岩相上の特徴は、石英・長石の大形斑晶 (径 3～ 5 mm)が大

半を占める極めて粗粒な溶結凝灰岩であり、そのため、自っぼ く、珪長質に富んでいる。軽石片などの本

質レンズは比較的少ない。

E 富士見台溶結凝灰岩層

神坂峠付近から、富士見台山頂にかけて、黒川流域の1620三角点峯 まで広 く分布する。恵那山溶結凝灰

岩層の上に重なる岩層である。従って、当地域における大規模な火山活動の 2回 目の堆積物にあたる。厚

さは500メ ー トル以上 と推定される。岩相は、黒雲母・角閃石などの苦鉄質鉱物が多いため、全体に黒っ

ぼい感 じを呈 し、斑晶が小さく (径 2～ 3 mm)、 少量で、かつ、本質レンズ (軽石 )や ,石質岩片を普遍的

に含んでいる。横川川最上流の南沢山山頂部には、南沢山溶結凝灰岩層 とされる 3回 目の大規模な噴出物

がみられる。

F 花間斑岩

濃飛流紋岩類の活動にともなって、連続 して活動 したと思われる選入岩がある。一般に花商斑岩 として

大別 しているもので、大小の岩株・岩脈 として分布 している。これもまわ りの溶結凝灰岩 と共に、花同岩

質入による熱変成作用を強 く受けている。本谷川上流部で、戸沢層および恵那山溶結凝灰岩層を貫いて、

大 きな岩体が露出してお り、その延長部が、園原川上流、神坂峠付近において、数本の小岩体に分岐 して

みられる。岩相は、おもに花商閃緑斑岩で、大 きいカリ長石の斑晶が特に日立つ。一般に、暗灰色の石基

一-32-一



中に自形の石英・斜長石・カリ長石・黒雲母 0角 閃石などの斑品を多量に含む。斜長石やカリ長石の斑晶

の中には、長径 2～ 3 cmが多い。熱変成 を受けて、多量の黒雲母・角閃石など生 じている場合、青緑色 、

または暗赤紫色を呈する。小岩体は分岐 している部分の岩相は石英斑岩に移化する。

0 変輝緑岩類

伊那川花商岩に含まれる小岩体で、 1～ 2メ ー トル内外のものを主 としている。清内路方面には、数百

メニ トルに達する大 きな岩体 もあるが、園原周辺に見 られるものは小岩体のみである。清内路花同岩中に

はあまり見出されない。産状は、岩脈状・レンズ状・岩床状など呈 し、そのほとんどは、捕獲岩のような

産状を示す。岩相は、細粒の角閃石・黒雲母・石英閃緑岩である。

② 伊那川花商岩

神坂断層 と清内路断層 との間に分布する粗粒の花商岩ないし花商閃緑岩で、園原川では、園原部落より

追分の間に分希 している。伊那川花商岩は、領家帯に広 く分布する花商岩の代表で、木曽山脈のほとんど

を占めている。空木岳 より南は、本曽谷から伊那谷にかけ広域に露出してお り、本地域か らさらに南へ連

続 している。

園原地域の伊那川花商岩は、比較的岩相の差が目立つ。これを次の 2項に分けて説明する。

A 粗粒角閃石黒雲母花商閃緑岩 B 粗粒斑状角閃石黒雲母花同閃緑岩

A 粗粒角閃石黒雲母花商閃緑岩

おもに神坂神社から園原までの東側半分に見 られる岩相である。灰白色粗粒の角閃石黒雲母花商閃緑岩

を主体 としているが、場所によつては、優白色粗粒黒雲母花商岩の部分 も見られる。片状構造は一般には

認めに くいが、場所によつては、弱い片状構造を呈 している。有色鉱物が集合 してフィルム状に配列 した

り、長石類をとりまいたり、クロット状を呈するのが普通で、単結晶をなすことはほとんどない。捕獲岩

状に、ホルンフェルスや変輝緑岩類を含むことが しばしばあ り、また、細粒黒雲母花同岩や、アプライ ト

質の岩脈に貫かれたことも多い。

優白色粗粒黒雲母花由岩は、東411Jの 清内路断層に近い方に割合多 くみられる。花商閃緑岩中に帯状に分

布 し、両者の移化する部分では、優白色粗粒花商岩の方が後から固結 した様相 を示 している。花岡閃緑岩

に くらべて、カリ長石がずっと多 く、黒雲母が単独 自形の結晶をし、シュリーレンやクロットを形成 しな

い。著 しい特徴 として、優 白色花同岩の部分一帯がはげしく風化 し、赤褐色を呈するに至 り、酸化帯 とし

て特徴づけられることである。この部分が、恵那山 トンネル内において、著 しい熱水性粘土帯 と下致 して

いる可能性 もあり、領家帯中では、伊那川花間岩の大 きな岩相上の特長である。         P

B 粗粒斑状角閃石黒雲母花岡閃緑岩

主 として、神坂神社から追分まで、伊那川花商岩の西側部分 を占める極めて斑晶の目立つ岩相である。

そのため、恵那山図幅や恵那 トンネル地質説明書などにおいて、それと同じ岩相の部分 を苗木一上松花岡

岩 としている場所 もあるくらいである。カリ長石が極めて粗粒で、ときに 3～ 4 cmに 達する。その卓状斑

一-331-一



晶はキャラメルを散在したように顕著になる。特に、岩体の西縁部である神坂断層付近では、花岡斑岩質

の岩相を示す。_´石英についても特徴的で、斑晶の目立つ部分では全体がアメ色を呈してくる。

② 清内路花商岩

伊那川だ間岩中に、清内路から浪合にかけて、比較的大 きな岩体 として、伊那川花同岩を貫いて分布す

る中粒黒雫母花同岩である。当地域では、清内路断層より東側の部分に分布 し、夜鳥山・網掛山・三階峰

と連な り、智里西地域 と智里東地域 を分ける山を形成 している。恵那山
'ト ンネル入回は清内路花岡岩で、

入口より560メ ー トル地点で、断層により伊那川花同岩 と接 している。

この花同岩は全般に均質で、変輝緑岩質の捕獲岩や、ホルンフェルスなどをあまり含 まない。片状構造

は、当地域では全 く認められない。場所により、角閃石 を含む花同岩閃緑岩の部分があるが、全般に中粒

黒雲母花商岩一色である。周辺部において粒度が細粒になるところも認められる。中粒均質な岩相部分で

は、黒雲母の自形単結晶が散在 し、 C軸方向に厚 く成長 した墨雲母は風化面においてその結晶を拾 うこと

ができる。このような黒雲母は蛭石 と呼ばれている。火で焼 くとC軸方向にのびる様子から名づけられた

ものである。

ltl 岩脈状の花同岩小岩体

伊那川花岡岩中に大小の岩脈状の小岩体 として分布するもので、細粒の黒雲母花間岩が多い。園原―神

坂神社間では、千代 ノ沢の屈曲音Ь付近でみられ、長平沢では1100メ ー トル付近に露出している。その岩相

から考えると、清内路花同岩に属する一連の貫入岩体 と思われる。このほか、半花商岩質ないし、微花岡

岩質の小岩脈が各所で見 られる。

lpl 玄武岩質岩脈

恵那山 トンネル内において、伊那川花商岩中より極めて塩基性の岩脈が見出された。長平沢においてそ

の露頭 も確認された。一見 して、変輝緑岩類 とまちがえ易いが、変輝緑岩類のように変性を受けてはいな

ぃ。幅 2メ ー トル前後の岩脈で、その境 目はシャープである。これと同じような塩基性岩脈 を他地域に求

めると、浪合一根羽方面の各所で発見される。さらに、愛知県設楽方面に分布の中心があり、第二紀鮮新

世の瀬戸内系火山活動に伴って貫入した玄武岩～安山岩類 と一連のものであろう。

ウ 断層と谷の発達

切 断層 と水系 との関係   
｀

基盤地質の項において、主要な岩体分布が清内路断層 と神坂断層 とによって規定されていることを述べ

た。地形の概要 と、水系の分布 を見ても、上記の断層は大 きく影響を与えている。従って、水系図と断層

分布図とがたがいに関連 している。このことは、現在の地形が形成されて くる過程において、断層が深 く

関係 していることにほかならない。その関係 とは、断層の歴史的観点からみて、 2つの段階にわけて追求

することができる。
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①  主要断層は、現在の地形の発達より前から存在 してお り、基盤の分布 と密接に関係 してできているb

②  主要断層は、現在の地形の発達に際し、再活動 してお り、地形の発達に支配的要因 となっている。

また、現在の地形の形成に伴って発生 した新 しい断層 も多い。

① と水系 との関係は次のようになる。

広い断層ほ ど幅広い破砕帯を伴いやす く、断層付近の基盤が脆弱 となっているらそこに強 く差別浸食が

働いて、いわゆる断層線谷ができやすい。

② と水系 との関係は、さらに復雑にな りやすい。

地形の形成には、山地の上昇運動が支配的に働いている。上昇運動に際しては、基盤がブロック化 し、

そのブロックをブロックとの境界には①の断層が再活動 しやすい。さらに、上昇運動に伴 って、古い断層

線以外の場所に新 しい断層が発生 し、さらにブロック化がすすむであろう:そ ういう断層に沿っては、河

川勾配の遷急点をつ くりやすい。また横ずれを伴 って動けば、河川の屈曲をつ くりやすい。

以上のような見方から、当地域のおもな断層について記述する。

④ 清内路断層

清内路断層は、木曾谷断層群の延長にあたり、木曾谷か ら清内路峠を通過 して阿知川流域に入ることが

ら、「清内路断層」 と命名されている。清内路峠か ら南下 し、横川部落をとお り、横川川に沿って園原に

至る。園原か ら本谷をとお り、弓ノ又沢―野山沢に沿い浪合村の蘭平に続 く。さらにその延長は、治部坂

峠を経て根羽 まで続 く長大な断層である。

智里西地域では、清内路断層によって、伊那川花商岩 と清内路花商岩 とが分けられている。つ まり、両

層に対 し、園原断層および園原東 1断層・東 2断層・東 3断層・西1断層・西 2断層などと命名 している 。

これらは、同 じくらいの粘土帯をもつ断層群 で、ほぼ同じ規模のため、見かけ上では、どれが主断層かき

められない。地質的に見れば、 2つ の花商岩体の境界をなす断層 とを主断層と判断できる。 そして主断層か

ら派生 した副断層や、主断層 と並走する断層群の集合が清内路断層である。

清内路断層によって現在の水系が大きく支配されている。横川川 (横川―園原間 )、 本谷川 (園原一本

谷間 )・ 弓ノ又沢などが断層線谷を形成し、智里西地域において最 も広 く開けた谷が開折され、そこに、

横川・園原・本谷・向などの主要集落が存在 している。

36年の梅雨前線によ、る集中豪雨の際には、夜鳥山の横川川に面する斜面など、清内路断層群に沿って、

著 しく崩壊が発生 した(写 12)。  断層に沿 う部分の花商岩の深層風化が進み、それに伴って、崩壊が発生

しやす くなっている。弓ノ又沢のほうでも同じようである。

清内路断層 を南へ延長 していくと、根羽をこえ、愛知県の津具に至る。津具は、設楽第 3紀層堆積盆地

の北端にあたる。この設楽第 3紀堆積盆地には、南北方向に近い断層が瀬戸内系火山帯 と一致 して発生 し

たか も知れない。つまり、両者 とも領家帯の隆起部にあたるか も知れない。

lpl 神坂断層

園原川上流、とくに追分付近で大きな破砕帯を露出させている神坂断層は、古 くから注 目され、神坂断

層 と命ヽ名されてお り、ヽ現在は恵那山 トンネル掘肖J上か ら大変重要視 されている。この断層は、園原川上流部
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で見 られるように、幅広い断層破砕帯が特徴で、このため、この破砕帯が水系や地形に強 く影響 している。

横川上流か ら神坂山の北側へはいる1ド ウ ト沢に破砕、帯が観察され、神坂山の鞍部を越えて園原川に出、沢

沿いに追分まで連がる。園原川 と本谷川 との間の尾根上には、実に見事な断層地形を保存 してお り、これ

が京平である。この地形を航空写真でみると、いかに神坂断層が顕著な破砕帯を伴っているか と納得させ

られる。本谷川か ら南への延長は、北北東一南南西べ少 し向きを変え、赤ナギヘ続 くものと観察される。

本谷川以南では、急激に破砕帯が消滅 してしまうようである。■部は、御池をとお り中津川の上流黒井沢

へつながるものと思われる。以上のように、神坂断層は、その中央部で大きな破砕帯を伴 うが、その延長

距離は大 きくない。このことは、この断層の成生に起因する問題 と思 う。

神坂断層はどのように発生 をしたか考察 してみたい。現在、神坂断層を境にして東側に伊那川花同岩、西

側に濃飛火砕岩類 となっている。ただし、両者が常に断層関係で接するというのではない。大 きな破砕帯

は濃飛火砕岩類の方に存在 しているし、断層付近|で、各所において伊那川花同岩が濃飛火砕岩類 を貫いて

いる。つまり、伊那川花同岩はほぼ神坂断層に沿 うところまで選入していることになる。断層の東側にも

濃飛火砕岩類の小岩体が見られる部分 もあり、そのまわ りは伊那川花同岩でとりかこまれている。いずれ

にしても神坂断層付近で濃飛の火砕岩類の堆積 した限界が存在 し、また伊那川花同岩の分布範囲も神坂断

層の影響 を受けている。さらに注目したいのは、神坂断層に沿って基盤の古生層がブロック状に顔 を出し

ていることである。どれも小岩体であるが、断層にとりかこまれて、クサビ状に古生層がはさまれている。

これら基盤のでかたと濃飛火砕岩類の構造から考えられることは、濃飛の酸性火山活動がはじまったとき、

基盤に大 きな陥没構造が生 じ、そこを埋めるように濃飛が堆積 したと思 う。その陥没構造をつ くった断層

の一部が神坂断層のはじめの姿であろうと考えている。濃飛の火山活動が活発になる前に、大規模な陥没

が生 じ、そこの凹地に湖ができ、そこへ戸沢層が堆積 したものであろう。

現在の神坂断層は、断層より西側に厚い濃飛の溶結凝灰岩層が見 られるところから、火砕岩類が堆積 し

た後か らも断層が大きく動 き、西側の方がおち込んでいることを物語っている。この動 きが伊那川花同岩

の選入時期 をどう関係するか重要であると思う6

19 神坂神社断層および長平沢断層

恵那山 トンネルの地質調査や、 トンネルエ事中に命名された断層群である。伊那川花商岩中に見 られ、

清内路断層 と神坂断層 との間にできた断層であり、その走向もほぼ前記 2断層 と同方向である。地形図を

見ても、神坂神社付近から千代ノ沢にかけて、地形上明瞭な断層地形を示 してお り、その地形 を北側の長

平沢方面や、南側の暮自の滝方面へ追跡することができる。

これらの断層は、花商岩を切って生 じた新 しい断層である。現在の山地を形成するときに伴ってできた

断層である。そのため、尾根上ではケルンコルンやケルンバ ットを形成してお り、谷底では遷急点を形成

している。恵那山 トンネル内においては、この種の断層に伴って異状湧水をおこした例があるように、断

層面がしっか りしてお り、その断層粘土帯に沿って地下水が動 きやす くなっているので出水をおこすこと

となる。また、尾根上では、この断層線上の窪地に地下水が湧きでて小さい池をつ くりやすい。園原部落

の裏手にもそんな池が認められる。この付近の谷沿いを歩 くと、遷急点を形成 し、そこには滝を形するこ

とが、非常に多い。
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工 集落および交通路の発達と自然条件

阿知川の上流は、本谷川 と黒川とに分かれる。智里西地域は本谷川流域にある。この地域に、横川・

園原・本谷 0外濃間・向・戸沢などの集落が発達 している。今回、中央道恵那山 トンネル坑口にあた った

横川渡の集落は、自然条件 というより、智里地域の中央部にあたるという交通上の条件のために新 しく開

けた集落であった。つまり、古 くか ら開けていた集落は、横川渡のような、谷底の氾濫原には発達 してい

ない。谷底の氾濫原に集落ができるようになったのは、近年、自動車交通路の発達により、交通上の要所

になってか らのことにちがいない。古い時代にさかのぼるほど、それらの時代の交通路は、谷沿いをさけ

山腹や峠をつな ぐ、上 り下が りの多い曲 りくねった道であった。一番の特徴は、自然災害にかかわ りの少

ない安全な地形を選んでいることである。このようなことから、山あいの集落は、谷をさけ、山腹に開け

た段丘状の平坦地に発達 している。園原を始め とし、智里西の集落は、いずれも、旧河床によって形成さ

れた段丘面 を利用 し発達 している。戸沢部落だけは例外で、本谷川の氾濫原に発達 している。

阿知川上流流域に発達する集落の立地条件 を調べてみると、段丘を利用 して開けている場合が圧倒的に

おお く見られる。園原もその 1例に過 ぎない。特に黒川流域の清内路村の場合、黒り||や小黒川に沿って、

奥深 くまで出作 り集落が見られる。おお くの場合、谷底か ら一番比高の小さい低位段丘に中心集落ができ、

そこから山腹斜面を高 く上った高位段丘を利用 して、出作 り集落ができている。最高位の高位段丘は、谷

底か ら比高 200メ ー トルも高処に残存している。■れら山腹にみられる斜面が、河岸段丘である というこ

とは、高位面の中から、円礫よりなる旧河床礫をのせているものが見出れるためである。

オ 富士見台高原 一一 平坦面の発達 と河川の争奪
~

富士見台一帯は1400～ 1700メ ー トルにかけ、高原性の平坦面が広 く発達 している。この平坦面は北方に

続き、南沢山周辺にも広 く分布 している。南へ も同高度の平坦面が追跡でき、浪合の大川入山一帯、平谷

のタカネー帯、さらに蛇峠山山頂部など、各所に高位平坦面が残存 している。恵那山山頂部 (写13)は 、

この平坦面 よりさらに高 く2100メ ー トル以上の高位平坦面を温存 している。現在の谷は、これら平坦面を

300～ 400メ ー トル浸食してお り、富士見台周辺においては、平坦面 と谷の浸食斜面 とがなす傾斜変換点が

明瞭に追跡できる。いいかえてみると、現在の谷をつくる旺盛な浸食力がまだ全域にいきわたらず、山頂

部には古い時代の小起伏面が温存されて、高位平坦面となっている。

もし、現在活発に浸食されている山麓の傾斜交換点より下の部分を全部埋めたてたとするならば、平坦

面の上を河川が流れていたころの古い地形面を復元してみることができる。そうすることによって、次に

記すような大変興味ある事実一一河川の争奪――に気がつ くのである。

富士見台の東側の平坦面上を流れていた旧河川は、園原の方へ流れず、そのまま南へ流れ、京平の旧河

川跡へ流れ込む。その旧河谷は、戸沢・本谷方面へ屈曲せず、南東方向に向きを変え、本谷川―弓ノ又沢

中間の尾根上にある1296三角点付近の平坦面を通 り、そのまま南流して、恩田川上流の蘭平へと流れたであ

ろう。これは、恩田川が、本谷川によって著しく力 シヽトされ、その上流部を争奪されてしまったことを意
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味するものである。

恩田川が著 しく争奪されたらしいという事実は、恩田川に分布する礫の種類か ら言える事柄である。そ

の礫 というのは、恩由川か ら濃飛礫 を発見することである。蘭平付近で最初に濃飛火砕岩類に属する礫岩

の大礫を発見 したのがきっかけで、一帯 を注意 してみると)蘭平セ本谷 との分水嶺 まで、この濃飛礫 を追跡

できた。さらに、恩田川から浪合川を和知野まで下ってみると、至るところの河床で濃飛礫が発見される。

現在、浪合川流域において、濃飛火砕岩類の分布が知 られていない以上、この濃飛礫の起源を求めるに

は、次の 2つのことしか考えられない。

①  は、前述 したように恩田川の争奪である。争奪 される前には、恩田川は富士見台・恵那山方面の水
を集めて浪合川となっていたにちがいない。そのとき、_L流か ら濃飛礫をたえず運んでいたことになる。

②  は、かって、恩田大川入山周辺に広 く濃飛礫が分布 していたと考えてもよい。現在は花商岩のみで
あるが、この花同岩の上に、ルTフペンダン トとして、濃飛火砕岩類が分布 していたか も知れない。 もし
ルーフとするならば、現在でも、わずかながら、濃飛が残存して分布 していてもよいわけである。しか し、

残存 した濃飛ルーフが発見できないので、恩田川争奪の方をより重要視するわけである。争奪説の方が平

坦面の説明ともよくマッチするか らである。

では、いうごろまで、富士見台の水は浪合方面へ流れていたのか検討 してみる。和合において、現河床 よ

り150メ ニ トル高い山腹に分布する旧河床礫 をみると、濃飛の細礫～申礫 を比較的多く含んでいる。このこ

とは、平坦面 を現在の川が浸食している量 とから考えられる時間差にほぼ上致 している。旧河床礫の比高

と、本谷川の浸食量 とを考え合わせ、本谷川の現河床が200～ 300メ ー トル前後高かったころの時代―浸食

量か ら推定すると10万年以上前下には、富士見台の水は恩田川へ流れていたと考えられる。

力 園原の段丘について (写 1)

園原の部落は、本谷川の車流である園原川ヵ 形ゞ成した段丘上に発達 した集落である。この園原の段丘は、

阿智村智里西地域では、一番広い面を発達 させてお り、また、段丘地形が典型的にみら
ら
れる場所でもある。

園原の段丘は、上下 2段に発達をみせ、上の段丘を園原段丘 I、 下の段丘を園原段丘Ⅱとする6千代 ノ沢
から神坂神社にかけて、園原段丘Ⅲの発達がみられる (第 2表参照一次頁 )。 杉の木平遺跡は、園原段丘

Ⅲ上の崖錐性堆積物中にある。                          ノ

園原の段丘は、園原川による浸食作用の結果できあがってきたものであるから、そのでき方から、富士見

台をつ くる山地の上昇過程が推定できる。

段丘 I(a)は 、段丘面が 2段に分かれている。これと大山洞合流点の830メ ー トル丘陵とが一致 して
お り、清内路断層による影響が考えられる。段丘 Iと Ⅱは、現河床 よりその勾配がゆるく、段丘形成後の

山地側の上昇 を示 している3段丘Ⅲは、現河床 より勾配が急である。これは、千代ノ沢付近より上流側で

神坂神社断層や、長平沢断層などの活動が、比較的後になっていることに関係する。つまり、現河床のみ

られる遷急点や、山腹斜面に見られる傾斜変換点の位置などと一致 してお り、山地の上昇が、千代ノ沢合

流点より上流において、現在まで活発であることを意味している。
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(第 2表 ) 園原の段丘

段 丘 区 分
一
分 布 区 域 段丘面の高 さ 士ヒ 澤彗 堆 積 物

新

世

園原段 丘Ⅲ 神坂神社前=朝 日松 915´-960 20-→30
巨礫 を含む亜角礫～亜円礫

最大の厚 さ15五

園原段丘 Ⅱ 園原部落下段 790´-835 40-'30
亜円礫を主とする大礫を含む

礫層。層厚15～ 18m

更
　
新
　
世

園原段丘 I

(b)園 原部落上段 0月 見堂
より奥

880-9oo

80-→ 60

表層部は火山灰質粘土が混入

中円礫 を主 とする礫層で、 く

さり礫が多い。層厚10～ 13m(a)園 原部落上段 ・月見堂
よ り手前

80o´-850

キ 杉の木平遺跡についての地質学的考察

171 杉 の本平遺跡付近の地形 (図 203写 5)

杉 の木平遺跡のある面は、段丘状に発達 した崖錐面である。この崖錐面は下流側へ続いて園原段丘ⅡⅢ

に連続する面にあたる(第 2図 20園原の段丘分布図・第 3図 1杉 の木遺跡周辺の地形説明図 )。

第 3図 2の断面図に記 したように、崖錐面をつ くるデブ リ状の崖錐性砂礫層は、厚さ25メ ー トル以上

に達する。亜角礫 を主 とする砂礫層には、最大径 3メ ー トルの角礫 を混在する。これらのデブ リ堆積物の

表層をおおった崖錐の中に杉の木平遺跡が うめられている。

崖錐面は、園原段丘Ⅲに連続するところか ら、この面の形成は園原段丘Ⅲと同 じになるであろう。 A―

A断 面に示される礫より、B― B′ 断面に見 られる礫の方が、礫径が小さくなったり、亜円礫が多くなっ

ている。さらに、 C一 C′ 断面 の礫は、全部亜円礫で、段丘礫層であることを示 してお り、崖錐性礫層を

混えていない。 B― B′が、崖錐性礫層 と、河床礫層 とを両方混 じえている。

これら、杉の木平遺跡をのせ る段丘面および崖錐面の形成に関しては、段丘の項で記しておいたとお

りである。新 しい断層運動を伴 う山地の上昇部が、この部分にあたるものと思われる。

9)杉 の木平遺跡の断面 (図 3、 写 7)

EOD地 区発掘中の観察断面図を第 3図、 3に示す。遺物の産出状態は、調査の項 で説明を受ける。発

掘した最下層は第 1黒土帯 (第 4層 )ま でである。これより下層は、礫 まじりの砂層で、遺物を見つけて

いない。第 1黒土帯の 成は、 正面の崖錐状堆積物の堆積 した後の休止期にあたる。この面上からは、土

帥器・須恵器 を産出した り、炭出物 (人工 )がおお くでていた。               |

正面をうめて、Ⅱ面をつ くる砂層の堆積――礫まじりの崖錐性砂層一一があ り、Ⅱ面形成後、第 2黒土
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帯をつ くる休止期が くる。途中、 I′面のわづかばか りの休止期 をはさむ。第 2黒土帯 (第 3層 C)か らは

土 ll・T末期国分期の遺物を産する。ほかに灰釉陶器片も混在する。

Ⅱ面形成後、Ⅲ面形成に至るあいだ、断続的に砂の押 し出しがあり、Ⅲ面形成まで崖錐性の堆積が続 く。

Ⅲ面形成後 は大量の砂の押し出しはない。ⅡI面上には第 3黒色土帯 (第 2層 )の堆積が続 く。

以上、 I面～Ⅲ面まで、順次崖錐性堆積が積み重なっている様子が、発掘によって明らかになり、砂が

大量に押 し出す ときは、堆積が急におこなわれ、休止期には、黒土帯の形成がおこなわれてきた。これら

の様子を模式的に示 したのが第 3図 4である。 しか し、 このような砂の押 し出しと堆積は、平面図形 と

してはt舌状 を呈するのであるから、休止期 というのは、崖錐面全体が静穏な時期であったか どうかは大

変疑間である。おそらく、ある場所が休止期にあたるとき、その隣 り合った場所に激しく砂が押 し出して

いたにち力れ なヽいだろう。 (松島 )

参考文献

1929 石井清彦 :7万 5千分の 1地質図幅「恵那山」および同地質設明書、地質調査所

1958 山田直利・村山正郎 :5万分の 1地質図幅「妻籠」および同地質説明書、地質調査所

1960 鳥山武雄 :長野県下伊那郡阿知川流域に関する砂防地質学的考察、信州大学教育学部紀要

1961 片田正人・河田清雄 0坂本亨・山田直利・儀見博 :20万分の 1地質図幅「飯田」、地質調査

所

1961 河田清雄・山田直利・儀見博・村山正郎・片田正人 :中央アルプスとその西域の地質その 2

地球科学、第54号

1963 山田哲雄 :伊那の花同岩、長野県の地学Ⅲ

1965 竹下寿 :中生代火山岩類 と領家帯の山 (山 を地検する一 S― )、 地学研究、第16巻 、第 7号
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1971 恵那山 トンネル地質設明書 (第 2版 )、 日本道路公団名古屋支社
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1972 松島信幸 :10万分の 1下伊那地質図、下伊那誌編纂会

2)園原の気候

ア 智里西小学校の気象観測値

園原の気象数値を知る直接のデータを手に入れることができなかった。そのため、ここに智里西小学校

で測定した数値を、「下伊那の気象」 (1965)に よってあげておく。ただし、智里西小学校の数値は
観測回数が少いため累年の平均というには価値があまり高くない。よらて、園原と標高もあまり差がな、く

ともに木曽山脈中にある浪合と、清内路 (村役場)での観測数値を「飯田気象41年報」 (1966)よ り転載し
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ておく。飯田の数値は、

一 智里西・浪合・

「下伊那の気象」によつたものである。

清内路・飯田の気象数値表 一

毎日最高気温の平均 毎日最低気温の平均 最高最低気温の平均 降 水 量 総 計 風力の平均

智 浪 清 飯 智 浪 清 飯 智 浪 清 飯 智 浪 清 飯 智 飯

1月

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

431

3。 6

8。 0

17。 9

18。 8

22。 1

26.3

27.8

25。 7

19。 0

13。 6

8.6

3。 5

3。 4

7.0

13.5

19。 0

22.3

26。 0

26.3

22。 6

17.1

11。 7

6.3

315

4。 1

706

14。 9

19。 9

23。 0

26.8

28.2

23。 8

17.8

12。 2

6.3

6.6

8。 8

12。 8

18.8

22。 9

25。 5

29。 6

30。 7

26。 7

20。 7

15.2

9.9

-5。 5

-5.5

-2。 0

508

9.2

12。 0

17。 0

16。 9

15。 6

9。 7

1.5

-1。 4

-7。 6

-7.8

-4.5

1.8

5。 9

11。 4

15。 4

16.0

12。 5

6。 0

0。 6

-3。 7

-6。 5

-5。 7

-3.2

2。 4

7。 3

11.9

16.4

17。 1

13.6

7。 1

1。 4

-3.1

-4.6

-3。 4

-0。 0

5。 2

9。 9

14。 9

19。 4

21.4

16.5

9。 8

9。 2

-1.9

-1.4

-0。 8

4。 0

12。 4

13.2

17。 1

21。 9

22。 6

20.3

13。 7

7。 4

2.6

-2。 1

-2。 3

1。 3

7.7

12。 4

16。 7

20。 7

21。 2

17.5

11.6

6.2

1。 3

-1。 7

-1。 0

2。 1

8。 4

13.5

17.3

21。 5

22.5

18。 6

12.3

6。 6

1。 4

1。 0

2。 7

6。 4

12。 0

16。 4

20。 2

24。 7

25.6

21.5

15。 3

8。 7

3.9

56。 4

48。 2

184。 7

93。 0

336.0

533.9

153。 2

153。 8

417.3

273。 5

68。 7

93。 1

91。 8

81。 2

139.1

201。 9

167.1

249。 9

259。 5

223。 1

363。 0

198.3

134。 7

135。 0

87.8

71。 1

128。 3

178。 8

169。 0

246。 8

286。 0

193。 9

319。 4

173。 4

124。 5

100。 0

71。 0

70。 8

110。 8

152。 5

180。 9

275。 9

222。 6

218。 6

217.9

142。 7

70。 4

60.9

1。 9

1。 9

107

1.6

1。 6

1。 8

1。 5

1.4

1。 8

104

1,4

1。 8

1。 8

1。 9

2。 2

2。 3

2。 1

1.8

1。 8

1。 5

1。 4

1。 3

1。 5

1.9

酢 2244.6
｀
2007。 8 1795.0

智=智里西小学校    浪=浪合   清=清内路   飯=飯田測候所

イ 園原の気象の概要

智里西小学校は本谷にあり海抜800mで、杉の木平が1000mで あるから、園原は、智里西小学校 より 1・

ほど低温 と考 えてよい。早 く霜が来ておそ くまで雪が残っている。参考までに浪合では10月 18日 で、初霜

終 りは 5月 17日 、雪のはじめは11月 18日 で、終 りは 4月 17日 となっている。冬の寒さは酷 しく、春の訪れ

は遅いし、冷凍害のおこることも多い。夏 も、朝晩は冷涼であるが、日中の気温はかなり上ることがある。

降水量は、冬少な く夏多い表 日本型を示す。梅雨期 と秋霧期に雨量が多く、時には、河川が氾濫 し、道

路が崩れることもある。また、恵那山の麓のこの地方は、雷雨の発生地帯でも有名である。浪合の降雨 日

数は35日 となっているから、園原もこれに近いことと思われる。発掘作業中も、14日 間雨にあっている。 :

冬期には、Wの雨が卓越し雪をもたらす。

冷涼多雨な園原の気候は、生業にも飯田地方 とは異った形を示すが、
・
神坂峠を越す旅人には大きな障害

になったであろう。 日本武尊が、白い鹿 となってあらわれた山の神を殺 したため山中に迷 ったという伝承

も、あるいは、この峠の雲霧の多いことを告げているのであろうか。
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2.歴 史 的 背 景

1)園原の歴史

ア 文献にあらわれた古代の園原

「その原や、ふせやに生ふる帯本の、ありとは見えてあはぬ君かな」 坂上是則  (新古今集 )

園原の地名が、最初 に出て くる文献はこれである。坂上是則は930年 に:裂 している人で あるから、10世紀

のはじめには都の間にも園原の名は知 られていた。

しかし、園原 にごく近 く、関係の深い科野坂 (神坂峠)の ことは、これより古い文献 に出ている。それ

らをあげると次の如 くである。

「古事記」――景行天皇の条に「 日本武尊、科野の神坂にことむけ給ひて尾張 国 に還 り来 まし」 とあ

る。                 ・

「日本書記」一―景行天皇40年 に、日本武尊が信濃に入 り、「遥かに大山を径 りたまふに、既 に峰にい

たりて飢 えたまふ。山中に食すι山の神王 を苦 しめんとして白き鹿 になりて王前に立て り。王 あや しみ給

ふて一箇の蒜を以って白き鹿 に弾 きかけたまふ。即ち眼に中 りて殺 しつ:こ こに、王忽ち道を失ひて出で

む所を知 らず、時に自き狗 自ら来 りて王を導 きまつ る状有 り。狗 に随ひて出でて美濃 に出づ ることを得た

り」 とある。この古典に記す峠は、信濃 と美濃の境である神坂峠をさすものである。

「続 日本記」 に、「大宝 2年 (702)12月 、始めて美濃国岐蘇山道を開く」 とあるのはこの神坂峠が政府

の手によって改修 されたことを記すもので、それ以前より用いられていた神坂峠の道が、東山道の官道 と

なったのをあらわすものである。この頃より園原は交通上の要点 として大切な役目を果 して来た。そのこ

とは、 2回 にわたる杉の木平遺跡の発掘調査によっても十分証拠づけられている。

「万葉集」 に、天平勝宝 7年 (755)に信濃国の防人の上った歌が録せ られている。

ちはやぶる神の御坂に幣 (ぬ さ)奉 (ま つ )り 斎 (い は)ふ命は母父 (お もちち)がため   主帳埴

科郡神人部子忍男

すなわち、神坂峠の神 にぬさを奉って故郷にいる両親の幸を祈った埴科郡出身の防人がおったわけであ

るが、これらの防人も園原を上って行ったのであった。防人のみでなく、信濃の庸や調を背負った人もこ

の峠を越 したのであるし、都から東国へ下 る役人等も、また東征の軍団の兵等もこの峠を越 えて園原へ下

って来たであろ:う 。

この峠道が官道であったことは「延喜式」 (927撲進 )の東山道に、美濃国大井 10、 坂本30、 信濃国阿知

30、 育良 lo、 賢錐 10と あることによって明らかである。数字は駅馬数を示す。坂本駅は、岐阜県中津り|1市

阿知駅は、長野県阿智村にあったことは確実である6こ の両駅にのみ駅馬が30匹なのは、この中間に神坂

峠があったためにほかならない。この峠が、難所であったことは、弘仁 6年 (815)に 最澄 がこの峠を越

えたとき、非常に苦心 したことから、美濃 に広済院、信濃に広抵院を置いた「叡山大師伝」 に記 されてい
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るし、「延喜式」に駅 `馬の飼株が記 されているが、平路では,馬一匹につ き

45東 とあることによってもわかる:ま た、「 日本後記」によれば延暦18年

を長 く免 じたとある。それも、道路 が険難であるためとされている。

8東なのに、坂本と阿知のみは、

(799)に は、阿知駅の駅子の調庸

道は険しくはあっても、東山道であるから多くの官人等が通り、この峠に関した地名は、都人にも次第
に知れたのであろう。東国からの貢馬もすべてこの峠を越えたことは、病気になった馬を伊那郡に留めた
ことが、「本朝世紀」天慶 4年 (941)の 記事によってもゃかるし、「今青物語」の信濃守藤原陳忠が、神坂峠
で落馬した物語によっても理解できる。

「凌雲集」には、信濃を渉る坂山今継の詩ぶのっており、「源氏物語」には、需本の巻がある。平安 0

鎌倉・南北朝の頃の和歌には、需木、園原、伏屋、本賊山、御坂、風越などがうたわれている。これらは

寒際この峠を越えた人の実感もあるであろうが、歌枕として都人に知られていたのも原因であろう。とに

かく、園原は、これらの人が通過 したり、または想見の地であったといえる。

イ 考古学記録から見た園原

園原の地から石器時代の遺物の出土したことを最も早 く記したものは、矢沢淳三著の「園原の独案内」

に、「これも量者の屋敷よリー際嵩き小山にて、明治20年 と5年 に多数の陶器を掘 り得しが・…・・お… (以 下

略 )」 とあるものであろう。

大正13年 (1924)に発行された「下伊那の先史及原史時代」 (′島居竜蔵 )に よれば、アイヌ厚手派遺跡と

して、サブコヤ・児の宮・菖蒲平・薬師平を、固有日本人遺跡として、神坂峠・長者屋敷をあげている。

昭和 9年 (1934)発行の「智里オナ誌」には、大山洞・サブゴャ・薬師平 0マ サゴヤ・児の宮 (朝 日松所在|

地 )・ 長者屋敷・神坂峠をあげている。

昭和42年発行の「全国遺跡地図」〈長野県〉 (文化財保護委員会編 )に は、次の遺跡が記載 されている。

3143 大山洞 (矢平)3166 長者屋敷 3167 下瀬河原 3168サ ブゴヤ 3169 薬師平
3171 勝負平 3172 児の宮 3173 杉の木平 3174 クラガリ沢 3175 神坂峠 3176 千本立
これらの遺跡群が確認されるまで、古くからの調査のほか、若い学徒による研究の成果も大きくあげら

れよう。その後、昭和42の発掘調査によらて、神坂峠項上付近から縄文土器も確認され、園原～神坂峠ル

ー トは、すでに縄文時代から用いられたことが明らかにされた。翌年の、阿智村教育委員会が主体となっ

て実施された神坂峠項上の発掘調査は、多大の成果のあったことは「神坂峠」に詳しい。

園原の調査も、これらと併行して行われたが、 2回 にわたる杉の本平遺跡の発掘調査と、周辺の分布調

査によって、さらに遺跡の数を加え、園原が、縄文時代早期からヲド 続いての居住地域であり、ま″た、古

代～中世には大切な交通路であったことを、遺物や道路)犬遺構の上からも実証された。とくに、今回の斜

坑広場その 2の発掘調査はその価値をより広く知らしめた。

ウ 中世以後の園原

杉の本平遺跡の,2回 にわたる発掘調査によって、中世の生活の場も確認され、とくに、中世陶器片が多
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量に出土したこと、更に杉の木平の水田中から発見された五輪塔は、完形ではないが火輪の如きは明らか

に室町期のものであることなどからみて、園原に人々が定住 したことは確実である。更に、中、世の和歌に

もこの地を詠じたものが多く、たとえそれが歌枕 としてでも、この地を通った人々が多くあったことを物

語るものである。

承久の変の折、東山道軍を指揮した小笠原長清 0武田信光は、園原から神坂峠を越えて行き、南北朝時

代宗良親王も、この峠を越えて西へ上 り、南朝回復のために努力したものであった。

工 江戸時代の園原

古代から中世にかけて栄えた園原 も、江戸時代 に入るや神坂峠の交通は杜絶 して しまった。これは、中

仙道が 5街道の 1つ として整備 されたこと、清内路峠や三州街道の利用が多くなったこと、大平峠の道が

大改修 されたことなどが原因であった。そしてこの地が幕府の御林山に編入 されたが、園原部落の消滅の

真の原因は尋ねようもないが、人家は全 くなくなってしまった。享保年間に、園原の佐々木久左衛門の著

した「園原末代鑑」 には次のように記 してある。この園原一帯は、江戸時代の前期には、野熊山という徳

川幕府直轄の御林山であって、人家はない。ただ、地元の小野川村はじめ昼神村・上中関村・向関村・大

鹿倉村・備中村 (すべて今 日の阿智村の中)の 6か村が、この山に入 り木を伐って年貢 として納 めていた。

すなわち、博木を納 めていたのであった。享保年間 (1716～ 1736)に なると、山へたびたび入っていた経

験のある小野川村の人達が、網掛峠を越 えて、園原地籍へ入って来て、開墾 して住みついた。他の 5か村

は、これに反対 してそれらの人達は、もとの小野川村へ移 り住むように要求 し、天領支配の飯島役所に訴

えたりした。 しかし、一度入 りこんだ人達は、なかなか聞き入れずに、飯島役所へこの地 を伐 り開いた経

過を陳述 し、年貢 を納めるからこの地へ永住 させてほしいと願い出た。その後、 しばしば願出や ら訴えを

した りしたが、元文 4年 (1739)に他の 5か村もついに小野川村の人達が、園原山に住むことを承諾 し、

絵図を作成 した。            ´

寛保 3年 (1743)に は、正式の検地が行なわれたが、その時の、「信濃国伊那郡小野川村の内曽野原新

田検地帳」 が現存 している。その うちの地名に、下瀬原 0菖蒲平・子の宮平・杉の本平・薬師平・長者屋

敷・殿島と残っているから、今 日の園原にある農耕地には、いち早 く人々が住んでいたことがわかる。そ

の時の園原の耕地は、283畝で、屋敷は 9、 作人 9と なっている。ここに、園原が100年ぶ りに復活 したも

のであった。                        |

しかし、耕地の狭い園原の人達や、隣 りの本谷の人達は山に依存 しなくては生活がで きない。遠僻の地

のため目が十分 とどかないことをよいことにして、この地方の人達は、次第に野熊山の御留山へ侵入 して

行 き、そこを開墾 したり、その山の本を伐ったりして生活するようになった。幕府から山の検分 に来ると

書面にある地名より奥地の山の中であると案内した。実際の土地 と、そのと
'き 偽ってつけた地名 との間の

土地 を部落の私有林 として、次第に御留山を奥の方へ押 しこんで しまった。このことは、時代り1頂 に絵図面

を見るとよくわかる。―― この項、主 として筒井泰蔵氏の研究による―
ニ

当時の園原の人達は、何によって生活 していたのだろうか。「伊那郷村鑑」 (寛保元年1741以前の作 )

には、園原山は、楊枝木の名産を出し、黒 もんじの「ようじ」 も作ったこと、昔、伐った桧の残った所を
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掘り出して、盆・あかしにして売ったことが記されている。すなわち、山林に依存していたことがゎかる。。

またt「中,馬一件記録集」を見ると、.宝歴12年 (1762)飯田・下伊那地方から他地域へ送った荷物の中に
山間地物産のものと考えられるものに、米地、たばこ、あく灰、柿などあげることができる。、園原の人達
も、換金作物としてこれらのものも生産 していたに違いない。

オ 明治以後の園原      |

前述のように、江戸時代には園原・本谷とも小野川村のうちであった。明治になってもこの関係はその

ままであった。明治 5年 には、筑摩県の第156小区となり、翌 6年 には、他の小区と合して第20大 区の中

となった。明治 8年には、中関・駒場・昼ネ申・大野とともに/Jヽ野り||は、阪r知村になることが命じられた。

強制的に合併させられた阿知村では不便なことが多かっ
|た
ので、間もなく、中関・駒場と分れ智里村とな

った。その後、連合村など作ったことがあったが、明治22年 (1889)新 しい町村制が実施された際に、小

野川 (園原・本谷を含む)・ 大野 (旧駒場村のうち)・ 昼神を合併して智里村となり、その後長くこの形

であったが、日召和31年 に町村合併によって、智里村は、会地オ寸・伍和村とともに現在の阿智村を形作った。

明治17年 (1884)に、園原の人達の努力によって、今まで網掛峠を越えて親村の小野川に達 していた道

のほかに、本谷川に沿って昼神に至る道路が作られた。この道が、今日駒場から園原へ通ずる主要道路と

なっているが、この工事は大事業であった。この道路開通は、さらに園原から園原川沿いに神坂峠を越え

て、本曽郡の神坂村の湯舟沢への峠路をも復活させている。この峠路が復活したことによって、駒場と中

津り|1間 を中馬が多く往復 した。園原には、荷物の間屋ができたり、旅人宿ができたり、園原の人達が中馬

を追ったりして、園原は交通集落として生き返ってきた。とくに、明治35年中央西線が中津川駅まで

'L上してきた後の10数年が、この峠が最もよく利用され、小学校の修学旅行隊もこの峠を越えて行った。「神

坂越 えて くれば、あけびの口につるべ落 しの日がのぞく」 との伊那節は、明治末期の作で、当時のこの地

方の風物をあらわしている。その後、中央西線の北上 と、大平峠を越 える道の開通によって、神坂峠越え

の道は再び衰退 していったのである。

l明治から大正にかけて、園原では水田が増加 し、養蚕業も盛大となった。一方共有林を分割 したことに

よって、各戸が私有林を持つことになり、屋根板・木炭・薪の生産が増加 した。  l

力 現在の園原

下伊那の地誌、「木曽山脈東麓地域」 (昭和41年刊 )に 、園原の生産について次のように記 されている。

『本地域は、食糧 自給に主力を置 き、零細的で低い農業生産力の農業 と収益の低い薪炭を主とする農

民の小規模生産による収入で、現金を得て来た農家経営が、ますます増大する現金の必要性のために

日雇・山仕事などの地 元での賃労働か、離村・出稼 ぎによる他村流出とか、補充 し合 う兼業経営が増

加 して来た。この現象 と相まって、音5落共有化 もしくは、その個人分割された私有林が維持 され、生

産および生活資材を供給 していることが、農業生活をますます停滞 させている。ところが、災害復旧

工事 とか、共有林用材売却とかいう現金収入の道は恒常的なものではなく、その中に吸収 されている
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農業の過剰労働的性格の濃い農民は、一時的にひっかかっているといった状態に過 ぎない。復 旧ブー

ムも終末段階になっている現在、本地域の将来はどうなるであろうか。また、中央 自動車道建設工事

とその完成 といった外部条件が、この山村の停滞的産業構造を一変させる要因となるだろうか。』と。

また集落についてはつ ぎのように述べている。

『園原川の北、旧河床面に立地 し、南面 していて日当 りはよいが、標高は高 く (平均800m以上 )、 東

方から西方に行 くほど傾斜が強 くなり (8°～18° )、 沖積地でなくなって しまう。飲料水は、枝川より井

水で部落の上部へ引水 してあり、便利である。総戸数47戸中、農家が34戸、林業 4・ 公務員 4・ 其の

他 5で あり、耕地は一戸当 り4。 5反歩 という僅少さであり、水田耕作より畑作の方が多い。農業50%、

山稼 ぎ50%の収入源は、山への依存度は高いが、最近の離村傾向の多いのは、山林資源 とその収入の

少ないことを物語っている。江戸時代からの旧家は、平坦地の比較的広いところの中央部で、旧道筋

に沿って南面する優位なところを占め、明治時代はその分家として近 くへ出、大正時代はほとんど停

滞期で、昭和の初めに山仕事で再び増加 したが、近年は減少一方で、青少年の在村する者はほとんど

見られぬ程である』 と。

これは既に数年前の記事となって しまった今 日、中央 自動車道の工事が進み恵那山 トンネルの斜坑工事

が進行 している今 日、この表現が果 して正 しいであろうか。昭和46年の調査の折 と、今回昭和48年の調査

に通った私たちの眼 に写った状況 に限れば、道路は改修 され、水道の設備は整い民家の増改築は目立つ も

のの、道行 く人は工事関係の人が殆んど、夏の盛 りであったにもかかわらず、ハイカーの姿はごく稀であ

った。発掘現場 を訪れる人がついでに神社を、登山道をといく人はいても、自然探訪の人がついでに発掘

現場へ来た人がないのは、ただ単に林道の荒廃、工事の進展のためでなく、園原の将来を暗示 しているか

の よ うに思 える。 (大沢 )
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園原をたずねて

下 園原の名勝・古石卑―

園原は古 くより歌枕 として有名であり、名勝・旧蹟・伝説地 (図 1)も 多い。それにともなぃ幾多あ碑
がたて られていて、いよいよ旅情をそそる。それらを探勝順 に記 してみる。本文中にある碑文に関係 して

いる部分は、故牧内雅博先生 (昭和48年 5月 29日 逝去 )の研究によるものであることを銘記 して、先学牧

内先生に敬意を現わしたい。

飯田市街地より南へ 12km、 国道 153号線で進むと阿智村駒場 につ く。この地方の中心商業地で、昔 の阿

知駅 もここに設けられたと考えられる。駒場市街を出て153号線 を進 むこと l kmで国道256号線 との分岐

点へ来 る。阿知川沿いに石柱 (写 15)が立っている。「右阿知神社・旧蹟園原・神能御坂道」 と刻まれて

いる。即ち園原へ行 くにはここで153号線 とわかれ国道256号線へ進まなければな らない。 この道を進む

こと l kmで 昼神部落につ く。ここに、式 内阿智神社が祀 られ (写 16)、 国道からもその杜をのぞむことが

で きる。やがて清内路から木曽に向 う256号 線 と分れて園原 0本谷へ向う道 に入 る。この園原方面へ行 く

道は、阿知川に沿って進む。

「鶴巻瀾」やがて阿知川の対岸に巌が立ち、水が淀んでいる洲がある。これが鶴巻洲であるが、道の川

に面 したところに鶴巻洲の碑 (写 18)が立っている。碑の高さ160cmで上方に四角形の額があり、鶴巻洲

の碑痴山書 と刻 まれ、その下に次の文が刻まれている。

「此対岸に見ゆる小丘の下を鶴巻洲といふ古来深 く右の方へ湾入 し川浪は旋回 して長 しへに藍碧を湛

えた りき昔園原に伏屋長者 といふ者あり或 日里 に出でて帰る時此洲の辺に鶴の下 りいるをヽ眺め懐の黄

金を投げつけたりといふ伝説ある処にして阿知川に於ける唯一の勝景上名所なり昭和十二年中央水力

株式会社が会地村駒場 に発電所を設ける為めこの水上に鎮まり座す式内阿智神社下よ里全川を悉 く随

道に取 り入れるに依 り此名所は水涸れて唯名のみに成 り果てた り弦に村人等この事を碑 に残 して後世

に伝へんと欲す則 ちその梗概 を叙:へて之を不朽 に勒せ しむと云爾」

昭和十二年十二月  衆議院議員 北原阿智之助撲 岳南大西勝次郎書」

園原に炭焼長者の伝説がある。その昔住吉神の夢の告げで京より信濃へ来た客女姫はその地の炭焼であ

る嘉藤治と夫婦になったЪ ある時嘉藤治は妻より渡 された黄金を持って駒場の町へ買物 に行 くことになっ

た。この淋は で来た嘉藤治は、鶴のいるのを見て (又は猟師が鶴 を打 とうとしている様を見て)持 ってい

た黄金 を鶴 に投 |デつけた。鶴は空高 く舞い上 り黄金は洲深 く沈んで しまった。家に戻った嘉藤治は黄金の

尊いことを妻に告げられたが、そんなものはいくらでもあると言い妻を住吉神社へ案内 した。嘉藤治が炭

を焼いた折、一窯毎に本炭の一片を神社に奉納 した。それがすべて黄金に化 していた。それより夫婦は園

原の長者 となった。源義経を奥州へ案内した金売吉次は、嘉藤治と縁の近い者であったとの伝説もある。

「河合陵」 鶴巻洲を過ぎると二つの川の合流する所にくる。右が清内路より流れ出る黒川で阿知川の本

流であり、左の川が本谷川である。その合流点にうっそうたる森 (写 17)が ある。これが式内阿智神社の

3)
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奥宮である6社伝 によれば阿智神社の祭神天表春命の御陵であると。社叢の中に苔むした巨岩があって、

大場磐雄博士は磐座 (い わくら)に違いないと言っている。市村成人先生は、この社こそ阿智神社の最初

の鎮座地であるとしている。

「夜鳥山」 道は右手が山、左手がり||の危険な所を通る。川に沿 って駒場発電所の貯水池があり、昼神

発電所の建物がある。右手の山を夜鳥山 (写 12)と いう。この山は月の名勝 として知られていて、中秋の

明月の時には、昼のように明るいので山の鳥が日中とまちがえて鳴 き出すので夜鳥山の名がついたと。こ

の崖下を通る道は明治になって開通 されたものである。、古 く土木技術の幼稚 な頃には川に沿って岩を割っ

て道を作 ることは困難であったので、多くは山の尾根道などをたどった。それで、古 くは駒場から園原ヘ

行 くには小野川を経て網掛峠を越 えたものであった6そ れで網掛峠の険によらず園原駒場間の交通路を得

たい というのは園原の人々の願いであった。園原の人々は、明治に入 り本谷川添いの道路の計画を立てし

ばしば実施 したが中途で挫折 して しまった。明治15年 に地元の人達が中心 となり郡 1下各地 より寄付を仰い

で、ようやく同17年この道が竣工 した。この道に平行 して右岸に中央 自動道が走 っている。

「恵那山 トンネル」 中央自動車道工事の一番の難所は、長野県阿智村 と岐阜県中津川を結ぶ途中にあ

る木曽山脈横断の長大 トンネルである。即ち8。 5kmの恵那山 トンネルである。その坑 口が本谷川に面 した

所に開かれている (写 1)。 そのため以前ここにあった殿島の中心部落―― ここには郵便局・農協支所 ・

バス停 などがあった一一 は全部移転 しなくてはならなくなった。今 日中央 自動道の道 と橋が大きく作 られ

網掛峠を越 え、大山洞を遅:っ て来た道は昔の姿:を全 くとどめなくなって しまった。

「横川渡」 殿島に入 る前に、 横川川が本谷川に注 ぐ。 横川川を湖れば横川部落があり、そこには智

里西小学校横川分校がある。横川渡からトンネル坑口を過 ぎて進むと右から流れ来る川がある。これが園

原川で園原の本部落は、園原川左岸の段丘面上に立地 している (写 1・ 19・ 20)。 それで園原
へ行 くには

これよりつづ ら折れの坂 を登 らなければならない。

「長者屋敷」 園原段丘の突端にあり、恵那山 トンネル坑口の直上にあたる。その昔炭焼嘉藤治が多く

の黄金を得て長者 となり、ここに屋敷を設けたと伝 えられている。その頃の庭石であったと伝 えられる巨

石や長者が池 (写21)の跡 と称する小 さい池が残っている。長者 とは富有者 という意味の外、宿駅の主 と

いう場合もある。あるいは東山道の阿知駅と何か関係があるかも知れない。ただ、長岳寺にある長者免許

状は古めかしく書かれてはいるが、江戸時代に作 られたもので信用はで きない。

「月見堂」 園原部落の中央に月見堂といわれる仏堂がある (写 22)。 薬師如来をまつ り薬師堂・瑠璃

殿/も 称せ られる。眺望の良い所で、かつて文人等
がここで木賊山から出る中秋の名月を賞 した所でもあ

る。庭前に仲正歌碑 (写 23)・ 芭蕉卓池句碑・熊谷直一翁碑・広抵院遺蹟の碑其の他があり、堂裏には平

坦地があって、安永 6年の棟木Lを もつ不動権現の祠 0文政 3年の御獄山大権現・秋葉大権現の碑・相生神

・甲子・廿三夜塔・二十二体の石仏など多くの石碑・石仏が立っていて、ここらが古 くから信仰の対象地
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であったこ,と がゎかる。

伝教大師が布教のため神坂峠を越 したが、途中の難儀を考えて、信濃側に広抵院美濃側に広済院をたて

たことは「叡山大師伝」で明であるが、その位置は必ず しも明確ではない。しかし神坂峠の行程地形より

考えるとこの月見堂の地にあったと考えるのが最も妥当と思われる。ここにある碑について記す。

○広播院遺蹟の碑 道路に面してたっている。花同岩の切石で高さ200cm、 幅72品、厚さ18.5cm。

碑表 :博教大師廣抵院遺蹟

右側面 比叡山開創一千五百年記念法会事務局。左側面 昭和十二年四月十七日建之。
碑陰 弘仁六年天台宗祖停教大師東國巡化のご御坂峠を越ゆこの坂娘難にして往還に宿無きを憂へ誓っ
イ   て廣済廣 l_Flの両院を置く此地廣抵院遺蹟なり
○仲正歌碑  境内にあり道路に面して建っている。花商岩で直径86.5cm、 円形の碑、厚さ12cm。   ブ

碑長 木賊かるそのはら山のこの間よりみか れヽいつるあきの夜の月 源仲正

碑陰 園原名所 日本杉 神禦坂 月要書卜石 帯木 駒繋桜 朝日松 金鶏跡 千代ケ沢 伏屋廼里

姿見池 長者屋敷跡 闇白滝 木賊山 月見堂 富士見台 恵那の雪 川合陵 弓俣の紅葉

網掛峠 矢平関跡 夜鳥山 将軍塚 黄金岩 鶴巻洲  |

明治三十五年八月  園原古蹟保存会  主唱者熊谷直一園原中       |

解説 源仲正 (―-1156)平安末期の歌人。生年不詳、五位にて兵庫頭であ
｀
った。かの源三位頼政の父

この歌は保延元年 (1135)中納言家成家め歌合に月を詠んだもの春、「夫木集」に載せられている。書者

は上郷町の故北原痴山翁で、若い頃のものといわれている。

○芭蕉 と卓池の句碑  月見堂の境内にある。花同岩、自然石の樟石は高さ130cm、 幅85cm、 芭蕉の句を

右に、卓池の句を左に2行 に書かれている。|

碑表 かがやきのますばかりなりけふの月 卓池 この道や行人なしに秋の暮 翁

碑陰 発願主 宗円寺十二世明誉圭布、井原九右衛門重穏号樗平

左側 1天保十二年辛コ星八月十有五日建之。

解説 卓池 (1768～ 1846)は 、愛知県三河国岡崎の俳人。本姓鶴田。享和元年 (1801)飯田に来遊 して

桜井蕉雨主催のクト諧興行に参加した後、伊那地方各所を歴訪して、文化 8年漸 く岡崎に帰ったという。弘

化 3年歿。行年79才。この句は園原にての詠といわれている。卓池の句碑はここの外、清内路にもある。

翁は松尾芭蕉 (1644～ 1694)の別称。この道やの句は元禄 7年大阪にての吟詠である。自然に仮托 して

自分の厭世的な感情を表現した句といわれているが、卓池が園原に沐て神坂越を思い、祖師芭蕉の感慨を

思って自分|の句と共に比処に遺したと考えられている。碑の発願者圭布と重穏は、́ともに伍和の人で俳人

として自他共に相許した人たちである。

○熊谷直―翁碑 月見堂の境内にあり、神石は大門石、高さ112cm、 幅100cm、 前面を磨いて上に頌徳碑と

額作りにし、その下に翁の辞世の和歌を刻ってある。

碑表 熊谷直一翁(大字)我魂は神の御坂に止 りて栄行く御代を楽 しくぞ見む。 直一、日夏歌之介書。

碑陰 熊谷直一翁は天保六年園原の里、定兵衛の長男に生れ幼にして同地薬師寺僧園浄坊について学び

1 成人と共に敬神の念厚く一生を通し園原の名所旧蹟を全國に頒め、文化を導入し公益に寄典する

こと偉大なり。その功績たるや人の世の鑑たり。大正四年八十一才にして永遠に世を去る姦に翁
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逝 きて五十年生前力を墨されたる神坂路が中央高速道 として実現の近 きを悦び神坂社氏子総代

相謀 らない広 く浄資を得て之を建つ。

昭和四十年四月  神坂社氏子中  石工花井仁逸

解説 碑面の書者 日夏歌之介は飯田市知久町の出身樋口国登のペンネーム。文学博士。早稲田大学の教
授を退 きて後、郷里飯田に静居、飯田市名誉市民 となり昭和45年逝去。碑面は当時の智里西小学校長北沢

保穂氏書と聞 く。北沢氏は豊丘村神稲笹久保の人。

「伏屋の里」 園原は古 く平安時代より伏屋の里 と呼ばれている。伏屋は伏 したような小 さい家、貧 し
い農家を連想 させる。平安の都の公家達は伏屋 という名を好んで歌に詠んでいる。 しかし、私は布施屋の

ことであると思っている。前述の広極院こそ「公私損ずることなからしめた」旅舎即ち飲食を給 した布施

屋であった。広低院― 布施屋がいつ しか伏屋 となり貧 しい里 と考えられた。

「́木賊山」 園原部落の東にあたる一帯の山を「木賊山」と総称する。古 くは本賊 を産 したのであろう。

名はよいので、歌枕 として有名である。謡曲「木賊狩」もこうした風物 を背景 として作 られたものであろう。

「駒繋の桜」 月見堂から300mばかり進むと道下にこんもりした桜の古木 (写 24)が ある。これが源義

経が奥州へ下 るとき、この桜へ馬をつないだという伝説がある桜である。この付近はマサゴヤといわれ、

石製模造品・土師器・須恵器の出土地 として知 られる。旧道 (写 26)を くだると千代の沢の土橋 がある。

「姿見の池」 旧道のかたわら新道の目の下に小さい池がある。
°
(写27)そ の昔都の在原家の娘客女姫

(又は天の姫ともいう)は、日頃信仰している住吉大明神の御神託によって、はるばる信濃へやって来て

炭焼嘉藤治を尋ね夫婦 となった。この姫は鏡がないのでこの池 に身をうつ しては身だしなみを忘れなかっ

たという。また池の傍 には川柳が生えているが、これは姫が都からついてきた杖が根着いたものであると

伝 えられている。年々この池 も小 さくなっていく。

「朝日松」 駒繋桜から旧道をたどり千代の沢を渡 る。このあたりはとくに古い面影を残 していてなつ
か́ しく、この一帯を児の宮 とよんでいる。旧道の左に松の がヽ ある。これが朝 日松である (写 29)。 その

昔園原長者が滅亡するとき、この松の根本に金の鶏を埋めた。それが毎年 1月 1日 の朝 にはこの本の下ヘ

行 くと、鶏の声が聞えると伝 えられている。また園原で一番先に朝 日がさすのはこの松である。だから朝

日の名がついたとも言われている。もとは大 きい松があったが、昭和34年 9月 の大風のため倒れて しまい

今日ではその代 りの松が次第に大 きくなった6斜坑の土捨場候補地 となった折、ここの保護が問題になっ

た。石製模造品をはじめ土師器片が非常に多く拾える所で、地形・景観から見ても、園原の史跡解明の鍵

を握 る重要な場所のひとつ として、完全に保護 したい所である。また斜坑工事のため杉の本平の旧道が煙

滅 した今日、古道の面影を残す所は、ここだけになって しまった。この松の根本に歌碑 (写30)があり、

次のごとく刻まれている。碑は花同岩の切石で高さ95cm、 幅30cm、 厚 さ13cmである6

碑表   日かけさすこのそのはらのあさ日松梢もたかし色 もめでたし  美静
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右側面 紀元二千六百年記念 昭和十五年十一月十日 神坂神社
左側面 朝 日松ガ:故アリテ伐採セラレン トスルプ憂 ヒ山本村伊坪源太郎氏が名所保存ノタメニ之 ヲ買収

シ土地六十坪 ヲ附シ神坂神社三奉献セシモノナリ  近藤赤嶺書      ‐

解説  美静 (1831～ 19o7)本姓福羽、天保 2年島根県石見津和野藩の人。国学者で勤王志士 との交遊
もあり、文久 3年 8月 には七郷と共に西下 している。明治維新 と共に官につ き、数々の功績 を積みて官途

は漸次累進 して、元老院議官・貴族院議員をつ とめている。明治40年 8月 歿、年 77、 正 2位 勲 1等子爵、

「近世学者歌人年表」他その著書も少なくない。美静が園原へ来訪 したかどうかは知 らぬ。建碑は歿後30

数年後のことだから、或は既詠を刻んだものであろう。又名木朝 日松が伐採の厄を免れ得たのは、当時の

本谷小学校長の伊坪先生の美挙であることは、この碑 によって分明している。

「帯木」 新道から右の方へ100m位登った千代の沢に面 した尾根のところにある(写31)。 源氏物語以

来の名本である。種類は「ひのき」でもと 2股 になっておった。片方は数十年前の大風のため倒 され、片

方の幹のみ残iさ れていたが、昭和33年 9月 22日 の台風のため根本を残iし ただけで倒 されて しまった。

今 日僅 かに根跡 を残 しているのみであるが、遠 くより見れば需の如 く見えるが、近よって見れば何 もわ:か

らないという伝説のある言木、そして母木本という音より来る母 について伝説を生み、歌枕 としてまた伝

承や文学にしばしば名の載っている名本である。

「帯木の碑」 斜坑広場 (杉の本平遺跡 )の 用地内に、発掘調査の前には、旧道の分岐点に建て られて

いたが (写 32)、 今は新道 (林道 )の ほとりに移 されている。花商岩の自然石で悼石の高さ115 cm、 幅 48,

crn、 厚 さ30cmで ある。前面は僅かに磨いてあるが、風化が甚 しくや 読ヽみづ らい。

碑面   うつせみの世のちりはかてその原の伏屋にひとりおふるははき木  有賀光彦

碑陰  1上伊那郡南殿ノ里人 有賀光彦  明治二十七年四月  熊谷直一営平中

解説 有賀光彦 (1804-1912)天保12年 4月 上伊那郡南箕輪村南殿 に生れ、若 くして江戸に出て勉学、

帰郷後明治初年より村治に携 り、殖産興業・林業経営・用水路の開通・開田など公共のことに蓋すととも

に敬神尊皇の志厚く、村教育のことにも極めて熱心で人望浅からざるものがあった。また、和歌の道にも

深い造詣をもっていた。この碑の変態仮名の文字は光彦の筆になるものである。

なお、この碑 とともにこの地 (B地域 aの 田)か ら発掘 された五輪塔 (写33)(空輪風輪を欠 く)・ 文化

14年 の地内荒神碑・文政10年 4月 の南無阿弥陀仏碑 (写34)0文化14年 の三界万霊塔 などが、林道弯曲部の

先端 に金綱 に囲まれた中にまつ られている。斜坑工事開始前にはこのあたりの旧道添いにあったものを、

里人の手によってここへ集められたものである。
・

「斜坑坑口」 中央 自動車道の恵那山 トンネルは、延長8.5kmで 、道路 トンネルとしては、モ ンブラ ン

トンネルに次 ぐ世界第 2の ものである。 しかも、この トンネルを通過する自動車の数も昭和79年以前に毎

時2,000台 に達すると推定 される。従ってその排気・換気のためにはその途中に換気坑を作 らなければ な

らない。飯田方斜坑口が神坂神社から100m位 東、杉の本平 にあくことになった。この斜坑は 2本以上計

画され、第 1期坑は角度 14°で本 トンネルに達するが、坑断面25m2(写 7～ 11)そ の延長1046mと なって

いるgそ の第。1期斜坑設備を設ける広場を昭和46年に、第 2期斜坑広場を昭和48年 に発掘調査をしたわけ
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である。この斜坑が完成 した暁には、新 しい換気設備が可動するわけであるが、日本道路公団と長野県教

育委員会の申合せによって、日本道路公団は、その設備 も歴史的風土園原にマ ッチ したものとし、その周

辺は景観に調和する造林計画が立案 されている。この換気坑が完成 した折には、園原の里の自然が生かさ

れる新 しい名勝 になることを希求 している。なお、このあたりの旧道は壊滅 して しまったが、文寸岸に見え

る暮自の滝 (28)の 清楚な姿は一幅の絵である。

「神坂神社」 園原部落の立地する旧い段丘の最奥、部落から山地 に移る要衝 に神坂神社が祀 られてい

る (写 36037)。 大 きい日本杉 (も とは 2本 あったが、明治25年の大風のため 1本は倒れてしまった)や

古いとちの本などから見、川の出口に祭られた3海神郎住吉様の奉祀〔更に近くから多くの祭祀遺物の出

土したことより考えて、この神社は古代東山道時代からこの地にあったものと信ずる。古びたやしろがあ

り、良い地を占めている。現存の社殿は、明治22年 にできた 1間社流造であまり大きくはないが、精巧な

彫刻で飾られており、覆屋がある。本殿の前に拝殿があり、近くに社務所がある。境内は古木が多く静か

な神域となっており、園原の碑 0万葉の歌碑・磐石と思われる日本武尊の腰掛石 (写38)・ 石燈篭 (明治

9013年建立)・ 銅の鳥居 (昭和46年再建)な どがある。

○園原碑 (写38)花 間岩の自然石、前面を研磨してある。悼石の高さ230cln、 底部の幅133cm、 厚さ最大

80cm、 上部に大きく「園原碑」の象額をしつらえ、その下にやまと詞の碑文が彫られている。

碑面 園原碑  正三位伯爵東久世通稽 1 題辞

真篤刈信環図伊那郡園原能里波瑞垣乃久志伎昔仁開氣千早振神代爾志天波八意思兼神能御子天表

春之命天降着給比奴阿智神社川合陵等叙其霊跡奈留:現身乃人王登成天波景行天皇能皇子倭建尊巡

行志三御坂神衷言向給比奴神坂能社在留波其遺蹟爾奈牟斯自夙廼官道奈趙婆 自然都人乃往来多加

理之故爾萬葉集仁毛神乃御坂登詠美又園原伏屋帯木等毛古人能歌詞仁毛見衣天國風登共爾其聞世

仁高久持紫女波物語乃巻名仁左反負世多利伎期名所多在留地奈留仁害久岐蘇路開計志以後清内路

大平等乃支道母漸漸爾多久成来三此所乎往反人甚稀稀奈譴婆遂仁波斯在名所乃消滅牟事表大久慨

美其地之篤志者等相議里三其由乎碑文仁胎之後世仁博反或者好古忠人乃導爾母登其榎概乎如此奈

熱田神宮宮司徒五位  角田忠行 撲

正七位  富岡百錬 書

左側面  明治三十四年八月  園原古蹟保存會 主唱者熊谷直一 園原里中   花井前憲舞

解 説l 東久世福 (1833～ 1912)天 保 4年京都に生れ、少壮 にして尊王討幕論を主唱 して幕府の嫌忌

にふれ、文久 3年二条実美等と春に京都を脱 して長州に
走 る。所謂七卿落の一人である。維新の際東征軍

に参カロして参謀 となり功を積む。後
神奈川県知寺

。開拓長官・侍従長・元老院議官・枢密院副議長などを

勤め、明治45年 2月屍ず、年80才、正 2位勲 1等。

角田忠行 (1824～ 1914)文政13年岩村田に生る。藤田東湖 に、後平田鉄胤の門人として修学、文久 3年

京都三条の足利将軍像鼻首事件に連座 して幕府に追及され、伊那地方に遁れて来て所々に匿れていて、か

の水戸浪士伊那路通過についてはなす所が多かった。後、米川信濃 と変名 し、明治 7年熱田神宮の神官と

なり宮司に進む。大正 3年宮司を辞 し、全年12月 逝去。年85才、従 4位。

富岡百錬 (1836～ 1914)は鉄齊の別号である。富岡鉄齊は天保 7年京都に生れた画家で、明治大正の画

舞
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壇の第一人者と推賞せられた人。初め湊川神社の神官となり、後官幣大社大′島神社の大宣司。明治18年正

7位に叙!せ られた。全年大鳥神社を辞 し、全国各地に行脚 して忠臣義子孝子節婦などの遺蹟を尋ねた。伊

伊那地方へは、明治 8年 と全36年の 2回来訪あり、何れも浪合のテ良親王の顕称のためであらた。

この碑文を仮名交 り文に改めると次のようになる。

みすずかる信濃国伊那の郡 (こ ほり)園原の里は、みず垣の久 しき昔 に開け、ちはやぶる神代

にしては、八意思兼神 (や ごころおもがねのかみ)の御子天表春之命 (あ めの うははるのみこ

と)あ ま降 りつ き給ひぬ。阿智神社川合の陵 (み ささぎ)な どそのみあとなる。 うつ し身の人

の王 となりては、景行天皇の御子やまとたけるのみこといでまして御坂の神をことむけ給ひぬ。

神坂の社あるはそのみあとになむ。かく夙 (はや )く よりの………官道 (つ かさみち)な れば、お

のづから都人のゆききも多かりし故に、万葉集にも神の神坂 とよみ、また園原伏屋帯木などい

にしへ人の歌のことばにも見えて、国風 (く にぶ り)と ともにその聞え世に高 く、また紫女 (む

らさきのとじ)の物語の巻の名にさへおはせたりき。かく名どころ多くある地 なるに、かって

久 しく岐蘇路 (き そぢ)ひ らけし以後 (こ のかた)清内路大平などの枝道もや うや うに多くな

り来て、ここを往 きかへる人いとまれなれば、つひにはここにある名所の消 え滅びむことをiぃ

たく′既美 (う れたみ)、 その地の志篤 き者たち相議 (は か)り て、その由をいぶ しみに残 し,、

後の世 に伝へ或は好古忠人 (い にしへの しのぶまめびと)の導 きにもとそのあらましをかくの

如 くになむ。

○万葉歌碑 (写39)拝 殿前にあり花間石の自然石で、高さ117cm、 幅85cm、 厚 さ16cmで、樟石が自然石

の上にたて られている。

碑表     萬  葉  集

知 波 夜 布 留 賀 美 乃

美 佐 賀 爾 怒 佐 麻 都

｀
 里 伊 波 負 伊 能 知 波

意 毛 知 知 我 多 米

主張埴科郡神人部子忍男

碑陰には、古蹟保存芳名録 と上部に額書 し、その下に特別会員 として樋口典平、其の他飯田下伊那の人

119名 の名 を刻み、ついで通常会員凡二百名余 本谷里中小野川里中と記 されている。

解説  この歌は、万葉集巻20に載せ られているもので

千早振 る神の御坂に幣 (ぬ さ)奉 (ま つ )り 齊 (い は)ふ命は母父 (お もちち)がため

であり、主張は郡の書記である。この歌は当時西国に派遣せ られた防人の歌 として人口にうたわれていて

古代東山道が神坂峠を越 えたことを証する。建碑は「園原碑」 と同 じ頃かと推定される。この碑は碑表が

神社の方向と逆、峠の方向へ向いているため、見落 しやすい。                 ‐

○ 社標 神社前にある。碑表は神坂神社、元帥正三位伯爵祐亨1書   明治四十四年二月建之

保存会 熊谷直一 とある。

○ 日本武尊駐騨之1日跡碑 拝殿の横 にある。熱田神宮宮司従五位角田忠行書之  科野御坂之住人熊谷

直一建之  明治三十五年六月 とある。
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「峠への道」 神坂神社の裏手、ひの本の木立越 しの道は昼なお暗 く、古道の面影が残 る。峠への道は
二筋 ある。一つは園原川づたいの沢道 と、神坂山越 えの尾根道である。尾根道のひとつは、神社の裏手か

ら山腹を取 り巻 くように登 る峻 しい道で、尾根で園原部落から来る小路に合流する(写 42043)。 一方林道

を登 ること30分、追分の堰堤 につ く。ここから登山道は右側の山腹べ と登 る。昭和 8年 に開削 した富士見

台登山道で曲折 した急坂を登 りきると、先述の尾根道 と合流 して、神坂山へ と続いている。 しかし、国土

地理院の中津川図幅には、川に沿らた点線路が峠へ と登っている。村人はこの道 を新道 と呼んでいるが、

それは明治時代に改修 されたためである。今 日は川の荒れがひどく里人の往来はないが、昔の道形は所々

に残 り、数か所の川渡を覚悟すれば、峠への道法は近い。これが東山道であった筈 と一志茂樹氏は論考 し

ている。山腹へかかる道は屈曲 しながら尾根 に出る。ここからは大体尾根を通って進む。眼下に横川部落

を見、遠 くに天竜川が見える。わる沢 (写44)、 ・池の平・千本立 (写45)0万岳荘 などでは、須恵器や灰
釉陶器片が発見 されており、古代東山道はこのルー トを通ったものと考えられる。落合からの屈曲 した道

は新 しいもので、神社から直に尾根へ登 る道にも遺物の発見があるので、それが古代の道かも知れない。

「神坂峠」 (写47～ 51)信 濃と美濃の境、海抜1595mの 峠である。縄文時代から用いられた峠であり、

特に古代 0中世 においては東山道の険として有名であった。峠項上より石製模 :造品・須恵器・土師器・灰

釉陶器 0鏡・刀子その他多くの遺物が発見された。古 くより歌に詠まれ漢詩に詠 じられている。古代祭TE

遺跡 とし、交通史上の要地 として全国的に有名である。長野県史跡 として指定されているが、国の史跡 と

しての価値は十分であると信 じている。この峠よ。り美濃側 も眺められ、恵那山(2189m)が眼前に大 きく立

ちている。ただ最近峯越 し林道が開かれ項上まで自動車で行かれるようにならた。これがこの大切な歴史

白勺風±1に悪い影響 を与えはしないかと心にかかる。

「富士見台」 神坂峠の北につづく項上の平坦な山で海抜1600～ 1700m、 熊笹が密生し珍 らしい景観をも

っている。もと富士教信者が信仰のため登らた山である。富士山は見えない。最近牧場としまたバイキン

グやキャンプにも好適地となって来た。

帰 りには園原より駒場へ昔の東山道をたどることにする。殿島より本谷川を渡って網掛峠にかかる。山

の中腹 に矢平 という二戸の家より成る部落がある。熊谷直一翁の園原名所の中には矢平関址 と記 してある

が、関所のあったとぃう記録はない。

「網掛峠」 園原と小野川を結ぶ峠で海抜1000m。 古代の東山道はここを越えた。なかなかの険であるが
江戸時代に小野川の人々はこの峠を越えて園原へ入り、新田を開き遂に住みついたのである。峠の項上に

蛇瘤杉という大きい杉の本があつたが昭和25年頃伐られてしまい、今は杉株だけ残っている。かってこの

峠の項上より薙鎌を発見し今日下伊那教育会館の資料室に陳列されている。今日の中央道はこの峠の下を

1.5 kmの トンネルをあけて通 っている。
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呪 瘤杉」 その昔近江の琵琶湖のほとりに美 しい娘がいた。その娘は貧 しいが正直な男 と恋におちそ
れと結婚 したが、村の若者たちのうらみをかった。若者たちは夫婦の家も焼 き漁具 もこわし、2人を湖のほ

とりより追放 して しまった。 2人は網 1つ をもって魚を捕 りながら旅をしてこの峠まで来たが、男は旅の

疲れと飢のためこの峠で息が絶 えた。これを見た妻は腹の中の子供 とともに跡 を追い死んで しまった。村

人はこれを哀んで峠の項上に埋め杉の苗 を植 えた。苗は忽ち成長 して雲つ く大本 となった。その頃琵琶湖

では毎 日大荒れが続いて多くの船はこわれて しまった。やや波の静まった時に湖の底 をみると大 きい杉の

影がうつ り、その項に 3疋の大蛇がからみあっているではないか。そこで漁夫たちは杉の本を探 しながら

はるばる信濃 に下 り、この杉の所で 3人の亡霊 を祀ったら漸 く湖の荒れがおさまったという。

「大垣外」 網掛峠を下った所を大垣外という。多くの石製模造品を出したことは大正年代より知 られ

ていて、今 日そこの熊谷鋭二郎氏方に保存 されているが、峠麓の祭祀関係遺跡 として注意 される。

「富士石」 大垣外に近い農家の屋敷内に富士石 と称する花同岩の大 きい石がある。この家の先祖が富

士登山して無事帰郷 したが、その時気づいたら袂の中に小 さい石が入っていた。その石が次等に大 きくな

って今日のものとなったと伝 えられている。 しかしこの石に触れると崇 りがあるのでこの石を神 として祀

うた。それで富士石 というのであると。大場磐雄博士はかつてこの石を見て磐座 (い わくら)の名残では

ないかとの話があった。

「頭権現」 その昔 1人の山伏がこの地を通 りかかった折何故か殺 されて草むらの中に埋め られて しま

った。その後数年小野川の村に疫病が物すごく流行 した。 その時病人の 1人 が突然おき｀あがり、我はか

つて殺 された浪人である。草むらの中に埋められたが眼より樹の根が入って痛 くてたまらない、速 く掘 り

起 して祀って くれたらこの疫病をす ぐ治 してやると言った。村人はおどろいて草むらを掘 り出 したしやれ

こうべを丁寧 にまつった、そしたら疫病はたちまちなくなってしまったという。それでこの祠 を頭権現 と

言ぃ、今でも頭痛や眼の病によく御利益があるとて参詣者 も多い。

「小野JIl関址」 武田信玄が伊那地方を平定 しこれを支配 していた頃、ここに関所を設 け美濃一神坂峠
二園原―網掛峠の交通路を掘 した。その後江戸時代に入っても阿島知久氏や飯島代官所で この関を支配 し

通行人取締・白本の取締 を行った。今日そのあとに小 さい碑が立って小野川関址 と刻まれている。

「川畑・赤坂」 小野川の中央にあり、昔は智里村の役場 もあり、中心であった。今日でも農協・小学

校がありこのあたりの中心集落である。中央道 と国道153号線がここで交差 している。ここの川畑 (昭和45

年発掘 )・ 赤坂 (昭和47年発掘 )よ り石製模造品が発見され、古代東山道の道筋 を暗示 している。

これより阿知り||を 渡れば駒場 となる。

―-55-一

(大沢 )



3)園原周辺の遺跡 (図 4,表 1)

阿智村の うち、中央導本線や恵那山 トンネルに関連する駒場、小野川、園原地域を中心にした範囲には

やく90ケ 所の遺跡がある。これらの遺跡の分布をみると、 (図 4)地形的にはめ ぐまれている盆地状の駒

場周辺 に集中する遺跡群を除けば、ほとんどが阿知り||と、 その支流 を臨む河辺の段丘面か、その上を覆 う

扇状地性の押 し出 しにようた傾斜面上を占拠する小 さな規模の遺跡 が多く、または交通路 に関連する山腹

や、稜線の鞍部で神坂峠のような特殊な例を除けば、 きわめて少量の遺物 を残す遺跡 がある。

もともとが、岐阜県境に接する伊那谷西端の地域であり、中央アルプス南端の主稜、恵那山系の山岳地帯

に連 らなる二帯に位置 しており、駒場付近がわずかに伊那盆地外縁の小盆地形をなしているだけで、従っ

て駒場より西寄 りの、智里地区は飯田付近からすれば遠僻の山間部 ということになる。

この山間を一番広げるのが阿知川で、これに沿 う遺跡 は駒場の町はずれから、曽山部落までに両岸の段丘

面を占拠 して 1つ のかたまりをなしている。曽山部落の西側から奥へ大沢川や寺沢川がt阿知川から分岐

して入 り込むが、この両支流沿いに遺跡の集中がみられる。阿知川へ もどつて逆のぼると、昼神部落の南

向斜面に残 されたいくつかの遺跡群がある。阿知川 という呼称は、河合陵から下流 を指 しているが、横り||

渡で北から流れる横川川 と、園原川を合わせて南からくる本谷川が合流 して、河巾を広げるようになるb

この合流点付近には数ケ所の遺跡 があるが、横川川を逆のぼると遺跡はほとんど見あたらなくなる。また

本谷川を南へ逆のぼれば、本谷部落 に数ケ所の遺跡 を残すだけになり、もはや遺跡立地には適 さない山岳

地帯 となる。本谷川へ流れ込む園原川沿いは、地形的には横川川や、本谷川縁辺 とさして変わらないが、

古 くは天竜川水系地域 と、本曽川水系地域 との接点であり、後の古代東山道関連の交通要地であったことに

より、他の支流 にはみられない濃密な遺跡の分布を示 している。

以上の阿知川かその支流縁辺の段丘 または、その上を覆 う扇状地性
'の
押 し出し斜面を占拠する遺跡群 とは

や 性ヽ格を異 にする山腹や稜線の鞍部に残 された、交通路跡的色彩をもつ小遺跡がある。 (も っとも、大き

な地形区分からみれば、 阿智村全体が、 盆地外縁地帯にあり、 本曽川水系への橋頭里的位置で あつて

みれば、山腹や鞍部の遺跡のみならず、河川沿いの遺跡 もまた交通路跡的といわねばならないが、ここで

は、特にその立地からして色濃いものを一括 した。)飯田市山本の青木から昼神へ下 りかけた梨子野や、

清内路へ通ずる梨子野峠遺跡、神坂峠からわずか南側の、富士見台と恵那山に続 く稜,線の一番低い鞍部な

どは、縄文時代の遺物を残 しており、一方古代東山道にかかわる古墳時代以降、とくに官道布設後の交通

路跡は、祭祀址 と重なって数を増すようになる。この古墳時代以降、平安時代を中心とするものを結べば

そのま 古ヽ代東山道の道筋 としてみることができる。西からみれば、神坂峠と神坂神社を結ぶ山腹や稜線 :

沢に臨む緩斜面に10ケ 所ほどを数えることができる。 (今回の現場作業終了後の、10月 28029日 に中央道

遺跡調査団の伊那班辰野・根津・深沢調査員をカロえて、斜坑班全員が神坂神社北からと、需木横の稜線を

踏査 し、尾根道沿いに峠まで、また帰路は峠から直線的に下る沢道を神坂神社まで踏査 した。

この踏査行の結果、 3ケ 所の遺物採集地を新 しく加えることができた。更 に綿密な調査を重ねれば、遺物

採集箇所はふえるであろうし、東山道の道筋 を確実にとらえることができるだろうと考えている。 )
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神坂神社以東についてみると、園原川沿いに続 く遺跡をたどり園原部落へ、更に本谷川を渡河 して矢平か

ら網掛峠へ、峠東麓の大垣外やその付近の北沢、大平神社 (頭権現)遺跡へ連らなり、小野川からは寺沢

川に従ってそれの阿知川との合流点付近で渡河 して駒場へ至ることになる。以上は、祭祀遺跡を重ねた交

通路跡を連続させたわけであるが、上述の、古代東山道の路筋として、市村成人先生らによってすでに考

査されてぃるところである。

駒場以西のやく90ケ 所を数える遺跡のうち、発掘調査などでその遺跡の性格や特質の摘出されたものは

すくない。昭和42043年の神坂峠祭祀遺跡 (「神坂峠」昭440阿智村教育委員会)ではキ古代祭祀址とす

れば全国的にも数すくない種々の学術的成果を上げていて、すでに周知の通りである。45年 には、中央道

関連の川畑、北垣外、橋場、矢平Ⅱ、宮の脇、杉ケ洞、坊塚遺跡 (「長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘

・
調査報告書・阿智地区」昭460日 本道路公団名古屋支社・長野県教育委員会)の調査がなされ、川畑遺跡

で縄文早期からの生活が確認され、縄文中期の住居址を調査したし、過去石製模造品多数が発見されてい

て古くから知られた所でもある。北垣外遺跡で縄文中期の住居址と火葬墓が調査された。矢平Ⅱ遺跡では

縄文時代の遺物が発見され、宮の脇遺跡では、縄文・弥生・土師・須恵の土器類が発見された。杉ケ洞遺跡

では、先土器時代の石核と思われるものの外、縄文前・中期と古墳時代の遺物が発見され、中期の住居址

が4軒調査された。坊塚遺跡では、石囲の信仰壇が調査されている。46年 には、斜坑広場となる杉の本平

遺跡のA地域が調査され (「長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書・斜坑広場その 1」 昭和47・

日本道路公団名古屋支社 0長野県教育委員会)古墳時代から中世にかけて、実に多量の遺物を発見し、住

居址、柱穴群址をはじめとする遺構の数々を調査 し、信濃坂東麓における交通路関連遺跡の姿を知らせてく

れた。他では、国道153号改修工事に先立つ小野川地区の調査がある。46年 には、森下、さがり遺跡 (「森

下・さがり、国道153号改良工事阿智村小野川地区昭和46年度緊急発掘調査報告書」昭和47、 建記省飯 田

国道工事々務所、阿智村教育委員会)では、森下で、縄文中期から中世にいたる遺物と、縄文中期、弥生

後期、古墳時代の住居址 4軒他の遺構が、さがりでは、縄文中期の土渡が調査された647年 には、赤坂遺

跡 (「赤坂、国道153号改良工事 FnJ智村小野川地区昭和47年度緊急発掘調査報告書」昭48・ 建設省飯田国

道工事々務所、阿智村教育委員会)では、縄文早期から近世初頭にわたる遺物が含まれており、縄文中期

め住居址 1軒 と、中世末と考えられる火葬墓を6基調査している。なお、駒場の東、中関の阿智高校敷地

の中原遺跡が、昭和27042年の三度にわたり調査され、縄文中期の住居址 4、 弥生後期の住居址 2、 古墳 ´

時代の住居址14を調査ま、たは確認し、古墳時代土師器の好資料を提示 した。また地元の原治幸は、昭和10

年代からこの周辺で石製模造品の採集を続け、現在その数は160点 に及んでいる。 (「 長野県下伊那郡阿

智村中原遺跡調査報告」大沢外、昭和430長野県考古学会機関誌 )

一方この地の考古学的調査の歴史は古く、大正10年′島居龍蔵博士の園原から神坂峠を越えるものが最初

で、その後を引き継いだ市村成人先生らの成果は、「下伊那の先史 及原始時代」に図録編でまとめられ、

後に「御坂峠の今昔」「智里村誌」で更に詳細をきわめるようになる。

第二次大戦後の昭和26年、下伊那郡史編纂が始められ大場磐雄博士を指導者とする東山道調査が再開され

ると考古学熱が高まり、神坂峠を中心とするいくつかの研究が発表されるようになる。松島透 (現神村 )

による「御坂峠出土遺物について」 (飯田高校々友会誌 4)、 「神坂峠」「神坂峠の二、三の問題」 (ミ

クロリス607、 2807・ 12)が、また園原周辺の遺跡について、宮沢恒之が「智里・清内路の先史時代」
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(伊那298号 )でふれているし、昭和20年から30年代にかかる集大成が、「下伊那史第二・四巻」で市村先生

らにようてなされている。日召和42・ 43年 にかけては、ネ申坂峠の調査が阿智オす主体でなされ、上述の報告書

が干J行 されている。なお、神坂峠ないしはそれに連らなる東山道東麓方面は、それだけをとり出して論じ

たものではないが、・下志茂樹博士、大場磐雄博士、藤森栄一先生などの研究物が公にされている。地元に

あって遺跡踏査や、遺物採集を続けている小林昭治は 新ヾ しい遺跡・遺物の発見も多く、村外からの調査研

究者の道案内をいつでも引き受け、この地域の考古学的研究の陰の功労者であり、自らも神坂峠に関する

考えを「神坂峠の発掘調査について」 (昭44・ 下伊那教育)ま た「園原の名勝
:古跡」 (日召490阿智村 )で

紹介をするなど、啓蒙活動を続けている。      ｀

駒場以西の遺跡に関しては、上述のように発掘調査のなされた所がすくなぃこともあり、また崖錐性の

堆積物が、遺跡上面を厚く覆っていることが多く、遺跡の性格が不明のままであることが多い。現在判明

している範囲では、先土器時代 1、 縄文早期 4、 縄文前期10、 縄文中期64、 縄文後期 7、 縄文晩期 8、 弥

生中期 2、 弥生後期15、 古墳時代から平安時代で土師器の発見される所24、 同須恵器20、 同灰釉陶器11、

石製模造品18t中世陶磁器 7箇所となる。発掘調査のなされた遺跡で共通することは、単純遺跡はほとん

どなく、複合遺跡が多いことから、今後上述の数字は大巾に変更されるであろうと推定される。なお、駒

場周辺を中心にして16箇所の古墳が知られているが、中には坊塚のように、中・近世の信仰壇などが混っ

ているらしく、従って古墳の数はこれよりも少くなる。

園原の遺跡については、前回の調査報告書、3)園原の遺跡で、神村がふれているが、それを転載すれ

ば、 (図 4の 10-25ま で)以下の通 りである。

103神坂神社裏の沢遺跡(今回調査で第二洞遺跡とする)神社ゴヒ?沢から小林が中世陶器片を採集 している。

11.神坂神社境内遺跡 ここから土師器片を採集している。
12。 杉の本平遺跡 児の宮遺跡から神坂神社にいたる最奥の傾斜地が遺跡で、遺物の散布は多く、梨の本
沢から西よりの水田地帯を今回調査 した。3566-3576番地がここにあたる。 (梨の木沢以東を今年度

調査 した。なお、前回調査の梨の本沢以西をA地域、以東をB地域としている。 )

13。 チゴノミヤ (児の宮)遺跡 姿見の池、朝日松のある水田地帯が遺跡で、 遺物の包合も表採も多い。
縄文時代中期土器、土師器片、′打石斧、灰釉陶器片、須恵器片、石製模造品を採集する。3559-3564

番地がここにあたる。

14.マサゴヤ遺跡 千代の沢東岸の、駒繋の桜のある台地が遺跡で、土師器片、須恵器片と石製模造品を
採集している。3557-3558番地がここにあたる。

15。 クラガリ沢遺跡 マサゴヤ遺跡北束の、山よりの沢をクラガリ沢と呼び、その両側の尾根から沢にか
けてが遺跡で、土師器片を採集した。最近の水道工事の時も土師器片を採集している。3584番地がこ

こにあたる。

16。 薬師平遺跡 月見堂から旧道を上った山麓の桑畑、水田一帯が遺跡で、縄文時代中期土器、打石斧、
凹石、土師器片を採集している。3530-3540、 3594番地がここにあたる。

17。 菖蒲平遺跡 月見堂西の道路をはさんである傾斜地の桑畑が遺跡である。土師器甕のほぼ完形土器が
でており、須恵器片も採集している。3515-3517番地がここにあたる。

18:上の平遺跡 月見堂のある東側の桑畑で、勾玉を採集 している。この付近一帯が遺跡と思われる。

-58-



3592-‐3594番地がここにあたる。

19。 1下瀬河原 B遺跡 旧道に沿 って少 しあがった家のある一i帯が違跡で、土師器片 を採集 している。山よ
りの所で、石鏃を採集 したとい うことも聞 く。3506-3507番地がここにある。

20。 下瀬河原 A遺跡 園原部落は 2段の台地状 になっていて、園原川に沿 って下の台地 が下瀬河原で 、道
路 を上:っ ていき、旧道 とわかれて大 きくカーブするところから東側がA地点で、家のある近 くから遺
物 を採集 している。水田と桑畑 とあり、縄文時代中期土器片、土師器片 を採集 している。3674-3680

番地 にある。

21.長者屋敷 A遺跡 園原部落のある台地へ上って東端の、水田地帯が遺跡で、ちょうど トンネル回の上
にあたる。炭焼長者の屋敷があったといわれるところで、畦の一か所 に長者が池 という小 さな池があ

る。この一帯が遺跡で、明治年代に土師器が掘り出さ4ている。3674-3680番地がここにあたる。
22。 長者屋敷 B遺跡 A地点より横川の方へと北に入ると、東面する小平地が見られ桑畑がある。小林の
調査で土師器片を採集している。3640-3644、 3659--3661番 地がここにあたる。

23。 サブゴヤ遺跡 長者屋敷遺跡 とともに鳥居博士が大正10年調査の時、歩かれている。長者屋敷 B遺跡
よりさらに横川に沿って上流にある比較的広い平坦地で、チヨンバ遺跡 と相対している。縄文中期土

器片・石鏃を採集している。しかし鳥居博士の記録によると、月見堂から余り遠 くない小高いところ

とあるので、丸山といわれているところではないかと思う。3691-3697番地があたる。智里オ寸誌では

番地がちがっている。

24。 チヨンバ遺跡 横川川 に沿ってある遺跡の一つで、横川部落への道を上っていくと、えん堤のある所
で大きくカーブしている。その一段上の台地が遺跡である。西へのびてきた尾根が、舌状台地になっ

ていて、その上が一部畑となっている。そこから縄文時代中期土器片が採集されている。なおもう少

し上流へ上ったところの同じような台地のリンゴ畑でも遺物を採集している。

25。 ホ ド平遺跡 横川川と本谷川が合流する地点北岸の、道路から一段上った山麓緩傾斜地が遺跡である。
南面傾斜で日当りもよい。縄文時代中期土器片を採集している。小林は自分の畑を耕作中、住居址の

一部を確認している。(ホ ド平は縄文前期、後期の土器も出している、.宮沢註 )

以上、園原の遺跡についてふれたが、更に神坂神社から峠までの尾根道で、灰釉陶器片、中世陶器片な

どの採集地点がある。神坂峠から、尾根道を降る順に上げると次のようになる。 (番号は図 4と 同じ)

1.神坂峠遺跡 富
=台
挙恵那山の間のたるみの部分が2箇所ある。神坂峠と西の′島越峠がそれで、標高

は神坂峠の方が高いが、交通要地として縄文時代より使われていることは、再三ふれた通りである。

遺跡の中心は、42043年の調査区となった手向が丘付近であるが、これより西側の鞍部 2箇所でも縄

文中・後期の遺物を採集している。峠からは縄文時代から中・近世まで
｀
の豊富な遺物が発見されている。

2.神坂峠東遺跡 峠から万岳荘へ向う道が、東へ張 り出す尾根へ出た所で、灰釉・須恵器片を採集 して
いる。

3.千本立遺跡、万岳荘から神坂山の山項近くをまいて末に向う自然林の本立の径一帯で須恵器片 0灰釉
陶器片が採集されている。

4.池の平遺跡 千本立の本立の中の道を更に東に向うと、園原川の支流白川沢の源頭に出る。放牧の牛
馬の水飲場になっている所で、水飲場や道の普請をした時、灰釉の壺が出土したという。
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5。 わる沢上遺跡 池の平遺跡 から道は南に向って降 りることになるが、神坂山の うちの山項束のコブに

水準点があり、その水準点のあiる ゴブから南に延びる尾根があり、池の平からの道がこの尾根 に出た所

は、東の横川部落からそのずっと先々が見渡せる眺望 よき所でもある。地元の人達は「首つ り場」 と

呼んでいる6灰釉陶器片を採集 している3

6。 わる沢遺跡 横川部落を左下に見ながら、尾根から山腹へ くだると、放牧場の柵がある。この柵を越

す手前で、灰釉椀が採集 されている。

7。 ソブ沢遺跡  わる沢の放牧場柵をまたぐと、道筋は自川沢に面する尾根の西側寄 りを通 るようになる

が、この自川沢へ入 る渓流の源泉は、峠道を行 く人の飲水になってお り、この水飲場で小林が常滑壺

片を採集 している。 i

8。 イワガシヤ遺跡  園原川沿いの追分から入 る登山道 と、神坂神社北から入 る道が合流するあたりは、

神坂峠がよく見 られる所で、園原川の崩す大ナギが西の足下に絶壁をつ くっている。ここから追分に

向わず、1東の尾根を通って神坂神社を目ざして くだると、千代の沢側へ向 う尾根道 と、神坂神社北ヘ

向 う道 とに分れる分岐点がある。この分岐点の下で常滑甕片が採集 されていて、地元の人は「ナナヅ

カ」 とも呼ぶ らしい。

9。 井尻割遺跡 神坂神社北から山道を登 り始めて最初の尾根 にとりつ く所で、常滑の甕片が採集 されて

いる。

神坂峠までの道筋の大 ざっぱなものはつかまれているが、その道筋以外に、まだ何本かのものがある。

わる沢下のソブ沢から上や、それから下のイワガシヤヘ向 う途中から千代の沢へ向 う柚道の痕跡 もあり、

古代東山道 と、後の道筋 については更 に実地踏査の積み重ねが必要である。ともあれ、道筋 に沿 う平坦地

や緩傾斜地 には、点々と交通路跡が残 されているわけである。              (宮 沢 )

4)園原周辺の祭祀遺跡

ここでいう祭祀遺跡 とは、主 として東山道に関連するものと思われる時期の、石製模造品を出土するこ

とによって知 られる遺跡をさす。祭祀のための施設とか、石製模造品以外の祭祀用供献具 とかが明 らかで

ないもの、従って「下伊那史第二巻・祭祀址地名表」 などを参考にはしたが、石製模造品の発見 されてな

い同地名表の「祭祀址」は除外する。つまりここでいう祭祀址 とは、石製模造品出土遺跡 ということにな

る。 (表 2, I図 14, 42‐-52, 1夢 41,47, 48, 49)

飯田・下伊那地方で確認 されている祭祀遺跡は、33.箇所ある。その うち阿智村内で20箇 所を占める。阿

智村の中では、中原 と前原を除けば、園原 と小野川だけで17箇所を数えている。旅人の祈祀が峠神に集中

していたことがよくわかる。本稿は、園原周辺の石製模造品集成図に加え、その出土遺跡 を簡単 に紹介す

ることを目的とした。 (3)項 と一部重複するが、祭祀遺跡 として一括 し再載する。 )

1。 神坂峠遺跡 恵那山と富士見台を結ぶ稜線の、鳥越峠に次いで低い標高1570mを測 るタルミが、神坂

峠である。稜線の東側にあるわずかな平坦面が、遺跡の中心部にな
｀
る。なお、縄文時代の遺物を中心

にする所は、峰越林道通過によって掘割 られた付近に203箇 所を数 えている
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142・ 43年の調査その他で、石製模造品1850点余その外土器類多数と、獣首鏡片などが発見されている。
2。 杉の本平遺跡 園原川縁辺の段丘やく扇状地性斜面が最後に展開するF~fで 、園原谷最奥の地点でありt
里道が尽き、念々「積石千里峻 危途九折分 人迷辺地雪 ,馬踊半天雲 云々」 と坂上忌寸が詩った
という、信濃坂の険にかかる神坂神社東方の位置にあぅ。46・ 48年斜坑口工事前の調査で、巨礫の傍

を平坦化して、または転石積の一部を除き取り、土師器などが伴って石製模造品を出した遺跡である。
3。 児の宮遺跡 杉の本平の東に続 く地籍で、「姿見の池」、「朝 日松」 などの伝承 が残 る一帯。大正10
年鳥居博士入園の際、同行の牧内雅博先生が剣形模造品を採集 された。

4。 マサゴヤ遺跡  千代の沢をはさんで、児の宮 と対する一帯で、「駒繋の桜」のある台地にある。剣形
模造品が採集 されている。

5。 クラガリ沢遺跡  マサゴヤ遺跡の北を通過する林道上から山よリー帯が遺跡で、器種不明であるが、
模造品の出土があったという。

以上の 5箇所 が、神坂峠東麓に位置する、園原祭祀遺跡群と呼ばれるものであるが、杉の本平の調査結
果か らは、園原の他の遺跡 もまた石製模造品を包含する可能性が大 き

′い。

6.大 垣外遺跡 網推卜峠東麓にあ
・
り、峠登口から北の大平神社 (頭権現)へ向 うちょうど中間点、中平部

落の山裾 に位置 している。熊谷鋭二郎の採集品を中心に310点 余 を数えている。ここの模造品は、剣

形 と円板形が数を占め、玉類はす くない。

7.北沢遺跡 網掛峠東麓の、峠登口北側の東面山裾す帯にある。剣形、模造品が採集 されている。
8.藤 ノ戸遺跡 北沢遺跡の対岸にあり、峠登口南側の東面傾斜地に位置 し、円板・剣形模造品が採集 さ

れている。

9.奥根木遺跡 藤 ノ戸遺跡の南方、大沢川から分れる奥根木沢と、・たぬき洞に挟 まれて、大沢川へ突出

す舌状台地が遺跡で、器種不明であるが、模造品採集の記録がある。

10.大平神社 (頭権現 )遺跡 寺沢川の上流・本沢が網掛山へわけ入 る所で、大垣外遺跡の北東にあたる。
コウベゴンゲンで知 られる社前一帯が遺跡 になっていて、剣形・円板形模造品が採集 されている。

11.若林遺跡 大平神社から本沢沿いに、伏谷橋 をめざして東に下ると、起伏の多い細長ぃ台地が沢の西

側 に続いているが、この台地の中ほどに水′田と桑畑がある。この一帯が遺跡で、勾玉形模造品が採集

されている。

12。 杉ケ洞遺跡 網掛山 トンネルの東、伏谷神社の北側にある舌状台地の先端部が遺跡で、阿智村智里568

番地 にある。45年 中央道用地内調査区に該当し、調査がなされた。調査区西の丘で円板形模造品が採

集 された。

13。 川畑遺跡 智里東小学校の西裏にあたり、寺沢川北岸の台地が遺跡で、阿智村智里 1770番地付近一帯
に広がっている。45年中央道用地内調査区が、台地の先端にかかり、調査がなされた。ここは古 くか

ら模造品出土地 として知 られた所で、付近の地主でもあった石原喜治の採集品が多い。剣形、円板形

勾玉形 など合わせて50点ほどを数えている。

14.橋場遺跡 大沢川 と寺沢川に挟 まれた台地のほぼ中央にあたり、智里東小学校の校庭南側桑畑が遺跡

で、阿智村智里962番地にあたる。45年中央道用地内調査区にかかり、調査がなされたが、すでにこ

の時宅地造成によって、原地形は破壊 されていた。器種不明の模造品出土地 と記録 されている。
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15.赤坂遺跡 大沢川 と寺沢川に挟 まれた、智里東地区の中心をなす台地の南側一帯が遺跡で、智里農協

の南西にあたる。阿智村智里1008-1・ 2番地付近がここにあたっている。47年、国道 153号 改修工

事に先立ち、遺跡東端が調査 された。ここでは、祭壇状のロームマウンドがあり、その付近で模造品

が発見されたという。剣・円板形模造品が発見されているι

16.森下遺跡 大沢川 と寺沢川に挟 まれた、智里東地区の中心をなす台地の先端部を占める遺跡で、赤坂

遺跡の北続 きになる。阿智村智里 1884番地付近が模造品出土地点になる。46年、国道 153号 改修工 事

に先立ち、遺跡の南・北端が調査 され、円板形模造品が発見 された。

17。 梅ケ久保遺跡 大沢川上流の大野部落 と中野を限る、北沢川南岸にあり、東向きの台地で大野部落上

段 に位置する。遺跡西上に皇太神社がある。剣形模造品が採集 されている。

以上が、網掛峠東麓面に分布する小野川祭祀遺跡群 といわれるものであるが、奥根木、梅ケ久保などは

網掛峠へむかう方向からはずれている。これについて市村先生は、「御坂古道から分岐 し国境の群嶺を押

しわけて、東海方面 に通ずる交通路 もすでにこの頃から開けていたことを実証するものではあるまいか」

と述べ られている。

以下は、駒場以北で石製模造品を出す遺跡である。

18。 中原遺跡  中関の東側_に北から南に向って細長 く延びる丘陵がある。この丘陵の中間あたりに位置す

る県立阿智高校敷地一帯が中原遺跡で、27・ 42年の三度にわたり、校地拡張工事に伴 う調査がなされ

5世紀末ないしは 6世紀初頭 と考えられる住居址より、剣形模造品が発見された。これより以前から

地元の原治幸は、ごの一帯で模造品の採集を始め、現在まで160点 におよぶ剣・円板 0勾玉・管玉・

臼玉 :ガ ラス小玉からなる模造品類を採集 している6模造品が確 実に住居址に伴 う例はここだけであ

る。なお、大場博士は「西方に網掛峠を遠望 し、その奥 に神坂峠の存在を暗示する地点にあって、神

坂峠遥拝の場 とも考えられ、遺物の性質もそれに関連するものであろう」 と述べ られている。

19。 前原遺跡 駒場 から飯田方面へ国道153号で向 うと、春 日神社を過 ぎるともう飯 田市山本地籍 に入 る

が、国道のす ぐ下は、阿智村北端の前原部落の地籍がまだ続 く。前原集落の北端が、北から流れて く

る湯川に面 して張 り出した所が遺跡で、円板形模造品が採集 されている。      ~

20.サ ルコヒラ遺跡 飯田市山本の箱川台地東裾で、長田洞に面する傾斜から、剣形の模造品が採集 され

ている。

21.梅ケ洞遺跡 飯田市山本の箱川台地の東南にあり、台地端が遺跡で、剣形 と勾玉形の模造品が採集 さ

れている。

22.砂子田遺跡 飯田市山本の中尾丘陵の西端にあり、長田洞を間にしてサルコヒラと相対 している。円

板形模造品が採集 されている。(20二22は 近接する遺跡で、箱川祭祀遺跡群 とでも呼ぶべきである。):

23。 寺沢遺跡 飯田市山本の竹佐 にあり、前記箱川の遺跡が台地端や斜面にあるのに反 し、谷地 に位置 し

ている。円板形の模造品が採集 されている。

24。 北村遺跡 飯田市伊賀良下殿岡の円通寺東にあり、円板形模造品が採集 されている。古代東山道「育

良馬畢」に考定 される市場屋敷に近い。

25.よ 志原遺跡 飯田市伊賀良中村にあり、ニツ山北側で、茂都毛川南岸国道153号上 に位置する。剣形

模造品が採集 されている。なお、47年中央道用地内調査区にかかり、遺跡東端を調査 している。

―-62-―



26。 寺山遺跡 飯田市伊賀良中村の、国道沿い集落の東側にあり、茂都計川北岸台地の南東縁 が遺跡で、
長清寺西裏 にあたる。円板形模造品が採集 されている。47年中央道用地内調査区にかかり、調査がな
された。

27 三壺洲遺跡 飯田市伊賀良北方にある。北方の大瀬木寄 り、南沢川のつ くった扇状地端の台地先端付
近で、北側の凹地 をへだてて上の金谷遺跡 と相対 している。47年中央道用坤内調査区にかかり、古墳

時代と平安時代の住居址を調査した。この古墳時代の住居址に関連すると思われる剣形模造品がグリ
ット掘 りで発見 された。

28。 山岸遺跡 昇町切石の、妙琴原へ向 う縦道をすこし上った所で、天伯神社南一帯が遺跡である。45年
中央道用地内調査区にかかり、25軒の古墳時代住居址が調査 され、この うちの 11号住居址の南から、

円板形模造品が発見 された。

29.中 島遺跡 上郷町別府の雲彩寺古墳群近 くの台地東斜面に位置 しており、剣形模造品が採集 されてぃる。
30。 新屋敷遺跡 飯田市座光寺の高岡古墳群の広がる新井原の東端にあり、地元の吉川庄作はここで、円
板形模造品を採集 している。

31。 東養寺遺跡 豊丘村神稲田村の北西端、県道東側の小台地 にある東養寺第 2号古墳で、地主の岩崎太
郎が、古墳副葬品と思われる遺物 と共に、円板形模造品を採集 している。(古墳副葬品で、他 とは異 る)

32。 伊久間原遺跡 喬木村南西で、天竜川に面 して広がる伊久間原段丘上で発見された古墳時代集落 に関
連 して剣・勾玉・臼玉が採集 されている。下伊那史第二巻で市村先生は「喬木村伊久間の土師住居址

からも石製模造品が発見せられている」と述べられていぅが、伊久間原遺跡調査主査の今村善興によ

れば住居址内ではないらしい。

33.中 関遺跡 中原の西側下段で臼玉が採集 されている。
以上、模造品出土遺跡 についてふれたが、駒場以北では中原を除くと、数はす くなくなり、

°
しかも単独

で 1点 という例が多い。また住居址 に確実に伴 うとは断言できないまでも、住居址付近であることが、発

掘調査例でわかる。また単独発見の場合、円板や剣形が多いことも、祭祀遺物の性格を示すものであると

考えられる。
1模
造品と同様 に、祭祀関係遺物 とされている子持勾玉が、飯田・下伊那地方で 4例知 られている。次で

簡単にふれておきたい。

1.五反田遺跡 阿智オす駒場の会地小学校東方畑の中に三基の古墳があり、北端の古墳から発見 されたと

いう伝承がある。6.9× 4。 5cm、 背に 2、 腹 に 1、 両側 に4つずつの小突起 をつける。 (以下市村先生

の調査 による。 )

2.別所原遺跡 飯田市三穂下瀬の別所原の古墳から発見されたという伝承がある。7.2｀ 、3.3cm、 背に 2、

腹部に 1、 両側 に4つずつの突起をつける。つ くりはかなりよい。

3.中谷遺跡  高森町下市田の座光寺寄 り、国鉄軌道下の段丘面が遺跡で、黒沢川の出水で押 し出した土

砂中で発見された。9.8× 5.4cm、 背 と両側に4つずつの突起がある。

4。 鐘鋳原遺跡 高森町牛牧鐘鋳原で発見されたといわれている。8。 7× 4.5cln、 腹部に大 きな突起がある。

伝承や、原位置とは思われない発見場所がほとんどで、遺跡 とするには問題が残 ると思 う。

模造品・子持勾王出土遺跡 については、「下伊那史第二巻」 を参照されたい。
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表 1 園原周辺の遺跡一覧

番号 遺 跡 名 所  在  地
縄   文  時  代 弥生時代 古 墳 時 代 ～ 歴 史 時 代

備 考

先土器 早 前 中 後 | 晩 中 後 土 師 須 恵 模造品 灰釉 陶。磁

1 神 坂 峠 阿智村智里神坂山 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 昭42・ 43発掘

神 坂 峠 東 ○ ○

千  本  立 ○ ○

池  の  平 ○

わ る 沢 上 ○

わ  る 沢 ○

ソ  ブ  沢 ○

イワガシヤ ○

井  尻  割 ○

第  二  洞 ○

神坂神社境内 園  原 ○

杉 の 木 平 ○ ? ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 昭46・ 48発掘 (中央道

児  の 宮 ○ ○ ○ ○ ○

マ サ ゴ ヤ ○ ○ ○

ク ラ ガ リ沢 ○

薬  師  平 ○ ○

菖  蒲  平 ○ ○

上  の  平 ○

下 瀬 河 原 B ○

下 瀬 河 原 A ○ ○

長 者 屋 敷 A ○

長者屋 敷 B ○

サ ブ ゴ ヤ ○

チ ョ ン バ ○

ホ  ド 平 横 り‖ ○ ○ ○

浪  人  松 ○

ま き だ ち 殿 島 ○

下  の  平 本  谷 ○

中 組 ○

濃 間 ○

カ ミの お 山 ○

外  濃  間 ○ ?

上  の  平 ○ ○

向 平 本  谷 ○ ○

矢  平  I 矢 平 ○ ○ 昭45発掘 (中央道 )

矢  平  Ⅱ ○ ?

網  掛  峠 小野川 ○ ○ ○

沢 ○ ○

藤  ノ 戸 ○

奥  根  木 ○ ○

前 田 中 野 ○

長 平 ○

梅 ケ 久 保 大  野 ○

草  刈  場 ○ ?

牧  ケ  平 ○ ?

向 山 ○

47 1大  垣  外 小野川 ○ ○ ○ ○ ○
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古 墳 時 代 ～ 歴 史 時 代
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昭 27・ 42発掘  住 居 址

土盛 8。 8× 2mの古墳状のものあり

昭 45。 発 掘 (中央 道 )
刀 。鎖 。玉類 横穴式石室残欠
横 穴 式 石 室

横 穴 式 石 室

表 2 飯田・下伊那郡地方石製模造品、子持勾玉出土遺跡

阿智 村

石 製 模 造 品 備 考 (図 4中
の番 号 )

1 神  坂  峠  阿 智 村 智 里 園 原
2杉 の 本 平

5 クラガ リ沢
6  大  垣  外    //        /」 里ヽ予り||

10大 平 神 社  ク    ク

11若   林  ク    ″

13  り||

15  ガト      リ又    ク           //
16  栞果      T    ク           //
17梅 ケ 久 保  ク    ク

18 中    原   ク    中関

サ ル コ ヒ ラ 飯 田 市 山 本 箱 川
21 1晦  ケ

`'同

23 寺    沢   ク    竹 佐

24  Jヒ       ォl    ク   傷
「
鶴罫J亀  ¬F反究「司

よ 志  原   ク    中ヽ村

27三 壺 淵  ク   北 方

28 山    岸  下 伊 那 郡 IFI町 切 石
中   島   ク  上郷 町 号J府

敷  飯 田市 座 光寺 新井原
31 東  養  寺  豊 丘 村   田 村
32佐 久 間 原  喬 木村  伊 久 間
1 五  反  田  阿智 村   駒場
2 別  所  原  飯 田市   三穂
中   谷  高森 町  下市 田
4 鐘  鋳  原   ク   牛牧
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□
□
□

第 2図 智里西域の概略図及び園原の段丘分布図
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結査調Ⅲ

I 杉の本平遺跡の位置

杉の本平遺跡は、長野県下伊那郡阿智村園原 3565～ 3576番地一帯に所在する。(図 1,4,写 2,3,4)

阿智村は昭和 31年、広域市町村行政推進の大綱 にもとづ き、三州街道 (現国道 153号 )に沿 った駒場宿 を

中心 とした旧会地村、南の下条山塊東麓を占める伍和村、阿智川以南の三州街道 に沿 う東地区と、阿智川

や本谷川とその支流沿いの西地区を合せて一村をなしていた智里村が合併 して、広域の村づ くりを開始 し

た、伊那谷西端をかためる枢要の村でもある。北は清内路村 と木曽郡南木曽町に、西は岐阜県中津り|1市に、

南は浪合村に、東は飯田市と下条村にそれぞれ境を重ね、東西約 15.5km、 中心部で南北約 5。5m、 四国の

島影に似た分銅形の村界を連 らねており、総面積 113。 25Kピ 、人口 6,300余人を数えている。

村への入 り回は、北から国鉄飯 田駅から国道 153号へ抜ける信南バスで、また南からは、国鉄名古屋駅か

ら国道 153号へ道をとって、名飯バスが通 じている。将来 は中央 自動道、国鉄飯田・中津り|1線が通過する。

園原は、阿智村の うちでは旧智里村智里西地区の西端にあたる部落である。つまり伊那谷では最も西に

寄る所にあたるわけである。天竜り||に注 ぐ阿知川の上流の一つである園原川に沿 う小 さな段丘面 と、それ

を覆 う崖錐性の堆積が、扇状地状の地形面を造 っているが、これより上方はすべて山地帯 となる。園原川

縁辺の段丘面や、その夕報 Jで、山地帯の裾 に貼付いた扇状地状の崖錐面を耕地 としまたこれらをとりまく

囲 りの山地帯から山林資源が供給 される、糸屯山村であったが、過疎化の波 に大 きくゆられている。

部落のゴ酬」を限る尾根 は、神坂山の張 り出しで、この神坂山から北の富士見台一帯が、準平原状のなだら

かな起伏 を重ねており、古 くから牛 `馬の放牧がさかんである。またこの準平原状の地形が夏のキャンプ場

として1開発 され、一方中央 ァルプス南端の主稜恵那山登山のキャンプ・サイ トにも利用 され、春から秋 に

かけて行楽の人影が絶えない。園原は、富士見台キャンプや、恵那山登山をめざする人達の通り抜ける山

裾の部落でもある。 (写 1, 2, 5, 7, 8, 9,10,11,12,13)               .
杉の本平遺跡は、本谷川の支流、園原川上流左岸沿いに位置 し、園原段丘Ⅲと呼ばれる段丘面 と、それ

を覆 う扇状地性の押 し出 しの斜面に、ほぼ 30,000rに わたる範囲で広 がってぃる遺跡である。遺跡の中央

を南東 に向って園原り11へ注 ぐ梨の本沢があり、従 ってこれを境にして西側 を杉の本平遺跡 A地域、東側 を

杉の本平遺跡 B地域 として便宣的に区分 して呼んでいる。 (写 3, 4)

A地域は、標高1000m付 近を通 る林道周辺から、南東に強 く傾斜 して園原川に面する斜面の先端部 までで、

先端で標高 985mを 測 り、急崖 をもってのぞむ園原川 との比高は 40mほ どである6林道上は畑地 になって

おり、林道下は、4枚の水田と4枚の畑地が階段状に造成 されている。昭和 46年度斜坑広場 その 1地区と

して、発掘調査のなされたのが、このA地域で、全体 6000ぽ ほどの面積中、やく3200ぽ が調査対象になっ
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た。 (こ れについては、「46年度長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書 :下伊那郡阿智村斜坑広

場 その 1」 によられたい。)(写 3, 4)

B地域は、梨の本沢西側ほどの強い傾斜はないが、西から東に向 う崖錐性堆積面は、西側林道辺 が急で、

東へ降 るに従 って傾 きは緩 るくなって、南東側 を流れる園原川 に面するようになる。標高 1000～ 970mの

間にあり、地域の南端で園原川との比高は 25mほ どを測 る。この林道下から園原川 までのB地域 は、広 さゃ

く8000ぽ の範囲にわたっており、10余枚からなる水田・畑 などの耕地 と、旧地主の宅地および旧墓地が、

全体 とすれば東向 きの日だまり地形面へ、
′
階段状 に連続 していて、この間を峠への旧道が通過 しており、

東へ向えば、情緒豊かな伝承の地「姿見の池」や「朝 日松Jの ある児の宮地籍から、「千代の沢」 を越 し

て、「駒繋の桜」のわきを通 り「月見堂」 に至 り、更 に園原部落の中心へ続 き、部落越 しにテーブル状の

網掛山を望む。西に向 うと、200mほ どで園原川沿いの山裾 に、栃の大樹 と老杉の叢に囲まれた「神坂神

社」 (地元では住吉様 ともいう)があり、境内には「 日本武尊御腰石」の伝承 がある。この辺 りから谷は

狭ばまり、山腹を折れ曲る林道は、急勾配 な坂道 となり、終点の追分まで続 く。深まった谷の底 を流れる

園原川はすでに、崖端を縫 う渓流 となり、やがて枝状 に分れて神坂山の山装深 くわけ入 るようになる。

南を望むと、園原川の対岸に「暮自の滝」の垂水が白い帯になって見え、滝頭から奥 に矢善洞が、京平か

ら東に向 う1200m級の稜線 に続いて、屏風のように南の空 をさえぎっている。北は、林道上の一部 を除け

1鉢申坂山になり、急峻な山岳地形をなしている。神坂山の南東へ張 り出す稜線は、園原部落の北側 を限る

山稜 となり、この稜線 にほぼ平行する方向で、中央 自動車道恵那山 トンネルが通過することになっている。

恵那山 トンネルの送換気用の斜坑回は、現地表景観物でいえば、神坂神社の東倶1、 林道下の傾斜地 に設

計 され、梨の本沢西側 に第一期工事が、また梨の本沢東側 に第二期工事が計画 され、
｀
二期工事 に関連 して

今年度の発掘調査がなされたわけである。今回調査は、B地域全体面積 8oooポ のうち、4200ポ が調査対象

となり、従 って調査は対象区域内に限 られている。 (写 3, 4)

園原川 を挟むこの谷間には、20ケ所ほどの遺跡 ないじは、遺物採集地がある。園原川沿いの小 さな段丘

面や、山裾の傾斜面、または神坂峠 も含めて山路に点々と続いていて、その規模や、遺物の量 は伊那盆地

の平坦部 とは様相 を違 えてぃる。地図へ落 してみるとわかるが (図 4)、 園原川の左岸から、神坂峠へ至

る山路の各所に点在 し、それを結べばそのまま古代交通路の筋を示すことにもなっている。(写 6,8,12,

13)園原川が本谷り由に合流する付近から、神坂神社付近 までは谷間に小 さな平坦面や比較的緩 るやかな斜

面が展開す るため、遺跡の規模は広めで、部落の東口にある長者屋敷 A、 部落の中心部の下瀬河原 A・ B,

部落西狽1の薬師平、杉の本平の東に続 く児の宮などの遺跡は、出土遺物 も多 く、また複合遺跡で もある。

ところが、神坂神社より奥の、山路に点在する遺物採集地は、まさに路傍へ置かれ、また散布 された遺物

の本目を示 し、土器類など細片がほとんどであり、交通路か交通安全を祈祀する祭祀遺跡、または仮泊の遺

跡が多いと考えられている。この交通に関連する遺跡群 ないしは遺物群で共通することは、古 くは縄文早

期の遺物を出す所もあり、糸電文から弥生 にかけての遺物は多 くが単独で発見 される傾向があり、量 もす く

ない。 しかし古墳時代以降、とくに平安時代を中心 に遺物の出土量が急激に増加することである。古代東

山道開設 に伴 う交通路の整備 と、官道 としての東山道最難の信濃坂東麓に位置 していたことによることを、

この遺物量の変化 が物語 ると考えられる。信濃坂を上下 した旅人が眼前の急峻を仰 ぎ、来 し方 を振 り返 え

る所は、まさに杉の本平遺跡を除いて他 にはない。 (宮 沢 )
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2.遺 構 と遺 物 (図 5,6)

今回の調査 によつて確認 された遺構は、糸電文時代後期の竪穴式住居址 1軒。古墳時代の祭祀址 と考えら

れるテラス状の小広場 2、 土渡 1、 遺物の出土状況 からみて遺構 に国状 と考 えた炭層県PI奈良時代の竪穴

ュ.。 :平安時代の土渡 3、 溝址 と溝状址 3、 炭層 1および、平安時代 を中心 として前後 にもわたると考えら

れる道路状遺構 7。 中世の竪穴 2、 集石址 1。 その他時代不詳の土渡 1、 集石址 1、 溝状址 1がある。

予想外に多量の遺物 を出 したA地域 より、全体地形が緩 るやかであることから、相当量の遺物出土が期待

されたが、結果的 にはそれぞれの遺構 に関連 して少量の遺物の検出にとどまった。

崖錐性堆積物が、西にきつ く、東に緩るやかな傾斜面を覆っていることと、その傾斜面が一様でなく、

微細 にわたれば緩急凹凸のある原地形面であることなどから、今回調査区の地層々序は場所により、かな

り複雑な相 を示 していた。それぞれについては、関連する遺構説明の項 によられたいが、全体的 には黄褐

色系の砂質土が基盤 となり、その上に褐色系の砂質土があって、古墳時代―平安時代の文化層 を形成 し、

その上へは黒色系の砂質土が覆っており、鎌倉一室町時代の文化層 をなしており、その上は耕地造成時の

埋土や耕土 になっていて、近世一現代の文化層 として区別することがで きた。最上段 d面 に存在 した 2枚

の炭層の広 がりについては、1耕地造成や墓墳による攪乱などで部分的にしかつかめていない。なお黄褐色

系の基盤層 とは、この遺跡の中核をなす古墳時代以降の基朧 ということである。

1)住 居 址  (図 5,7,9913の 1-39写 14)

(宮沢 )

遺構 調査区d面 の南端,BE O BF 48049グ リットにかかって発見 された竪穴式住居址である。梨の

本沢の縁 を通過する旧道 にかかり、また平安時代か中世 と考えられる 3号溝状址によって切 られているた

め、遺構の 3分の 1ほ ど調査で きただけである。

d面の南端は、原地形面に狭い踊場状の平坦面があり、この面は東側ではc面へ続 く 急斜面 になって東
へ向いて低 くなり、南の梨の本沢へ面する側は、崖状に切 り立っている。また平坦面も全体的には東に面

して緩 るく傾 く。旧道や溝状址に破壊 されてはいるが、復元的に遺構の位置をみれば、南 と東に沢 と斜面

を持つ平坦面の先端 に構築 された住居址であることがわかる。糸田礫 を含む黄褐色砂土を掘 り込み、本炭粒

を含む暗褐色砂土を覆土 としている。確認 された範囲では径約 5mの円形プランを呈 し、 3本の柱穴 と、

床面中央 よりやや西側で地床炉の一部が検出された。床面は掘 り込んだ地層が砂質土であるためか、荒れ

ていて軟弱ででゎずかに壁が残 されているが、20cm前後の高 さを測 る。

遺物 木炭粒を含む暗褐色砂質の覆土から、深鉢の胴部破片 (図 13の 1,写 14)、 定角式磨石斧 (図 13

の2,写 14  )、 横刃型石器 (図 13の、3,写14  )が出土しているt土器は暗褐色、比較的よく焼き

締ったものでヽヘラ描の沈線が縦位 に数条つけられている6磨石斧は蛇紋岩製、横刃型石器は硬砂岩製で

ある。 1号住居址は、遺物相からして、縄文後期初頭のものである。
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2)テ ラス

ア  1号 テラス  (図 5,6,7,9ヮ i4の 1-3ヮ i5の 1-15,写 15,16)

遺構 調査区a面 の南東端、YV・ YW 61-65グ リットにかかって発見 された、祭祀址状の小広場であ

る。西上方に 2号テラスがある。調査区境で発見 されたためにt南東縁は調査区外へ延びている。図 6の

地層断面図でわかるようにa面平坦面が終 って、南東側へ傾斜を強めだす所 にあり、地山である黄褐色砂

土を平坦化 してあり、その上へは巨礫がいくつかの り、また巨礫の周辺 には茶褐色の砂質土が、北側では

とくに木炭粒混 りの黒褐色砂土が、南北 に長い半月形で、360× 190cm範囲に薄 く広がっている。巨礫付近

を中心にして、石製模造品、土師、須恵器類が、また木炭粒混 りの黒褐色砂土を中心に灰釉陶器椀類が主

として出土 している。

遺物 茶褐色砂土から出たものに石製模造品 (図 14の 1-3,写 15の 56057)があり、比較大形である。

他 に土師器類 (図 15の 1-7,写 16の 58-61)、 須恵器類 (図 15の 809)。 炭粒混 りの黒褐色砂土の灰

釉類 (図 15の 10-15,写 16の 62063)があり、「水」 と読める墨書椀もある。15は おろし皿である。

祭祀形態を示す遺構 と考えられ、時期は古墳時代 を中心 としていると思われる。

イ 2号 テラス  (図 5,8,9,14の 4-6,15の 16,写 17)

(村上 )

遺構 b面 のほぼ中央部、東端に近い所に位置する緩傾斜面である。北側山寄 りの勾配の強い傾斜面 と、

南側園原川 に面する崖端部からの傾斜面の狭 まい低地内にあって、南へ傾 きながら東面する傾斜地 となっ

ている。北側 を東走する 1号路址 と南狽Jを 東走する 3号路址に問 し、10数 コの巨大な転石が群をなし中に

は、4m× 2mの巨大なものさえある。この巨礫群 を含めて 10× 12mほ どの範囲内は、周囲よりや 低ヽめ、

茶褐色砂質土の堆積が 20cmほど見 られ、剣形石製模造1品 2、 臼玉 1、 土師器ナ不形土器が出土 しているので、

巌石 と石製模造品を関連づけた遺構 と見たい。とくに臼玉 と椰形土器は、黄灰色砂礫土中に密着 した台形

上の巨礫の傍 に置 くような状態で発見 されているのは、ただ偶然ではなさそうである。この巨礫 は南側 を

走 る 3号路址の北壁 に接 し、巨礫群は、 3号路址 と、東側急傾斜面に対してや 小ヽ高い緩傾斜の小広場 と

なり、伴出する遺物 もあるのでテラスと呼称 した。杯形土器や石製模造品の発見はあったが、この周辺 に

は炭化物や焼土等の発見は見 られなかったが、神坂峠西麓の山畑遺跡での事例 と共通 しており、山神祭祀

の一形態と考えられる。

遺物 剣形石製模造品 2(図 14の 405)、 臼玉 1(6)と 不形土師器 (図 15の 16)で ある。石製模造品

は、みな滑石製である。 41よ、両面擦痕を残 し、両面に鏑 なく板状のもので、 2孔、 5は同形態の剣頭で

ある。 6は、臼玉で杉の本平遺跡唯一のものである。石質、形状、製法等神坂峠出土のものに類似 してい

る。邦形土器は、口縁が外反 し、口唇の仕上げ良、黄褐色の精選 された胎土で、ヘラ状工具による調整を

を残 している。古墳期のものに比定 されよう。この周辺出土の土師器片は同個体のものである。 (今村 )
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3)道 路状遺構

ア l号路址と5号路址  (図 5,9, !701 二 16, 2303,280: 2,写 18ヮ 19927)

遺構 調査区北端のb ec面 にかかって検出された道路状遺構で、 1号路址から分岐するものを 5号路

址 とする。 このあたりは、細礫を含む黄砂土 を地山として、黒褐色土、黒色土、埋土、耕土の順 に堆積す

る地層々序 を観察することがで きるが、この最下層の黄砂土 を断面 U字状 に凹めて道 とするものである。

この断面に示 された地層面を復元的に観察するならば、地山をU字状 に凹めるために、路底は堅 くなり、

薄い酸化鉄の沈澱層が路底面を覆い、その上へは砂質の黒褐色土が凸レンズ状に流れ込んでいる。この砂

質の黒褐色土の上面 には、大は人頭大から、小は細礫 にいたる礫が場所によっては敷 きつめられたような

形状で広がっている。この上面の黒色土以上は路址に関連する時期以降にこのあたリー帯を覆ったものと

思われることから、除外 して考えてみると、まず路巾をきめて地山を凹め、その凹みが道筋 になって踏み

かためられる。全体地形が西から東に傾いているために、凹められた溝状の路面には、降雨のたびに上方

や、路側面からの流砂や、流細礫、時には転石が路底へ堆積する。その上を往帰する人が踏みつ けていく。

降雨のたびに侵透する流れに含まれる鉄分は、やがて路底 に沈澱層をつ くり上げていく。路面が荒 らされ

た時 には、路面整備がなされ、場所によっては敷石状 に礫を置 きなおす。

b面 は、過去の田地造成時に掘削された範囲が広いので、路址もその時に欠き取 られて しまった所があり、

また後 になって、西から東に向って流れた 2号溝址が、 1号路面を切 るため、特 に南東狽1で路址の不明な

箇所が多い。東端では、北側の 6号土渡のある側がや 高ヽ くなるために、路縁だけが 2号溝状址 に沿 って

5mほ ど残 されている。路底巾は 160cm、 路縁巾 (凹めた道の上端)は約 240cmで、b面西端では路底 巾
80cm路縁巾 120clnを 測 ることがで きる。c面では、b面境が田地造成時に広 く削 られているため、南側 は

欠きとられている。最大巾路底で 460cm、  路縁巾 520cm、 上方で路底巾 220cm、 路縁 巾 340cmを計 ること
がで きる。 1号路址が道巾を一番広げる所の北側から、 5号路址が分岐するが、分岐点で路底巾 220cm、

lmほ どしか調査で きなかったが、一番北端で路底巾 120cm、 路縁巾 220cmを 測 る。 1号路址の全長は約
28mが確認 されたが、道巾は一定でなく、b面西端は路縁巾 120cmで狭 く、また 5号路址 と合する所は路
縁巾 520cmを 源jる わけで、路面構築時になされた路巾がどのくらいであったかは判然 としない。ただ予測

されることは、この路址が占める地形は、西高東低の傾斜地であるために、降雨などによる水の流れや、

礫、砂などの流れが考えられ、調査 によって露呈 された姿は、路面構築時のものよりは巾が広 げられたも

のと思われる。

遺物の出土状況 は、敷石状の礫面上の黒褐色土に、常滑焼の甕類片 と山茶椀 0山皿片が多 く、礫面上から

礫間にはさまれて灰釉片が多く、他 に土師・須恵片が主 として発見 され、まれに敷石状礫下の砂質土中に

土師片が含 まれていた。

遺物 路址 に関連 しないと思われる黒色土では、古瀬戸片 0青磁片も含 まれるが量はす くなく、主 とし
て、路址に関連する黒褐色土・敷石上または敷石間に含 まれており、土器片数では灰釉・土師・須恵・中
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世雑器類の順 になる。土師器類には (図 16の 112)が あり、灰釉類 には (図 16の 3-25,図 17の 1-11,

写19の 73)があり、図 16の 14は輪花椀である。常滑焼 には (図 17の 10014015,写 19の 73)があり、山皿、

山茶椀に (図 17の 12・ 13)が ある。古瀬戸 (図 17の 15016)や 、鉄製品 (図 28の 1・ 2)も ある。

1号路址は、 3号路址 とともに、調査区中央 を東西に貫いており、他の何本かの路址中、,も っとも整然

とした姿 を見せてお り、杉の本平遺跡 B面での中核的な位置 を占めていたものと思われ、そして遺物の出

土状況 からして、この遺構 は平安時代を中心 に繁用 された道路址であると考えられる。 (今村正次・宮沢 )

イ 2号 路址  (図 5,9,17の 17-23,18,28の 304ヮ 写 20)
|   (

遺構 調査区d面 西端で検出された道路状遺構である。調査区中、最 も傾斜の強い所にあったため、西

と東側は田地造成時 に削 りとられて しまい、確認 し得た範囲は広 くない。このあたりは、黄褐色砂質土を

地山として、角礫混 りの褐色土、角礫混 りの黒色土、田地造成時の埋土、耕土の順 に地層が堆積 している6

地山になる黄褐色砂質土を全体 とすればわずかに凹めるだけであるが、凹面はかた く締 っており、踏み堅

められたものであることは確かである。凹面へは角礫 を含む褐色土が落ち込んで覆土 になっている。

10305号 路址のように明確 な断面U字状を呈 さないのは、この路址の延びる東西方向の原地形が、か

なりの傾斜 になっているためと思われ、従って路面は南北 に巾をもって移動することがあったのではない

かと考えられる。なお上述のように西側は田地造成時に、東狽jは 田地造成時 と、後の溝址のために切 られ

ている。路址の規模 は、西端で路縁巾 480cm、 東端で路縁巾 280cmを測 り、不整形であり、調査全長 6m

で、東西 に延びること以外には、その関連 を握むことがで きなかったらなお他の路址に認められた敷石状

の礫群はなかった。

遺物の出土状況 は、踏み堅められた黄褐色砂質土上面に土師、・須恵片が分布 し、褐色覆土 には灰釉・山茶

椀片が、また黒色土 には古瀬戸、青磁片などが含まれていた。                    |

遺物  2号 路址 に関連する遺物は、土師・山茶椀・平鉢・須恵・灰釉・古瀬戸・常滑の順に量 を減 じて

いる。土師・須恵片が他の路址よりも多い。須恵器は高杯 (図 17の 17-20,写 20)と 鉢 (図 17の 21,写 20)

があり、比較的薄手で暗灰色か黒灰色を呈 し、焼 きもよい。灰釉椀 (図 17の 23)山茶椀には (図 18の 1-

6,写20)があり、平鉢 (図 18の 7・ 8)、 常滑の甕や片口 (図 18の 9010)そ の他古瀬戸 (図 18の 120

13)、 青磁椀 (図 18の 14,写 38の 130)な どがある。なお器種不明の鉄製品 (図 28の 304)も 発見 されて

いる。土師・須恵の多いことから 2号路址は奈良―平安時代 に属すと思 う。

ウ 3号 路址  (図 5,9910919920,21928の 5-15ヮ 写2:-25)

(速那 )

遺構 調査区a面 よりc面 にかかって検出された道路 状 遺 構 である。 西 高東低の地形面 に構築され

ていたため、後の田地造成時に階段状に掘削 していくつかの平坦面を造うた折 りに、c面の西端 と、b・

c面境 は遺構が削 りとられている。この付近の地層々序は、黄褐色砂質土を地山にして、褐色砂質± 0黒

褐色砂質土・黒色土・田地造成時の埋土・耕土の順 に堆積するが、路面は地山の黄褐色砂質土 と上面の褐

色砂質土をU字状 に掘 り凹めて構築されている。路址断面は図 10でみられる通 り、凹められた路底へは、
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後の降雨などで流出 した青灰色の砂質土が凸レンズ状 に堆積 し、その下面には酸化鉄の沈澱層が薄 く扶ま

り、この砂質土の上を敷石 もしくは、上方や路側面からの転石が、本炭粒混 りの黒褐色砂質土 とともに、

比較的厚 く覆 っている。この本炭粒は、前回調査のA地域炭層にかかわりをもつものかもわからない。
いずれにせよ、断面で観察 される路面は、北隣で連続する 1号路址 と似ており、後述の遺物相 などをも勘

案すれば、複数時期 にわたる利用が想像 されるものである。

a面では、全長 12 rrilが確認 され、平均的な数値 をとれば、路底巾 180cm、 路縁 巾 240cmを 測 り、路 E函への

大形の転石が多い。付近 には巨礫の傍が選ばれた 2号テラズがある。b面 からc面へあ連続は詳細 にわた

っては不明であるが、c面東端へ続 くものである点は疑いない。c面では全長約 31mの主筋 と、途中から

分岐 して、おそらくはやがて合流 したと思われる副筋が 7mに わたって確認 されている。 (図 9)路面規

模はまちまちであるが、東端で路底巾 240cm、 路縁巾 360cm、 副筋の分れる付近の路底巾 250cm、 路縁 巾

370cmと 広 くなる。 西に向っていた道筋が南にすこし振 るようになる所で路底巾 180cm、 路縁巾 320cm、

西端では路底巾 50cm、 路縁巾 120cmと せばまっている。ただしこの西端は、田地造成時に削 られた所で も

あり、・路底近 くまですき取 られている。副筋の方はや 狭ヽ まく、路底巾 80cm、 路縁巾 160clnを測 る。なお

この副筋の方は路面への敷石 ないしは転石がす くない。

遺物の出土状況 は、敷石状の礫をもとにすれば、礫面の含 まれる木炭粒混 りの黒褐色土中に、山茶椀・常

滑・古瀬戸 と少量の青磁片が多 く、礫間や、礫面下、路底辺 に堆積する青灰色の砂質土にかかって、土師・

須恵・灰釉片が多く検出され、また土器類 とともに鉄製の刀子・鎌・釘 なども出土 している。

遺物 最 も広い範囲にわたって調査で きた路址であったせいか、発見 された遺物の量が多い。量的には
土師・灰釉・須恵・山茶椀類・常滑・古瀬戸類・青磁片の順 になる。

土師器には (図 19の 1-3)が あり、不・甕類が多い。須恵器には (図 19の 405,写 24,25)があるが、
甕は暗灰色の胎土で、大形・自然釉が美 しい。灰釉陶器 には (図 19の 6-18,図 20の 1-20,写 25)があ
が、図 19の 607は輪花椀である。椀類がほとんどを占めるが、図 20の 15-20の ような壺類 も含 まれてい

る。山茶椀類 には (図 20の 21-24,図 21の 1-13,写 25)があり、平鉢・椀・皿類に分けられる。 常滑

(図 21の 14)、 古瀬戸のおろし皿 (図 21の 15)、 青磁椀 (図 21の 16017,写 38)な どが、土器類の主なも

ので、他 に鉄製品として刀子 (図 28の 10011,写 43)平鎌 (図 28の 13,写42)があり、釘 と思われるもの、

その他器種の不明な (図 28の 5-9012014・ 15)な どもある。

3号路址は、1号路址愛 もに、杉の本平遺跡B面で中核的位置を占めた主要道筋であって、土師・灰

釉などを多く含むことからして、平安時代を中心に繁用された道路址であると考えられる。(本下・宮沢)

工 4号 路址  (図 5,9,22,23の 1,28の 169写26)                  (

遺構 調査区最上段 にあたるd面の北端で、上の林道 に続 く急傾斜 な土手裾 にかかって発見 された道路
状遺構である。ここは林道側から東に向 う急傾斜を階段状 に削って田地 にした所であったことと、東側 に

は旧墓地があり、墓墳のための攪舌Lがあり、調査で きた範囲は広 くない。

西から強 く傾斜する黄灰色砂質土が地山になっているが、この地山の上には上方からの流出する土砂が幾

層 にもなっており、細分すると、褐色土・砂利・褐色土・黒色土・田地造成時の埋土・耕土 とい うような
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複雑な地層々序 を示 しているし、更には部分的に上方の傾斜地からの影響の大 きい所・小 さい所 もあり、

黄灰色砂質土 とした地山が、西端へ行 くと細礫混 りの黒褐色土 になる所もある。これは上方からの傾斜方

向が一定でなく、園原段丘Ⅲと呼ばれる平坦面の山裾側が受けている崖錐性堆積作用による結果 と思われ

る。

路面は、黄灰色砂質土をわずかにU字状 に凹め、拳大以下の礫や砂質土が踏み締められた状態で確認 され

たものであるが、ゴヒ側からの傾斜が強いために、路面 もそれに従 って、南側の方がや 低ヽ くなっている。

全体的には西から東へ傾斜 し、東端は 7号路址面よリレベルが高い。上述の旧墓地 に当るため、攪乱が激

しく正確 に快号路址 との関連が捉 えられなからたのが残念であった。

調査 し得た範囲 は、長 さ10mで、路底巾 80～ 180cmを 浪jる が、墓渡 による攪乱などを受 けた所は狭 くな

っている。なお、 10305号 路址のように、U字状の掘 り込みが明瞭でないので、路縁巾などは判然 と

しなかった。

遺物の出土状況 は、砂礫が堅 く締められた路面 に土師・須恵・灰釉片が多 く、他 に山茶椀類・古瀬 戸・

常滑類片が含まれており、砂礫中や、砂礫間に扶まれるものは比較的少 なかった。

遺物 発見 された遺物は、灰釉・土師・須恵・山茶椀・古瀬戸・常滑の順 に量を減 じている。土師器に

は糸切 り痕を残す甕 (図 22の 1,写 26の 91)、 須恵器 には不類 (図 22の 2-4)灰 釉陶器椀 (図 22の 7)、

山茶椀 (図 22の 5060809,図 23の 3)、 平鉢 (図 23の 1)釘 と思われる鉄製品 (図 28の 16)な どが

ある。

オ 6号 路址  (図 5,6,9)

(小林 )

遺構 調査区 d面ほぼ中央で、BG― B H 60-62に かかって発見 された道路状遺構である。調査区最上

段 に位置するこのあたりは、上方を走 る林道側からの傾斜 が強 く、従 って崖錐性の堆積物からなる地層々

序 も、複雑な相 を示 している。下から黄褐色の砂礫土・黒褐色砂礫土・黄褐色砂礫土・炭層・茶褐色砂質

土・黒色砂質土・耕土 というような具合で、またこの堆積 も一様ではなく、地山と考えられる黄褐色の砂

:礫
土が、全体的には北西から南東 に向 う傾斜 を有するが、部分的には北側 を低 くする傾 きもあり、その上

を覆 う上層の各 は、この地山の傾 きに平行 して厚 さを増減 させ、また北側の 4号路址の方からは、南に向

う急な斜面 もあるため、図 6の 3でみられるような層序を示すことになる。

ここは、他の d面 に遺 された道路状遺構同様 に、田地造成時の傾斜面掘削により、削 り取 られた面が広

く、発見 された遺構 は範囲が狭い。地山をわずかに凹めた程度であるが、細礫 と木炭粒 を混 じた堅い路底

が確認 されている。全体は南から西に曲る形状で 4mの 長 さで、路底巾 100～ 170cmほ どを測 る。

遺物 遺物はほとんどなく、細礫 と木炭粒の混 じた堅い路底面から、土師片が発見 されているだけであ

る。

6号路址はt杉の本平遺跡B面のほぼ中央最上段 を通過する路址の一部であったが、遺物 もす くなく、

遺構全体 も、路底面だけの確認であったので、もともとの姿を復元的に捉えることが苦難である。少量な

(竹村 )がら、包含 される遺物からみれば、奈良―平安時代 に関連する路址 といえる。
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力 7号 路址  (図 5,6,9ぅ 写 27)

遺構 調査区最上段 にあたる d面の北端で、上の林道から続 く急傾斜 な土手裾から、旧墓地 と、更 にそ

の土手裾 にわたって発見 された道路状遺構である。

もともとが、山裾の急斜面を階段状に土地造成 した所であることと、墓渡のために攪乱を強 く受 けてお

り、調査範囲は狭い。細礫 を含む黄褐色砂質土を地山とし、その上へは、北 と北西方から流出する土砂が、

幾層 にもわたって堆積 しており、加えて上述の墓渡 を掘 り込んだ際の攪舌しにより、かなり複雑 な地層々序

を示 している。

確認 された路面は、全体 とすれば、北側の急傾斜 な山裾 を迂廻するように、山裾 に沿 って延びるが、西

高東低の傾 きをもっている。細礫 を含む黄褐色砂質土が踏み堅められて路底面を形成 し、その堅い路底面

上へは、北側斜面からと考えられる人頭大から攀大の転石が多い。

確認 し得た遺構の規模は、多少蛇行する曲 りをもって長 さ 7m、 路底巾 100cln内 外であるが、北狽1は山

裾 に接するためか、攪乱をまぬがれていて、南側 よりは長い範囲にわたって路縁が残 されていた。遺物は

発見 されていない。

す ぐ西上方 に 4号路址があるが、 7号路址西端 と、 4号路址東端 とでは、路面のレベルと、路址の延び

ると思われる方向にくい違いがあり、上になる 4号路址東端の続 きが極端 に下がるものならば、あるいは

連続する可能性もあるが、調査時には確認で きなかった。 4号路址以前の道路状遺構である。 (小平 )

4)竪  穴

ア  1号 竪穴  (図 5,699ヮ 11924の 1ヮ 写 28)

遺構 調査区最下段の a面、YX 61～ 63グ リットにかかって発見 された、竪穴址である。 このあたりは、

調査区中では最も広い水田跡 にあり、杉の本平遺跡中では最も平坦な面をなしているが、原地形そのまま

ではなく、ことに西側は水田造成時に削 られている。ただし水田造成によって削 られた範囲も含めて、地

山面ヘコンターを落 して作製 した地形図 (図 9)で観察すると、竪穴の構築 された所は、上・下 にやや広

い平坦面が、原地形にあったことかわかる。つまり原地形面には、階段状 のあまり広 くないが、平坦面を

もっており、平坦面間の斜面に 1号竪穴が構築されていたことになる。        
ン

この付近 は、東 に寄 るほど厚い地層の堆積 をみせるが、全体的には、赤褐色の砂質土を地山にして、奈 i

良時代の遺物 を含む黒褐色土、平安時代の遺物を含む褐色土、中世陶器類を含む黒色土、田地造成時に埋

土 にされたために最 も厚い新 しい近世以降の地層 とが類別で きる。遺構は赤褐色の砂質土を掘 り込むもの

で、北東から南西方向に長軸をとって、230× 160cmの長方形を呈する。北西側では垂直に近い 40cmほ どの

壁があるが、南東側では、竪穴の中央辺までが掘 りが浅 く、また大は 40cm径 ほどの礫が入っており、石積

状をなしている。 なかには!董タトからの転石 もあるようであるが、半J然 としない。竪クt内へは、黒褐色土が
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落ち込んで覆土 をなしている。掘 り込む赤褐色土が砂質であることから、床面、壁面 とも軟弱である。

遺物の出土状況 は、ほとんどが、床面近い覆土中に含 まれていた。

遺物 土師器片 と須恵ネ片が発見 されているが、 量はず くない。 土師器は不・甕の破片で小 さい。須

恵器には、 ロクロロを痕す琢 (図 24の 1)がある。                         l

l号竪穴は、 a面東南端近 くで発見 され、付近 には 1・ 2号テラス 103号 路址東端、 1号集石址など

あり、赤褐色砂質土 を掘 り込み、黒褐色土を覆土 とする遺構で、掘 り込みや遺物相からみて、奈良時代 に

層す竪穴址 といえる。  ,

イ 2号 竪穴  (図 5,9ヮ ‖,24の 203,写 28)

(村上 )

遺構 調査区 b面、AG OAH61グ リットにかかって発見 された、竪穴址である。 b面 は、 a面 につ ぐ

広 さをもった水田跡であるが、地形図 (図 9)でみられるように、原地形は、 2号テラス東側 と、 2号竪

穴西傾Jに やや広めの平坦面があり、この 2つ の平坦面の中間帯は緩 るい斜面になっているが、西から東に

傾 く斜面に 2号竪穴は構築 されていたことがわかる。

遺構は、角礫 を含む黄褐色砂質土を掘 り込み、褐色がかった黒土を覆土 としており、東西に長軸をもっ

て、220× 150cmの 長方形を呈 し、西高東低の斜面にあることから、西側で 50cln、 東側では 5 cmほ どの、垂

直に近い掘 り方の壁丈をもっている。床面は堅いタタキになっており、東狽]中央 に40cm径 の偏平 な石が置

かれており、西隅に径 40cm、 深 さ 15cmの ピットが 1つ うがたれている6

遺物の出土状況 は、褐色 がかった黒色覆土中に含まれて中世陶器片少量が発見 されている。

遺物 中世陶器の うち、梅枝花様の絵付のある椀 (図 24の 2)と 、やや厚手の黄瀬戸の鉢 (図 24の 3)

がある。

｀2号竪穴は、 b面東向の斜面に構築 された長方形の竪穴址で、地山と考えられる角礫混 りの黄褐色砂土

を掘 り込み、黒色覆土をもつ中世の竪穴址である。                  (片 桐 )

ウ 3号 竪穴  (図 5,9,11,24の 4ヮ 写 28)

遺構  調査区 b面のゴヒ東端 AF 660 67に かかって発見 された、竪穴址である。 b面ゴヒ側は、中央の路址 .

などが検出された一帯を包むような形で、上方からの尾根の先端 に影響 されて西から東 に張 り出す地形に

なっており、従 って全体的には、西高東低の傾斜面ではあるが、ゴLへ寄 るほど、南に向 う傾斜が強 くなっ

ていく。遺構 は、細礫混 りの黄褐色砂質土を掘 り込み、黒褐色砂質土を覆土にもつもので、南西一北東に

長車由をもって、270× 145cmの長方形を呈 し、西側で 30cm、 殊こ狽」で locmほ どに立ち上:る 壁 を有 し、30cm辺を

測 る四角な礫が 2つ床面 に置かれている。床面はタタキになっており、東隅近くに径 40crnの ピットがある。

ただしこのピットは後 にうがたれたもので、落ち込んでいるのは黒色の耕土であった。なお、竪穴の北隅

は、風化の進んだ大 きな花同岩があり、竪穴構築時にはこの風化 した花商岩 を掘 り込んでいる。

遺物の出土状況 は、床面東隅近 くに後 になって掘 られたピット内から青い染付のある茶椀 (図 24の 4)

が出ているがこれは除外 して考えてよく、床面近 くでは鉄釉のかかった天 目椀片、酸化が激 しくて形状の



はっきりしない鉄片が、また黒褐色の覆土中からは、灰釉・土師の小片が発見 されている。 ,

遺物  出土状況でふれたように、 3号竪穴 に伴 うものは床面近 くで検出された天 目椀片で、

の灰釉 0土師片は上方からの流れ込みと考えられる。

3号竪穴は、 b面北東端の、南面する斜面に構築 された竪穴址で、天 目茶椀片 などを伴 う、

あるO                                (今 村正次

黒褐色土中

中世遺構で

宮沢).

5)土 墳

ア 1号土墳  (図 5, 9,12,写 29)

遺構 調査区 d面の東端、BB 54グ リットにかかって発見 された土渡である。図 9の コンターでもわか

るように、 d面 から c面へ移行する所は、上ヒ較的傾斜が強 くなっているが、 c面へ傾斜が強まるところに

位置 して、 1号土渡が構築 されている。黄褐色の砂質土を切 り込むもので、90× 50crn楕円形 を呈 し、鍋底

状 に 40cmの深 さに掘 り凹め、黒色の覆土が入 り、拳大の礫が覆土中に存 した。遺物はない。 (竹 村 )

イ 2号 土墳  (図 5,6,9,12,23の ‖ヮ.28の 24ヮ 写29)              |

遺構 調査区 d面 にあり、BG・ BH 620 63付近 にかかって他の 304号 土渡 に近接 して発見 された土

渡である。この付近は、南西の梨の本沢の影響 と思われる押 し出しがあり、南西から北東 に向 う傾斜 と、

杉|の木平遺跡 B地域全体が西より東に傾 くために東面する斜面 と、北傾jの山裾 が延びるために部分的には

南傾する斜面が、それぞれに錯綜 していて、
'そ
の主たる傾斜の方向にむかう上方からの土石の流れが互に

組み込み合 う所が、ちようど 2～ 4号土渡付近 になるため、観察 される地層々序 は複雑である。

図 rにみられるように、角礫を含む灰褐色砂礫土を地山として、黒褐色砂質土・炭粒混 りの黒色砂質土

と黄灰色砂礫土・炭粒混 りの黒色砂土と黄褐色砂礫土・茶褐色砂質土・黒色砂質土・耕土の順 に堆積 して

いるが、上述のように錯綜する傾斜面上にあるため、この地層々序がどこでも一様 に認められているわけ

ではない。遺構は炭粒混 りの黒色砂質土から地山になる灰褐色砂礫土にかけて掘 り込むもので、別項炭層

1(4層 b)か ら下へ うがたれていたことになる。北西一南東方向に長軸を有 し、170× 100cmの楕円形を

呈 し、 2段になる底面 をもっていて、深い方で渡縁 より90cmを 測 る。炭粒混 りの黒色砂土が凹レンズ状 に

入 り、覆土 をなしていた。

遺物の出土状況 は、底面近 くで平根鏃が、またその上方から土師片が比較的多く、須恵片・灰釉片 を少

量上音『 に伴 っていた。

遺物 土器類は小破片が多 く、図化で きるものがす くない。土師器が多く、甕片 と不片であることがわ

かるが器形全体の窺えるものはない。須恵器には杯片があるが少破片で、わずかに図23の 11が 図化で き

た。灰釉陶器には椀片が認められた。金属器 には、有茎で逆刺のある両丸造腸挟柳葉式の鉄鏃 (図 28の 24)

がある。                、
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2号土渡は、 d面 の東に傾斜のはじまる付近 に構 えられた他の 304号 土渡に近接 して発見 されたもの

で、覆土や含 まれた遺物からみて、奈良時代 ないしは平安時代 に所属する遺構 と思われる。 (竹 村 )

ウ 3号 土墳  (図 5,6,9,12)

遺構  調査区 d面 にあり、 BH63グ リットにかかり、 2号土渡から 140cm北 で発見 された土渡である。
上述 2号土渡が南に、西 2mに 4号土渡がある。 2号土渡 と同様、炭粒混 りの黒色砂質土から掘 り込むも

ので、渡底は地山まではいっていない。東西に長軸を有 し 125× 75cmの楕円形を呈 し、深 さ 64cmを測 る。

墳中には、上部 に炭粒混 りの黒色砂質土が、下部 には黒褐色砂質土が落ち込んでいる。遺物の出土状況 は、

上部の炭粒混 りの黒色砂質土 に土師器と須恵器小片が含 まれていた。

なお、渡内上方 に 50× 20cm大 の木炭片が入っていた。

遺物 土師器・須恵器の小破片が発見 されているが、ガヽ さす ぎて図化できない。

3号土渡は、 d面 の東に傾斜のはじまる付近 に構 えられた 3基の うちの一番北狽jに あるもので、覆土や

含まれた遺物からみて、奈良時代ないしは平安時代の土渡 と思われる。

工 4号 土墳  (図 5,6,9,12,23の 12,写 29)

(竹村 )

遺構 調査 区 d面 にあり、B162グ リットにかかり、 3号土渡から2m西で発見 された土渡である。
この土渡の発見 されたB162グ リット付近から南側は、地山が高 く、北側 に向って低 くなるため、 203

号土渡付近 とは多少地層の堆積情況が異 る。即 ち炭層 1と 呼ぶ炭粒混 りの黒色砂土 と黄褐色砂礫土はうす

くなっており、この上層の茶褐色砂質土の下へわずかに扶まっているに過 ぎず、もともとの療の切 り込み

の層がはっきりしないが、 203号 土渡同様 に、黒色砂質土から切 り、地山の灰褐色砂礫土 にかかってい

る。85× 70cm径 で、渡底は 2段になっていた。このあたりの地山は角礫が多 く含 まれるようになり、渡底

にはこの礫が顔をのぞかせている。茶褐色砂質の覆土 を落 ち込ませ、少量の土師片が含 まれていた。

遺物 土師器ネ、甕の小破片がほとんどで、高琢 (図 23の 12)が わずかに図化で きた。

4号土渡は、 d面 の東に傾斜 しはじめる付近で、 2・ 3号土渡に近接 して発見 された土渡で、 203号

土渡 とほとんど同時期の遺構 と思われる。

オ 5号 土墳  (図 5,9,12,21の 18,写30)

(ヤTオす)

遺構 調査区 c面の中央付近で、 3号路址中へ掘 り凹められた土渡である。 3号路址の上面は、関連項

ですでにふれて きたように、路面は黄褐色砂質土を凹めるもので、凹めた上面には青灰色の流砂が覆い、

この上へ敷石状の礫が置かれるのが普通で、礫の上へは木炭混 りの黒褐色砂質土が中世土器類を含んで堆

積 していた。 5号土渡は、この本炭混 りの黒褐色砂質土が、90× 60cm楕円形に敷石状の礫 をはず し、青灰

色の砂層から、地山の黄褐色砂質土を更に 30cmほ ど凹めて充填 されていたものである。渡壁は渡縁からゆ

るやかに底へむかい、またかなリタタキのきいた壁面で、鍋底状の形イ犬をなしている。遺物は墳 を埋 める
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木炭粒混 りの黒褐色砂質土中に常滑の同一個体の大甕片が含 まれて発見 されている。

遺物  常滑 の同一個体の大甕片を図化 したものが図 21の 18,写 30の 1030104で ある。口径 44cm、 底部 を

欠 くが丈は 34cmを測 る大形のものでt肩 をはって、ずん ぐりした形状 を呈 し、器体上部 に緑 の自然釉 をか

ぶ り、下部は茶色 の鉄釉をうす く浮かせている。丸に米字状 か、または数本からたる斜状の印花文を胴部

へ刻 している。

5号土渡は、平安時代 に繁用 された 3号路址中へ うがたれた土療で、常滑の大甕片を含 む鎌倉末か室町

時代 にかかる遺構であろう。                             (片 桐 )

力 6号 土墳  (図 5,9,12,23の 13)

遺構 調査区 b面の北端、AH 66グ リットにかかって発見 された土渡である。東に 3号竪穴が、南には

1号路址がある。 b面のゴヒ側には、西から東に上方からの張 り出す山裾の影響があり、従 って、 1号路址

や 2号テラスのある凹みにむかって、南に傾斜する地形を呈すようになっている。この南への傾斜は北ヘ

行 くに従 って急になり、やがては旧田中さん宅地東側の高い土手に続いていく。つまり、旧田中さん宅地

を限る東側の高い土手裾 に 6号土渡は位置 しているわけである。花同岩の巨礫を含む黄褐色砂質土を地山

として、その上へ部分的にうすい茶褐色土をのせ、褐色砂土・黒褐色土・耕土の順 に地層々序 が観察で き

る。土渡は地山をわずかに凹めるだけで、茶褐色土を覆土 にしている。土墳の形状は、東西に長軸を有 し

西側 をせばめ、東側を広げたスプーン状をなしており、長軸で 110cm、 深 さ 10cmほ どを測 る。遺物は土師

器壺が破片で %個体分ほど茶褐色の覆土中に含まれて発見 された。

遺物 土師器壺 (図 23の 13)は、図上復元でみると、口径 17cm、 器丈 17.5clnを測 るもので、比較的長 く

外展する口辺部 を有 し、頚部をや ゝきつ く締めて丸味のある胴部から平底 に続 く形状をなしている。器壁

表面は赤褐色 をなし、ていねいにみがき上げて光沢を見せる部分 もある。胎土は精選 されていてこまかい。

6号土渡は、 b面北端で発見 された土墳で、浅い渡中に入 り込んだ茶褐色覆土中に土師器壺 を含むもの

で、遺物の相や、覆土からみて古墳時代 に属する土渡 と考えられる。 (宮沢 )

6)集 石址

ア  1号 集石址  (図 5999119写 31)

遺構  a面 ほぼ中央部、東端土堤 に近い所ヾ 1号テラスの北狽j、 黒色砂質土から黄褐色砂土を掘 り込ん

だ竪穴中に人頭大から挙大の石がぎっしりつめられた遺構である。竪穴は280× 60、 壁高30cmの長方形を

呈 し、中につ まった石の間は空間が多く、上から流入 したと思われる砂礫 まじりの黒土が所々に挿入 され

ている。下層から堆積層序を見ると、黄灰色砂礫土からなる地山の上に粘質の強い茶褐色土、礫 まじりの

黄褐色砂質土・茶褐色砂質土・黄褐色砂質土、礫層 |(集石 )・ 集石上だけに見 られる茶褐色砂質土、傾斜

の強い黒色砂質土が自然成層 され、この上層に、薄い茶褐色土・黄褐色土・茶褐色土・黄褐色土・褐色土
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混 り砂礫土と複雑な埋土が厚く載り、最上は水田の耕土である。埋土下に集石されているが、黒色砂質土

の堆積層がはさ
。
まれているので、近世以前の集石址であろう6こ の下方に同類の集石址が並んでいたが、

長さlmほ どの範囲に集石されたものである。その用途は不明である。 せ

遺物 集石間から検出された遺物は、土師器甕片 0須恵器片・灰釉陶器片・天目椀片が少量づつである。
とく!に天目椀片は集石下層から検出されているので、この集石址は中世以降のものと推量されよう。なお

この集石中から検出された灰釉陶器片が、 1号テラスから出土 した灰釉陶器椀形土器 (図 15の 10)の破片

であった。
(イド  オす)

イ 2号集石址  (図 5,9ヮ ‖)

遺構 調査区 b面の東端で発見された集石址である。 2号溝址の南枝東端に近 く、また南側には 2号テ

ラスがある。地山になる礫混 りの暗褐色砂質土を20～ 30cm凹め、東西に長軸を持って20.0× 70cmほ どの疲

があり、その中には砂質の黄褐色土と、砂質の黒色土が入り、上層をなす黒色土の上面に礫を置いている。

l号集石址とは様相の異るもので、北の 2号溝址の延長部かもわからない。遺物はなく時期不詳。(片桐 )

7)溝状址

ア  1号溝址  (図 599923の 4-10,28の 17,写31)

遺構 調査 c面、中央からゴヒ寄 りに発見された溝址である。西上方 には 704号 路址 と炭層、 2-4

号土渡が、南東傾1には 103号 路址がある。旧田中さん宅地 にかかっていたため、遺構 は10mほ どにわた

って遺存 し、他は宅地造成時に破壊 されていて調査不能であった。

この付近は、 d面の東縁が傾斜 してきて、せまい平坦面 にかわるところにあたっており、全体 とすると

'西高東低の緩 るい斜面をなし北側 には南に向って強 く傾斜する斜面が迫ってきている。従 ってここに立つ

と、北に南傾する斜面を負い、南傾1は西から東に傾斜する斜面を見下ろすことになる。宅地造成 `な どで削

り取 られているため、原地層々序 を観察することはできないが、黄褐色砂質土を地山として、黒褐色の表

土が堆積 している。遺構は北東=南西方向に延びる溝状のもので、南西端は耕作時に欠きとられ、北東端

は宅地造成時 に欠 きとられたものと思われるが、長 さ 10m、 巾南西端で lm、 ゴヒ東端で 2m、  深 さ30-

150cmを測 る。溝内へは、下から褐色砂質土・木炭粒混 りの黒色土・砂質黒色土の順 に覆土が堆積 してお

り、それぞれに糸田礫が混 じている6遺物の出土状況 は、雑然 としていて、 3つ に分けて確認 された地層ご

とに文化層を確認することはで きなかった。土師・須恵・灰釉・山茶椀類・常滑・古瀬戸・青磁片などの

土器類・鉄鎌・釘 などの金属器類は、溝中へ流れ込んだもののように観察 される。

遺物 灰釉陶器類・土師器類・須恵器類・常滑・古瀬戸・山茶椀類の順に減 じる土器類がある。須恵器

には杯 (図 23の 4-6)、 灰釉椀 (図 23の 8)、 平鉢 (図 23の 9)、 山茶椀 (図 23の 7)、 常滑の甕 (図

23の 10)、 金属器 には先端 f欠 く'が現長 13cm、 巾 b cm、 内弯する鎌 (図 28の 17,写31,42)がある。
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1号溝址は、 c面西縁の緩るい斜面に、南西から北東に向う傾斜を持つ溝状址で、古墳時代から中世に

至る遺物を含むものであうた。遺構の性格からして、構築時期がはっきりしないが、最下層をなす褐色砂

質土は、杉の木平遺跡B地域の場合、古墳時代以降平安時代までにわたることが多い。従って本遺構の時

期はこれを勘案 して、平安時代までに位置づけることができる。            (小 林 )

イ 2号溝状址  (図 5,9)

遺構 調査区 b面のほぼ中央で発見された溝状の凹みである。西から東に向う傾斜は、各面に踊場状の

せまい平坦面を持って いるが、この平坦面を結ぶ斜面は、西に行 くに従って急である。東側に近い b面で

は、比較的傾斜は緩るやかになっている。最も広い平坦面である a面 を東下に見下ろすこの b面緩斜面を

利用する遺構は多く、 103号路址の続きをはじめとして、 2号テラス、 203号竪穴、 2号集石が集中
しているが、本 2号溝状址は、 2号竪穴、 2号テラス、 2号集石の北側から、 1号路址の南束をかすめて

南西一北東方向に向って流下 していたことがわかる。南西端は、 b面西縁全体が田地造成時に削られたた

めに溝状址もまた切 られており、ゴヒ東端もまた a面西縁が田地造成時に削られたために途切れている。

溝状址の形状は、もともとの原地形の傾きに沿い、
rb面
の凹低地面を貫くように、南西から北東に向っ

て 12mに わたる主筋と、途中から分岐する副筋が8mほ どある。ただし副筋は途中で途切れている。主筋

の方は多少の広狭はあれ、約 120ch、 深さは 10cm前後、深い所では 30crnほ どを測る。地山になる砂礫を含

む黄褐色土を掘 り込み、黒褐色の砂質土を落ち込ませている。副筋の方は溝巾の広狭が激 しく、主筋を越

溢 した流水が造 り上げたものとも考えられる。なお、副筋東端近 くの 2号集石は、副筋に続 くものである

可能性もある。遺物は土師・須恵・灰釉・山茶椀類・常滑・古瀬戸などが雑然として黒褐色砂質土に含ま

れており、
1層
位的な遺物の出土状況を確認することはできなかった。

2号溝状址は、 b面の凹低地面に原地形の傾斜に沿って南西から北東に向うものであった。 1号路址を

切っていることからして、
｀
中世に所属するものと考えられる。

・
             (宮 沢 )

ウ 3号溝状址   (図 5:9922の 10,23の 2)

遺構 調査区 d面の東縁で発見された溝状址である。 d面の南側は梨の本沢の影響からか、全体的には
や 傾ヽ斜を強めて東へ傾 く地形をなしている。この斜面には 1号住居址、 2号路址ミ 1号土渡があり、斜

面の東縁には、 3号路址の西端が延びてきている。遺構は、南側の 1号住居址と、北側の 2号路址を切っ

て、ほぼ南から北に向っていて、溝状址の東縁は、田地造成時に削られたらしくく欠き取 られている。礫

を含む黄褐色土を凹め、その中には砂質の黒色土が上層をなし、下層には黄灰色の砂質土が入って覆土を

なしている。

遺物の出土状況は、覆土上層の砂質の黒色土から山茶椀・常滑・天目椀片などが主として発見され、黄

灰色の砂質土からは須恵・灰釉片などが主として含まれていたが、層によって判然とした文化層としての

まとまりはなく、混在する遺物の出土状況が観察された。

遺物 出土遺物は小破片がほとんどで、図化できたものに須恵器の大形甕 (図 22の 10)と 、常滑の片口



(図23の 2)が ある。
′二号溝状址は、黄褐色の砂贅土を掘り込むものであったが、構築時期がはっきりしなぃ。 2号路址を切

っていることから、平安後代以降中世にかかるものと考えられる。           (逃 那)

工 4号溝状址  (図 5,9:28の 25026)

c面南縁で、 3号路址の南側 に、 3号路址に平行 して延びる形で発見 された溝状の凹みである。このあ

たリー帯の地山をなす黄褐色砂質土を長 さ 3ヽ50cm、 巾 15γ 20cm、 深 さ 5γ30cmほ どの規模 に凹め、その中

へは黒褐色の砂質土 を落 している。流れの方向は原地形面の傾斜 に沿い、ほぼ西から東を指 している。凹

みは広狭の巾を持 ち、また凹底はポットホール状に極端 に凹む所 もある。凹みを覆 う黒褐色砂質土中には、

灰釉 0山茶椀の小破片がごく少量含まれてぃた。

4号溝状址は、原地形面に沿 って不均等な凹みを連続 させるものでることなどから、自然流水の凹めた

ものと考えられる。                             (木 下・宮沢 )

8)炭 層 (図 6)

調査区上段、 d面 の北傾1山裾一帯の緩傾斜地、茶褐色砂質土中に、何層かの砂利層にはさまれた炭混 り

の黒色砂質土の堆積層が確認 された。このあたりは、北からの斜面 と西からの斜面が交錯 し、二方の急斜

面を背にする東南向 きの日だまり地形の緩傾斜面である。茶褐色砂質土から炭混 り黒色砂質土は、灰釉陶

器・土師器片の包含が多 く、焼土群、土渡も検出されている。さらに、 40607号 路址 ども重複が見 ら

れヽ、上方の下部黒土層から糸電文中期甕形土器・縄文早期の土器 1個体の発見もあって、複雑 な様相の見 ら

れる所である。傾斜度・方向の相異により、所によって土層堆積 に大 きな差異 もあるが、 dOHラ インで

地層々序 を見 ると、角礫 を含む灰褐色砂礫土からなる地山の上に、縄文時代の包含層 と推定 される黒褐色

砂質土 (5層 )、 古墳～奈良時代の土師器片を含む炭混 り黒色砂質土 (4層 d)と 黄灰色砂礫土 (4層

c)、 平安時代の遺物 を包含する炭混 り黒色砂質土 (4層 b)と 黄褐色砂礫土 (4層 a)、 中世陶磁器類を

包含する茶褐色砂質土 (3層 )、 中世陶磁器と近世陶磁器類を包含する黒色砂質土 (2層 )が堆積 し、最

上は攪舌Lの耕土 (1層 )に なっている。 (図 6)西方山裾では、この層序の区分は困難で、縄文中期土器

の出土 した黒土 も、国分期の甕や灰釉陶器片の出土 した炭混 りの黒土 も 4号路址面の砂礫土 もわずか 7～

8 cmに 圧縮 されているが、東下方になるについてその層序 は明確である。上部焼土群 を含めて上層の炭混

り黒色砂質土 と秒礫土 (4層 b ea)を 炭層 1、 下部焼土を含めて、下部炭混 り黒色砂質土 と砂礫土 (4層

d・ c)を炭層 2と 呼称する。なお、炭層の確認は、B地域ではここと、テラス 1だ けである。先の調査

の行われたA地域では 7か所以上で確認 され、木炭質の極めて多い炭層 40506と 、炭混 り黒色土の炭

層 10203に 区分 される。焼土を伴 う炭層 としてはA地域炭層 1と 類似 したものである。

一
"一



ア 炭層 1 (図 5,699912924の 6-2o,25の 1-4928の 19-239写32,33:34)

遺構 所によつて堆積の厚い所 と薄い所がある。西側上方は自然礫群が地山に接 し、その下方辺 に僅 か
。

に炭粒が混入する程度、ゴヒ側山裾沿いを西走する 4号路址下層 には炭層が認められる。東南下方ほど炭層

は厚 く、グリットH列上方付近で急激 に厚 さを増 して下方へ続 く。南北方向でも炭層の堆積 は一様でなく、

総体的には南 と北側が薄 く、中央部グリット64の H・ Gあ た りが最厚で、上層砂礫± 5 cm、 炭層 10cmを測

る。東側は耕地造成で削 られその限界は不詳であるが、炭層の範囲は、東西 6mO南 北 8mぐ らいである。

4号路址下の炭層 まで含めるとt東西 8轟 ・南北 10mの 楕円形状 に広がる。焼土が 4か所以上認められる。

焼± 1は、土渡
・
2の上面のもの、焼± 2は土渡の東にあって、楕円状の凹み縁 に焼石が配 され、炭粒 も多

く焚火の形跡 を示す。焼± 3は、 2の北 3mほ どの位置 にあり、上層は焼土混 りの炭層、焼土は下の砂礫

土 に続 き、厚 さ 5 cm、 径 100cmの 範囲に広がり、この面の焼土中最大である。焼± 4は、上方から続 く礫

群が消滅するあたりにあり、炭層の中にわずかに焼土が認められた。この周辺に焼けの見 られる石が散舌L

していた。焼± 5は、 4号路址の西上方、黄灰色の固い砂礫土の下に炭層 と焼土が圧縮 され、周囲の石 も

焼 けている。その範囲は、50cmほ どである。この焼土に食いこむように国分期の土師甕底部が逆位で出土

しその上層 を固い砂礫が覆っていた。従 って 4号路址は側時期のものである。焼± 6の周辺 は墓穴によっ

て攪舌Lが甚 しい、層序の識別は不能であるが、地山と思われる礫群 に近いので、 7と ともに炭層 2の もの

と見 られる。出土遺物は、灰釉陶器片を主体 として土器片の出土が多いが、 102例 を除いては糸田片であ

る。土器片がとくに集中する場所は焼土周辺で、焼± 103の 周辺は多量である。

西ゴL山寄 り斜面を背 にした日だまり地形で、東側は急勾配の斜面 と推定 されるので、テラス状地形 を利

用 して焚火をした遺構であろう。建築址の痕跡 は見当 らないので、休憩か、仮泊の場所かもしれない。出

土遺物から見て平安時代のものと思われる。

遺物 上層茶褐色砂質土 (3層 )出土のものは、図 24の 7016二 20、 図 25の 1～ 4等で、図 24の 7は土

師質のカウラケ、16～ 20、 1～
｀4は山茶椀の皿・椀・鉢 :平鉢 ご片口鉢等である。

図 24の 6は、須恵質の小鉢様ネである。口辺付近はロクロ整形、底部付近 にはヘラ状工具 による調整痕

が残 る。胎土は精選 されているが、焼成度はや 低ヽめのものである。出土層がや
ゝはっきりしないが、炭

層 1直上と思われる。9～ 13は灰釉陶器椀、皿の口辺部、14015は 高台、 8は広口壺の口縁部片である。

胎土は、灰 白色 0白灰色のもの、施釉は、透明のもの、自濁のねっとりしたものの二種が見 られ、東濃永

田と猿投産のものであろう。土師器は多量出土 しているが、器形の知れるものは殆んどない :υ 不片 と甕片

に限 られているが、不片が多い。内面黒色・両面黒色土器のものも見 られる。須恵器は、 6の ほかは、口

片 1片だけである。

鉄製品は 4点検出されているが、炭層 1と 同レベルのものは、図 28の 21鉄斧である。割斧で中形、保存
t

状態のよいものである。 4号路址上方の西側、砂礫中から検出しているが、炭層の存在ははっきりしない。

図 28の 23は平根鏃、19020は 刀子、22はのみか、茎 と思われるが、みな茶褐色砂質土からの出土である。

(今村 )

イ 炭層 2 (図 5,6,9912914の 7-9,24の 5,写 32,35)
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遺構 炭層 1の下層に検出された炭層である。傾斜面の東先端部は、耕地造成時に削 られその広がりは

不詳であるが、確認 された範囲は、東西 6二 、南北 5mで ある。炭層の堆積は傾斜の度合、方向 によって

差異はあるが、中央部の焼± 7付近で最も厚 く 20cmを測 り、その周辺は薄めである。総体的には、西側は

薄 く東は厚めである。炭層 1と は、厚 さ 5 cmほ どの砂利層 (4層 c)に よって区別 される。炭層中に焼土

が 2か所 (焼± 607)あ る。焼± 6は東北方、急勾配に落ちこんだ所にあって礫群上 100cmほ どの広が

りである。焼± 7は、中央部 にあって 130cmの 広がりをみせ、厚 さも10 cmで焼 けの強 さを示 している。焚

火の前に穴が掘 られたものか、灰褐色の地山に炭層が凹レンズ状 に落ちこんでいる。遺物は、砂利層 (4

層 c)下部 に多 く、焼土周辺 に集中 している。焼± 7付近がとくに多 く、土器は土師器に限 られ、ポ形土

器 1個体のほか、杯片だけである:石製模造品・鉄製品も検出される。64列 の土層断面を見 ると、炭層の

下層に上方で見 られる黒褐色砂質土 (5層 )が、忽然 と消滅 している。これは、この場の使用前 に削 り取

りがなされたようにも思 える。炭層 1と 同様 に、建築址を語 る遺構の検出はなかったが、焚火 とともに何

らの人の生活のなされた場所 と考えられ、遺物から見て古墳～奈良時代のものと思われる。

遺物 石製模造品・鉄製品・土師器と土師器片が出土 している。石製模造品は、図 14の 7～ 9の 3点で、

石質はすべて滑石である。 708は 円板形石製模造品で、 7は径 2。7cm、 厚 さ 0。 2cm、 双孔で、円形 に整形

されたもので、磨かれてはいない。8は、径 2。 8cm、 厚 さ 0。 4cmt半分を欠損 しているが、子Lの位置 から1双孔

であったと思 われる。磨痕は 1な いし2方向である。 9は、剣形石製模造品の未完形品である。
‐
鉄製品

(図 28の 18)は帯金具であろうかと思 うが、用途不明である。土師器は図 24の 5の不形土器 と多数の不片で

ある。杯は、石製模造品 と同一層 にあって炭層 2の上層から炭層中に正位でつぶれこんでいたもので、奈

良期の所産であるが、カワラケの一種かもしれない。 (小平 )

9) その他の遺物  (図 13の 4-10,25の 5-15,26,27,29,写 36,37,38,39,
40)

杉の木平遺跡 B地域の調査区、遺構外で検出された遺物の量は、前回調査のA坤域ほど多 くはない。ち

なみに、器種の判別できるものの個体数を集計 してみれば、土師器類 110、 須恵器類 40、 灰釉陶器類 86、

緑釉陶器類 2、 山茶椀類 46、 常滑類 25、 古瀬戸類 12、 青
｀
磁類 8、 その他近世雑器類多数 となる。近世雑器

類 としたものは、調査区 b面南端 と、 c面北端 にあった旧地主の宅地付近 と、 d面北端の旧墓地跡で発見

されたものが多 く、正確 には近世雑器だけでなく、極 く近い過去のものも含まれていることをつ けたして

おく。

調査区全体 が、西から東に傾 く斜面であるため、層位的にはかなり複雑な様相 を示 しており、全体 を統

一的に扱 うには多少の問題 を残すが、黄褐色の砂質土を地山にし、褐色系統の砂質土 (茶 0黒・暗褐色の

砂質土)がその上 に、黒色土 と田地造成時の埋土か耕土が更 に上へ堆積する地層々序が、基本 になると思

われることから、これをもとにして褐色系統の砂質土をⅢ、黒色系統の土層をⅡ、攪舌Lを受けている埋

土、耕土を Iと それぞれに分けて統一 した。この大 きな区分 に立って土器類をみると、下層のⅢ層は、主
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として古墳時代 から平安時代までにわたると思われる文化層であることがわかる。即 ち、先基 もふれた遺

構外の遺物個体数では、土師器類 39、 須恵器類 4、 灰釉陶器類 24と なり、中世陶磁器類 はみあたらない。

Ⅱ層では、土師器類 38、 須恵器類 23、 灰釉陶器類 49、 緑釉陶器類 2、 山茶椀類 3g、 常滑類 20、 古瀬戸類 5、

青磁類 6と なり、平安時代から鎌倉 0室町時代 にかかる文化層であり、 I層 は中世以降の文化層 として、

それぞれを大 きくとらえることがで きる。 (な お、Ⅲ層以下に縄文早・中・後・晩期の土器類があるか後

述する)攪乱を受けている I層 は除外すると、鵜色系統の砂礫 を混在する土層 が、崖錐性堆積物であると
いわれていることからすれば、Ⅲ層は堆積の進行 している時に当ることになり、黒色系統の土層であるⅡ

層は、堆積の休止前後 に相当することになる。前回調査区であるA地域 にみられた地層堆積の関係は、比

較的整然 としているが、今回調査区であるB地域では、A地域 ほど整然 としていない。 これはA地域の方
が全体的に傾斜が強いことt従 ってA地域ほどの傾斜 を有 しない今回調査区では、地層 の堆積がやや緩慢
であり、堆積関係がA地域のように整然 とはしていなかったものと考えられる。        |
また調査の進行上、便宣的に旧水田面をもとにして、調査区東縁から西に向い、地形面でいえば下から

上に向って、 a面 (1号テラス 01号集石・ 1号竪穴 を中心 とする範囲)、 b面 (103号 路址東縁、 2
号テラス、 203号 竪穴、 6号土渡、 2号溝状址を中心 とする範囲 )、 c面 (10305号 路址、 5号土渡、
1号溝社を中心 とする範囲)、 d面 (1号住居址、 2・ 40607号 路址、 20304号 土渡、炭層 10
2、 3号溝状址を中心 とする範囲)と 区別 してきた。この面 としての区画は、上述のように水田面 をもと

にした分け方であるが、旧地形面である階段状の平坦面を中心にした田地造成であった らしいこと、従 っ

て a― d面 は旧地形面の平坦部 とそれに続いてつ ぎの平坦面にかかる斜面 とからなっていることになる。

この各面では、土師器類・須恵器類が d面 に、灰釉陶器類が c面 に、また山茶椀類 0常滑類・古瀬戸類な

どが b面 にそれぞれ多かった。このことは、 d面 には炭層・土渡など平安時代までに関連する遺構 が多い

こと、 bec面 では、比較的広範にわたって連続する、平安時代 からそれ以降 にも関連する遺構の存在 に
関連すこととして理解 されることであり、反面全体的 には西高東低の日だまり地形、杉の本平遺跡 B地域
は、場所により、時代 によりその目的に従 った使いわけのなされていたことがわかる。

a面 の遺物の一部 を図化 したのが図 25である。Ⅲ層では 5の土師邦と、8の灰釉椀がある。 5はテラス

などに関連するものかもわからない。古墳時代の土師器である。 Ⅱ層のものに 11012の山茶椀、平鉢 があ

る。11は灰白色の胎上で、薄い仕上げに特徴があり、12は暗灰色、多孔質の胎土で、口辺内側を凹めそい

る。 60709010013014は I層 のもので、 6は須恵器の浅い黙で、暗灰色のよく精選された胎土で焼
成もよい。奈良時代に属す。 7は須恵器壺の口辺部で、大粒の石英粒を文雑する胎土で、焼成はよい。平

安時代に属す。9010は灰釉椀の高台付近、ともに胎土焼成よくない、13014は平鉢の口辺である。15は
旧地主宅地付近で発見された安山岩製の臼である。

b面の遺物の一部を図化したのが図 26である。Ⅲ層のものに 5・ 6・ 8の灰釉陶器類がある。506は
比較的小形の椀で、5は暗灰色、 6は灰白色で猿投窯産であろう。8は灰白色の胎土で透明に近い施釉の、

手付小瓶と思われる。Ⅱ層のものには、 102の 土師器不、 9の小皿、11の仏花瓶、14の小皿などがある。
土師器は古墳時代、 9は行基焼の小皿で室町初期まで下るものと思われる。11は胴下部 に茶の中へ黒のま

だらの混る鉄釉を施し、上部は透明の施釉をするもので、胎土はや 荒ヽいがよく焼き締った明るい灰色を

呈す古瀬戸で、室町時代に属すと思われる。14は内面と口唇に黒褐色の鉄釉を施す古瀬戸である。

I層 では、 3 ・ 40 7 010012013015016がある。 3は須恵器広 EIl壺の肩部付近で、明るい灰色、よく
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締 まった胎土 と焼成であり、表面には格子 目の、また裏面にはす
こしくずれた青海波文のタタキロを残 し

ている。奈良時代後半 に属す。 7は灰釉椀で、胎土黄味がかつた灰色で悪質、泊濁 した施釉 に特徴 あり、

美濃須衛窯産 と思われる。10は山茶椀底部で、低い高台尻 にはモ ミガラの圧痕が付いている。12は黒褐色

の比較的厚い鉄釉を施す小椀、13も 黒 と茶のまだらになる鉄釉が厚 く施 された壺の底部付近で、高台尻 は

面取 りがしてある。15は 青灰色の施釉をする灯明皿である。16は 丸に剣 カタバ ミの印花文を持つ もので、

灰色の釉が施 されている。

c面の遺物の一部 を図化 したものが図 27の 12～ 21である。Ⅲ層のものは 15の灰釉皿だけで、Ⅱ層では

12～ 14016017は 灰牙由椀、180191ま平鉢、20は山茶椀の底部イ寸近、211ジ子基焼の/Jヽ皿底音5イ寸近である。14

は刷毛がけの釉が縞状に施されている猿投窯産のものと思われる。

d面の遺物の一部 を図化 したものが、 図 27の 1～ 11で あるⅢ層のものには 1の灰釉壺がある 。 Ⅱ層 に

は緑釉椀の底部付近で、赤褐色 をおびた胎土で ある。 304は 平鉢 と山茶椀の底部付近で、 4の高台尻 に

はモ ミガラ圧痕がある。 5は青磁椀底部付近でネズ ミ色の月台土釉は緑味がかっていて うすい面取 りをした

た高台尻は厚い国形 をなし、高台尻 から底面 にかけては釉がない。竜泉傍系窯産。 6は厚 くて低 い挽 き出

し高台を持つ古瀬戸の鉢である。7～ 11は、旧墓地付近で発見 された供献の茶椀である。 809と 、100

11は同 じ意匠による染付 けであり、対になっていたものらしい。磁器椀である。

金属器類には図 29の ものがあるが、遺存状態悪るく、器種のはっきりしたものが少ない。 a面では 1の

銀 、 2の鏃、 3の茎があり、 b面では 10012の鎌、14の刀子刃区付近、15の キセルの吸口、 8の火打金具

6の茎などがある。 9は携帯用火打金具 であろう。 d面では 607の 茎、18の火打金具などがある。

図 13の 4～ 10、 写 36は今回調査区で発見 された縄文時代の遺物である。 4は d面で古墳時代以降の基

盤 と考えていた黄灰色の砂礫土の中へ、流れ込んだような1犬態の褐灰色の砂質土中で検出 したもので、少

量の繊維を含む糸電文早期の土器である。 4～ 6 mmの厚 さ、口径 13cm、 残在器丈 15cmを 測 るもので、尖底 に

なると思われる。口縁は波状になり、口辺部 に浅い沈線で区画 した中へ刺突文を配 している。補修の 2孔

を有す。鵜ケ島台式 に比定 される。 5は 4号路址西端の路面下に糸田礫 を含む黒褐色土があり、その中で検

出されたもので、口径 10cm強 、器丈 16cm、 薄手小形の縄文中期の土器である口辺部へ文様 を集約 して、

隆帯で小判形に区画 した中を、平行竹管文で飾 つている。6は口径 16cm弱で、l cmほ どの厚 さを有 し、貝

殻腹縁 による晩期条痕文土器である。7は無文の底部付近。8は舌状の先端縁を使 う敲打器。 9は石匙で濃

朱色の位岩を用いてい
らる。10は黒曜石製の削器である。

縄文時代の遺物は極めて少量であったが、 bOd面 に集中 している。もっともb面 のもの (6)は 、南

端の園原川縁で見つかっているが、田地造成時に土が移動 された可能性が強 く、原位置はここで ないかも

わからない。縄文の住居址は今回がはじめてで、唯一のものである。この住居址も d面 に位置 しているこ

とを考えると、糸電文時代は杉の本平の上段方面が使われていたことがわかる。

信濃坂 を中心 とする古代東山道開設以前の交通を裏付 けるものに、峠西の「水またぎ」で縄文中期、峠

稜線の南側、恵那山寄 りの鞍部で縄文中期、後期の遺物が、前回調査で縄文時代の景
j片石器、弥生後期の

遺物などがあったが、今回の調査結果からすれば、峠東麓で生活がなされたことが住居址から判明 したこ

とと、交通の時期がすでに糸電文早期からであったことが確証 されたことになる。木曽川水系 と、天竜り|1水

系の谷々を結ぶ信濃坂の歴史はずつと古 くにさかのぼったことになる。
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表 3 杉の木平遺跡B地域出土土器類T覧表

近
世
陶

・
磁
器

-91-



（釈
曰
Ｃ
纂
絆
壼
繁
爆
収
Ｈ
Ю
幽
痣
．
∞
寸
四
ム
．
卜
　
Ｎ
蕪
Ｋ
嚢

・Ю　
Ｈ
維
＜
興
・
ヾ

卿
山
選
十
∞
．
”　
却
山
選
中
Ｈ
．
∞

釈
「
ヨ
唱
廻
郷
郡
博
。
Ｈ
撻
興
Ｃ
贅
製
く
）

第 5図 杉の本平 (B)遺跡地形・遺構配置見取図
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第 13図 杉の本平 (B)遺 跡 1号住居址 `遺構外出土土器・石器 1～ 3 1号住居址
4～ 10 縄文時代遺物
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第19図 杉の本平 (B)遺跡 3号路址出土土器
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第24図 杉の本平 (B)遺跡 1～ 3号竪穴址・炭層付近出土土器 (1
4
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第25図 杉の本平 (B)遺跡炭層付近・遺構外出土土器 (1～ 4 炭層付近 ,5～ 15 その他α)
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第26図 杉の本平 (B)遺跡遺構外出土土器 (そ の他b)
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第27図 杉の本平 (B)遺跡遺構外出土土器 (そ の他c
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3 杉の本平遺跡A地域調査結果

1)A地 域 の位 置

杉の本平遺跡は、園原段丘の最上段、富士見台から流れ出る園原川の谷がや 開ヽけるあた り、神坂神社

前から梨の本沢をはさんで形成 される崖錐面上に立地する遺跡である。以前から土師器や中世陶器の完型

品をはじめ、縄文時代から中世 にいたる遺物包蔵の多い所 として知 られていた。 とくに林道から南東へ続

く階段状耕地面 には、土師器片・須恵器片・灰釉陶器片・中世陶器片の表採が多 くで き、園原遺跡群の中

でも注 目される遺跡のひとつである。この遺跡は、その中央を侵食 して流れる梨の本沢によって区切 られ、

この沢を境 にして恵那山 トンネル飯田方斜坑の第 1期坑 と第 2期坑の用地 に分かれているので、梨の本沢

と神坂神社にかけての地籍をA地域、梨の本沢から下方朝 日松を含む児の宮遺跡 にかけての一帯 をB地域

と呼び、A地区の発掘調査は、昭和 46年 9月 から 10月 未 にかけて実施 され、そのあと、斜坑掘削工事力淮

んでいるので、原地形は殆んど残っていない。林道 から園原川に面する崖端にかけて造成 された 8段の耕

地 (写 20304)の ほぼ全地域から出土 した遺物の量は彩 しく、調査の成果は多大であった。段丘状に

発達 した崖錐面上 にあるため、その堆積層は厚 く、遺物の包含層が 3m～ 4mの深 さに及ぶ所 さえあった。

土層を大別すると、上層から耕土・黒色砂± 0黄褐色砂土・茶褐色砂土があり、その下層は黄灰色砂礫土

の地山である。茶褐色砂土層までが遺物包含層であって、とくに、黄褐色砂土層の堆積は厚 く、上層は砂

質ヽ下層は粘質土で、所によっては、その中間に何層かの炭層がはさまれ、この炭層中にはとくに遺物包

含が多かった。 (図 30,写45)遺物を見 ると、ノ黒色砂土層は中世陶磁器まで、黄褐色砂土は平安時代、茶

褐色砂土は古墳～奈良時代の包含層で、それぞれの文化層 に分かれていることが歴然としていた。(今村 )

2)遺 物 の種 類 と遺構

主な遺物をあげて見 ると、縄文時代中期初頭の土器片のほか、不定形の景J片石器、弥生時代の最終末と

思われる甕形土器片 10数点が出土 している。土師器・須恵器・灰釉陶器・緑釉陶器 0各種中世陶器片は各

種各様多量 に出土 しているので、一覧にしたものが表 4・ 5・ 7～ 9で ある。表中のA・ B ecは 8段の耕作面

を園原川崖端から上方にかけて呼称 したものである。石製模造品は 21こ 、その うち剣形模造品 9、 円板形

模造品 7、 未成品 5で、うち 9こ は石製模造品出土地からの出土である。緑釉陶器片は、総数 197点 で器形

を確実に知れるものは少ないが、器種は椀形 17、 段皿 4、 輪花椀 5な どが推定される。その所産 をみると、

畿内・滋賀県蒲 0尾張産のものである。青磁陶器片も総数 171片 あり、すべて北宋竜泉窯のものである。

白陶器は 3点出土 して いる。鉄製品・銅製品は 200以上、古銭は 179枚で江戸時代の墓渡出土のものを除

けばみな渡来銭である。硯は 5こ、砥石は 164こ が出土 している。
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表 4 杉の 木平遺 跡 A地域 遺構別 出土土器・陶器 一 覧表

遺 構

造 物

石製模造品

出 土 地

住 居 址 炭 層

1住覆土 1 住  床 2 住

土
　

　

師

　

　

器

不 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

内 黒 不 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ま   り ●

甕 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

台   不 ● ● ● ● ● ● ● ●

片 口,皿 ● ●

高   不 ●片口 ●

須
　
吉
一
　
器

不 (蓋 ) ● ● ● ' ● ● ● ●墨書 1

● ● ● ● ● 1

妻 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

鉢 ● ● ● ● ●

灰

釉

陶

器

● ● ● ● ● ● ● 1 ● ●

段   皿 ● ● ● ● ● ● ・●

耳   皿 ● ● ● ● 墨書 1

椀 ● ● 3墨書 1 ● ● ● ● ● 墨書 1 ● ● 2 ● ●

輪   椀 ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 1

瓶 ● ● ●

緑 釉 陶 器 ● ● ● ● ● ● 1● 1

磁 ● ●

瓦
　
器

釜

鍋 ●鉢 1 ●鉢1

●

椀

鉢

甕

下   皿

片   口

摺   鉢

古

　

瀬

　

一月
　
　
　
　
　
　
　
他

椀

鉢

片   口

下   皿

天    目

招  鉢

瓶

合   子

蓋

水   滴

説 明

除石の部分
に遺物多

炭層多 土師多 ・
多
少

師
恵
釉

土
須
灰

は
の
層
師
下
土
み

灰釉多 灰釉多 灰釉非常多

台付甕
は古式

灰釉多

其の他の遺物

石 製模造品
弥生後期
高不脚
カメロ縁
胴部 片

鉄器 10 鉄器多
祗石多

●遺物有、右の数字……報告書図版載録こ数
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表 5 杉の木平遺跡 A地域・地区 層別遺物一覧表

層    ( 耕土 ) (黒褐色砂土 )
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●非常多 ◎多 ○少

地層 第  3  層 b(黄 褐色砂土 ) 第  3 層 C 層   (茶 褐色砂土 )第

地
土
　

師

須
　

恵

灰

　

釉

緑

　

釉

青
　
磁

山
茶
椀
・

古
瀬
戸

、

近
　

陶

石
製
模

石
製
品

鉄

　

器

青
銅
品

古

　

銭

土
　

師

須
　
恵

灰

　

釉

緑

　

釉

青

　

磁

山
茶

椀

土
　

師

須
　

恵

灰
　

釉

緑

　

釉

青
　
磁

山
茶
椀

古

瀬

戸

近
　

陶

石
製
模

〇 〇 ◎ 〇 〇

蓋 椀

３

〇 ◎

椀

２
高
不
　
甕

〇 〇 ● ○ ◎ ○ ○ 〇 ◎ ○ ◎ ○ ● 〇

段
皿
１
　
椀
１

´
〇

不
１
　
◎ ◎
椀

○ 〇 ● 〇 〇 ◎ ○ ○ 〇 ● 〇 〇 ○ ◎ ○ 〇

高
不
　
〇

不

　

　

○ ○

椀
　
　
○

〇 〇 ● 〇 〇 ◎ 〇 ○ 〇 ● ○ ◎ 〇 〇

不
２

甕

鍔
釜

不

２ １

皿
２

椀
３

椀 皿
８
椀
１
片
ロ
ー
褻
１

皿
１

台
付
１

鉢
１

皿

天
目

甕

蓋

○ 0 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 ○

台
付

甕
１
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遺構については、この遺跡の性格上判然としたものは少なかったが、判然としたものは住居址
｀
2軒t土

渡 4こ 、配石遺構 2～ 3か所であるが、遺物の集中的出土状況 と周辺の状況 とを合わせて遺構 と考えられ

るものは、石製模造品出土地 1か所、柱穴群 2か所t配石遺構 3か所、炭層 6か所、溝状遺構 3本である。

このうち石製模造品出土地と炭層 102は古墳時代、住居址 102、 柱穴群 1、 配石遺構 1、 炭層 3040'
506は平安時代、柱穴群 2、 配石遺構 20304・ 5・ 6、 炭層 6、 構状遺構 102は中世、土渡 10
2は江戸時代のものである。

石製模造品出土地、 1号住居址、 2号住居址、柱穴群 102、 配石遺構 1、 炭層 4について説明すると

つぎのとおりである。

ア 石製模造品出土地  (図 31934の 1-13949の 307-14,写 44の 152)

下方B地区とD地区の中央辺で確認 されたもので、その範囲は幅 6～ 10m、 長 さ12mほ どにわたうた緩

傾斜面で ある。西側崖端部 には、積石のような自然礫層が土堤状 に続 き、そこか―ら東へ急勾配 に落 ちこん

でいる。累石の間には須恵不蓋、石製模造品のほか、土師器片・須恵器片が出土 している。東佃jに続 く緩

傾斜地は、下方では砂質面、上方には石畳状の面があって、わずかではあるが炭まじりの黒土があり、石

製模造品や何か所に集中する土師器片が発見 されている。この面は茶褐色砂土層で、その下層は地山であ

る。土器片の集中か所は、下方砂土の面で 10か所、上方自然礫層上に 3か所あって、 1個体の土器片が 1

mほ どの範囲に散乱 し、打ち壊 されたようにも思われる。石製模造品 9こ は散在 している。この緩傾斜面

は、意図的に石 を取 り除いて平場 を作ったように思われ、焼土はないが炭の集中が見 られること、土器片

の出土状況 から推 して一種の祭祀場かも知れない。上方自然礫層上や、上段西側の礫層上からも遺物の発

見が多かったが、堆積の深 さと排土の都合で未調査区が残って しまったが、第 2次調査の結果から見て、

或いは道路状遺構の一部かも知れない。

遺物  ここから発見 された遺物は多いが、土師器の月台土は粗悪で細片が多いので器形の知れる
｀
ものは少

ない。弥生終末土器片、須恵器もあるが大部分は土師器である。石製模造品は 9こである。

弥生末期のものは、甕 (図 34の 9～ 11)、 高琢形土器 (12)で、このほかにS字状口縁の甕形土器もあり

欠山期併行のものである。土師器は椀 (2～ 5)、 甕 (6～ 8)、 高琢形土器 (13)、 須恵器は蓋ネ (1)

が出土 している。椀形土器では口縁の立ちあがるもの (2)、 底部に近 く段を構成するもの (3)、 鉢形

に近いもの (4～ 5)が ある。甕形土器は口辺部が大 きく外反 しt球形胴 になるもの (8)と 長胴化 し櫛

目状の整形痕を残すものがある。このほかに球形胴の甕形土器片 2個体がある。須恵器の蓋は、暗灰色 を

呈 し、胎土は精選 された薄手のもので、体部の突出部は鈍 く、深い沈線が刻みこまれる。 Ⅱ期に比定 され

るもので、土師器 とともに古墳時代中期のものである。

石製模造品は 9こ 出土 し、剣形 40有孔円板 40未製品 1で全部滑石製である。剣形は、片面のみ鏑の

あるもの (図 49の 3)、 両面に鏑 なく板状のもの (708010)の 2種類で、 9は未製品である。円板は、

外周がほぼ円形で双孔のもの (11～ 13)と 隅丸長方形で一方に片よった単孔のもの (14)があり、上方か

らは滑石原石片が 2こ 出土 している。出土状況 はみな単独で、玉類は 1こ も発見 されていない。形状、石

質、製法等ネ申坂峠出土のものに類似 している。
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イ 1号住居址  (図 32,34の 14-21,359369写 44の 1530154)

遺構 林道下方 2枚目の水田のほぼ中央あたり、現在の斜坑 トンネル坑回の西前に位置する。住居llLは

黄褐色砂土下層と地山を堀 りこみ、地表面から床面まで 2.25mを測る。ヽ北壁は急勾配に上昇する地山を削

り、その南に続く緩傾斜面を堀 り下げているので、崖面を背にし、東西は堀 りこみの深い壁、南は傾斜面

に開口する状態で、日照、防風面から見ても好適な自然立地を示 している。覆土は二層あって、床面直上

までは薄い炭まじりの黒褐色砂土、その上に粘質の茶褐色土が堆積 している。覆土上は、厚い炭層が重な

りtこの炭層は西側から東べ傾斜 しながら長 く続いているが、とくに住居址の上方では厚 く40cln以上であ

る。後述の炭層 4である。プランは主軸 8。2m、 南北 7.08mの 隅丸方形で、主軸方向はN80° Eである床
面は非常に固く、東南隅付近では二重の床面が確認され、上面は木炭片を多く含む張 り床である。壁高は、

ゴヒが 96cm、 西は 72cm、 東は1ヒ狽1で 70cm、 南側で 36cm、 南は 26cmで 、山を背にした傾斜面の利用を如実に物

語つている。カマ ドは 3基あった。カマ ド1は、東南隅壁沿いにあり多量の平状石と角礫で構築され、保

存状態は最もよい。カマ ド2は南東隅壁沿い、カマ ド3は東隅壁に構築されていたが、 203と もたき口
の数この石と焼土を残すのみで廃絶されたもののようである。カマ ド1は、たき口部とその袖はつぶれて

いたが、煙道部は保存状態がよく目形の トンネル状に石が組まれていて、残存部は4mあ るので原形は 5

mは あったであろう。柱穴は内部はさだかでないが、中央部主軸方向に 2こ 、各壁沿ぃに深いもの 11こ、

他のビットは支柱穴であろう。住居内各所に焼土が見られた。伴出遺物は灰釉陶器が主体で、住居内全域

から出土 しているが、完形品はカマ ド1周辺からの出土が多い。何回か使用された形跡を持っが、平安時

代末期のものと思われる。

遺物 土器は、灰釉陶器を主体として多量に出土 し、刀子、鉄鏃、砥石も出土 している。土器は覆土と

床面のものに分ける。図 34の ものは覆土出土土器である。土師器は内面黒色、暗文を付す椀形土器 (14)、

台付甕形上器 (19)で胎土は茶褐色、精製されたものである。緑釉陶器は、軟質の尾張産のポ (16)、 硬

質で深緑色の畿内窯のものや、灰釉陶器は、篠岡窯の椀と耳皿 (15:21)、 虎渓山窯の瓶 (18)な どで、

ガヽ皿 (20)も まぎれこんでぃる。

床面からは多量の灰釉陶器・土師器が出土 し、須恵器も相当量出土 している。灰釉陶器はとくに多く図

35の 4～ 20、 図 36の 1～ 5ま でのもので、表 7に まとめて見た。月台土を見ると、図 35の 607は黒灰色、

表 7 1号 住居址床面出土灰釉陶器  ()内は図内番号を示す

8・ 12は灰白色、其の他 は自灰色である。

施釉は、透明なものが多いが、自色がか

ったものもある。表で見 るように永田窯

とされるものが多い。21は手付瓶の口縁

と手のとれたもの、図 36の 4は墨書土器

であるが、その文字の読みは不詳である。

このほかに灰釉陶器片の出土 も多い。

土師器の不形土器 (図35の 1)は、胴

部 に稜 を有する黄褐色のもので、ヘラ状

陶器名 窯 址 群 名 図番号 器 種

灰

釉

陶

器

美 濃 須 衛 35 Il16) 椀(10

猿 投 35 手付小瓶四 Pxll18)輪花椀

尾北 (篠岡) 35036 椀 1)IIl119

美濃 (多治見) 35 大形広口壺2劾

東濃 (永田) 35・ 36 學111ぽダi?ヒ F響満″
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器具による整形痕を残 している。甕形土器 (図 36の 708010)は 、ロクロ水引技法による成形で、櫛状

工具による横 なで整形痕を残 して している。台付甕形土器 (9012)はく巻 き上げ成形で、胴上部 は横 に、

下部 にかけては縦にヘラけず りのものである9須恵器系のメ (図 35の 203)も ある。図 36の 6は、片口

鉢である。内面 と口辺部の一部は黒色処理 されている。このぼかに、内面黒色、両面黒色椀形土器 も出土

している。このほかに須恵甕形土器片や、緑釉陶器片 4点 が出土 した。

鉄製品は、刀子、鉄鏃、釘等である。鉄鏃は、両丸造腸扶柳葉式 と片刃式鉄鏃の類であろう。石器は 7

個すべて砥石で、粘板岩製 と砂岩製である。                     (矢 口)

ウ 2号 住居址  (図 37の 1-4)

遺構  1号住居址の西側やく 1。5mの所にあり、 上層を炭層 4が覆っている。茶褐色がかった黄褐色砂

土下層から堀 りこんでいるが、その土層断面は 10cmに 過 ぎず、しかも住居の北西側は高い石垣の下にあ る

ため、そのプラン、様相は不明である。床面は、 1号住居址の床面より 80clnも 高い位置 にある。床面は軟

弱ではっきりしないが、焼土 と木炭の多い面が続いている。柱穴は 11こ を数 えるが不規則で主柱穴は不詳

である。カマ ドは東壁沿い南寄 りにつ くられるがすでに破壊 されて原形を止めないが、焼石 と粘土が見 ら

れる。 1号住居址 とともに平安時代末期のものと思われる。

遺物 比較的少ないが、図示 したものはすべて土師器である (図 37の 1～ 4)。 102は 内面黒色、 3

は両面黒色処理 され、ロクロ成形の部形土器である。 4は甕形土器で、櫛状工具 による横 なで整形痕が残

る。このほかに土師器片 0須恵器片 0灰釉陶器片が出土 している。これらは皆平安時代末期のものである。

鉄製品は、鉄鏃 と茎である。鉄鏃は両丸造三角形式のものである。

工 柱穴群 1 (図 33,37の 5-11)

(矢口)

遺構 傾斜面の中ほど、西側先端部 にあった。現在の斜坑工事場の西南隅あた りであろう。西側崖端か

ら 15mく らいの間は人頭大以上の自然礫層が続 き、この礫層が切れるあたりから東西 3m、 南ゴヒ4。5mく

らいの範囲内の緩傾斜面に、径 30crnほ どのビットが 30以上発見 された。中には列状 に並ぶところもある

が、全体的には不規則で、深 さもまちまちである。遺構面は黄褐色砂土上層にあたる。その面には焼土が

続 き、や 固ゝ さを持 っている。焼土の範囲はゴL東部で 5m～ 6mの ほぼ円形状 に広がり、その上 には 10じm

ほどの厚 さで消炭 と灰土の混入の多い層がのづていて、炭混 りの範囲は径 10mほ どに広がっている。柱穴

の集中する所は、この炭の層の中間部から南にあたる。この炭層の下部からは、灰釉陶器片 と土師器片が

多量に包含 され、あたかも土器片の層をなしているほどである。焼土面の所はほぼ平坦 に近 く、 この平地

は西南の礫層の一部 に連っている。南側では地形の傾斜 に沿 って東南に緩 く傾斜 し、わずかな段 がついて

いた。この中で焼土や炭層はとくに集中したところはなく全体 に広がっていて、この付近で火をたいたこ

とはは明瞭である。数多くの柱穴 と合わせて推量すれば、何回かにわたって堀立柱でも建てた所 と思われ

る。この場所南側 に溝が堀 られていたが、これは中世のものと思われ、焼土や炭層中からの遺物 から見て

柱穴群は平安時代末のものであろう。この柱穴群の南東は、黒土の堆積が厚 く大 きな転石群がある所から、
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崖端上 に存在するテラス状遺構のひとつで あろう。

遺物 柱穴群 1の上層の堆積は浅 く、水田の床土下から出土する土器片はほとんど灰釉陶器と土師器て
あり、炭層下部は灰釉陶器 と土師器に限 られる。炭層下部 から剣形石製模造品 と未製品が出土 してぃる。

灰釉陶器片の出土は多量であったが、細片が殆んどで器形の知れるものは、椀 (図 37の 506)だ けであ
る。 6の底面に墨書があるが読み方は不詳である。 5は美濃須衛、 6は東濃永田窯のものとい う。 7は台

付甕形土器である。8～ 11は溝状遺構 3か らの出土品でみな古瀬戸の陶器である。 8は 口縁部のみに黄緑

色の釉のかかったガヽ皿、 9の月台土は自灰色、鉄釉がかかる天目茶椀、10は底面にオロシロのある皿の底の

一部、11は、全面に薄い灰釉のかかる合子である。この一帯ではほかに、青磁陶器片 2点 のほか、土師器

片・須恵器片・灰釉陶器片 0中世陶器片の出土が多いが、柱穴群 は平安時代のもの、溝状遺構は中世のも

のである。

鉄製品は 4こ あり、片刃状の鉄鏃、刀子の茎、鏃の茎、釘のほか、古銭 1枚 も出土 している。

石器は 8こ 出土 しており敲打器 と砥石で、緑泥岩のものもあるが、大部分は砂岩製である。なお柱穴群

と溝 とは区別すべ きであるが、区別せずに図版が作 られたため説明の上で区別 した。

オ 柱穴群 2 (図 339写 45の 155)

(山岡 )

遺構 林道から下方 3枚目と 2枚目の水田下で発見 されたもので、現在工事中の斜坑坑口前( トロッコ

軌道下 とその東傾jあ たりにあったものである。G地区においては 1号住居址の東方 3mあ た りから梨の本
沢崖端近 くまで続いていた。その範囲は、東西やく16m、 南北や く14mでおよそ 200ぽ に及ぶ。その うち

下地区西側ではグリット調査 による地域、G地区 においては、斜坑ボーリングロからの出水のための未調
査区を除いて大小 150こ以上の柱穴が集中し、焼土が所々に点在 し、平状の巨礫が各所 にすわり、下地区

の西南側 においては、広範囲にわたって炭混 りの層が存在 していた。この炭層や焼土付近 には豊富な遺物

が包含 されている。遺構面は、責褐色砂土中にあり、その面では床 らしい固さは見当 らないが、焼土面が

残っているのでそこを遺構面 と考えている。この上層 を覆 う炭混 りの黒褐色砂土層中にはとくに遺物の包

合が多い。

周辺の地形を見 ると、G地区上方 には傾斜の強い地山があり、この急傾斜面から角度 を変えて緩傾斜 に

移 るあた りから柱穴バ見 られる。上方の地山の傾斜面は上に行 くにつれて傾斜ががきつ く、自然の土堤 を

なし、その高さは調査時で lm以上 もあり、水田造成時の堀削を考えるとこの高 さは更 に増すであろう。

東へ行 くにつれてその高 さを減 じ、崖端に近い所から南へ弯曲 して柱穴面へ接 している。土堤下面沿 には

列状に続 く柱穴があり、このあた りから傾斜は緩やかとなり焼土群が存在する。下方に行 くにつれてさら

に傾斜は緩まり、平坦 に近 くなる。 ここには焼± 4か所Lが認められ、柱穴 も著 しく数 を土曽し遺物の存在も

最も多い地域 となっている。さらに下方へ行 くと水田造成で削り取 られたためもあるが、自然地形は急激

に落ちこみ、その途中から黄褐色砂土中に存在する炭層の堆積がはじまり、後述の配石遺構 1の存在する

帯状の溝様の地形に続いている。ここにある柱穴は大小 さまざま、深 さもまちまち、規貝U的 なものは見つ

け難い状態である。この柱穴群を推定するならば、何回となく建て直 された掘立柱 と思われ、その構築を

推量するならば、山寄 りの傾斜面を削 り下げで平坦地をつ くり、下方鞍部状に続 く低い地形を見下すテラ
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ス状地形上に立地 している。山寄 りの勾配のきうい斜面 に屋根 を支える主柱や支柱が建てられた り、下方

緩傾斜面 にまで主柱や支柱 が建て られたものか、或い別棟のぃくつかを想定 しても見たい。柱穴数の多さ、

焼土の所が各所 にあること、遺物の集中か所の確認がなかったことなど、数戸の建物があったかも知れな

い。また、何回となく生活の場 として使われたものであろうか。園原 にまつわる「ふせ屋」 とはこんな所

に建てられた建物 を呼んだのであろう。出土遺物は殆んど中世後半のものである。

遺物 土器は、室町時代の古瀬戸陶器を中心 とした陶磁器が大部分である。土師器・灰釉陶器も少量あ

り、土師器 (図37の 12013)は杯形土器で、自黄褐色で胎土 も精選 され焼成もよい。灰釉陶器 (図37の 140

15,図 38の 1)は段皿 と椀である。図 38の 1は墨書土器である。中世陶器の主 なものは表 8の とおりであ

る。柱穴群 1を切 る溝 3か らも類似陶器が多いので同表に入れた。行基焼小皿・山茶椀は多治見窯のもの `

で、 片口鉢 1販本窯 という。|ヨ137の 19に はF口 花文がある。24025027030は鉄釉がかかり、黒褐色・茶褐

色 を呈する。26028029に は透明の灰釉がほどこされる。28は口辺部 を欠 くが、欠損部 を磨 き再使用lす る。

.表 8 柱穴群 1と溝 3 0柱穴群 2出土陶器

時 代 窯 名 図番号 柱穴群 1(溝) 図番号 柱 穴 群

南北朝 古瀬戸 37 合子 (28・ 29)鉄釉合子2つ

室

町

時

代

後 古瀬戸 37 天目 (9) 37 尖‰紹豪茉≧瀦
花イNIl1191k目 20

中
戸
器謙瓦
37

/Jヽ Il18)Il1101

C琴釜
37 平椀 20

ユ則
古瀬戸

行 基

37 合子 OD

皿

37・ 38 オ■シロIl14)水 注8)高琢(2)鉄釉壺

露響業呂(16・
18)山茶樹

1つ

鎌

倉

時

代

後
戸
滑
瀬古
常

四耳壺(7)
甕 (8)

中 備 前 38 甕 (9)

一訓

出土 しているが、ま

ぎれこんだものである。

鉄・銅製品も非常に多 く、遺構面から出土 したものが多い。銅鉢、鉄鍋の残欠、錠前 らしきものがあり

柄本部の残 る大形の鎌・火打金 0か すがい・撃か遺 り鉤かきさげ・鉄鏃 。刀・刀子・鋏・茎など数 と種類

も多い。鉄芯に銅箔をつけた小形の剣があり、剣身片面のみ鏑 を有するもので献神具かと思われる。

石製品は硯 (写46の 160)と砥石がある。硯は粘板岩製の良好なもの 4こ が出土 している。 ともに小型

のもので携帯用であろうか。砥石は、総数 46個出土 している。自然石を利用 したものが多いが、黄褐色の

粘板岩質で、石質の細かい形態の整った定角形の仕上砥が多いのに注意 したい。また、宝珠形のつまみを

持つが、形態を整える程度の擦痕を残すのみで、砥石 として使用 したものでなく儀器かもしれない。

古銭 も多 く、とくに集中 して出土はしていないが、開元通宝 2枚、成平元宝、祥符通宝、天聖元宝、皇

宋通宝各 3枚、熙寧元宝 2枚、元豊通宝 3枚、元祐通宝 2枚、紹聖元宝のほか 4枚出土 している。

遺物の殆んどは中世後半のものであり、陶器は室町時代のものまで出土 しているので、室町頃のもので

図38の 2 には透明の

米由、 3 0 7は 黄お素モL

の釉がかかる。 3の

口辺部は片口になる。

5はす巴ヨ三音Sと 」iヨ うが

焼成台だろうか。土

師質である。 9は甕

の口縁で大形のもの

で、胎土 は自灰色で

長石の粒子が多い。

このほかに青磁器

片 2、 土師器・須恵

器 :灰釉陶器も多 く
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杉の本平遺跡で確認 された唯一の中世の住居 と、考えられよう。 (ネ申 村 )

|力  配石遺構 1 (図 30,38の 10-17,39の 1,写45の 156)

E地区のほぼ中央部あたりで確認 された遺構である。現在の斜坑坑口前面、ず り搬出棧橋のゴヒ端 あたり

に位置 している。柱穴群 2の あるF地区の南端から急傾斜 にさがる黄褐色砂土層の下に厚 さ10cm～15cmの

炭層があり、傾斜の緩やかになるあた りはとく炭層が厚 く、溝状の凹みに堆積 して
゛
いるLこ の溝状の凹み

には、50cm～ 60cmほ どの転石が並びこの石の間には人頭大から攀大の石がぎっしりつまっている。帯状 に

続 く集石はほぼ北西から南東に走 り地形の傾斜 に沿 って続いている。集石は幅 1.5m、 その南はや 高ヽめ

の砂土の露出帯が並び、それと平行 して並ぶ石列が存在する。この石列から南狽1に は茶褐色土の堆積 があ

りその下に自然礫層が平 らな緩傾斜面をつ くって下方の石製模造品出土地 に接 している。溝中の集石上面

までは炭層の堆積は厚 く、多量の灰釉陶器片、土師器片が包含 され、集石の石の間に|ま灰釉陶器のポ高台

が 10数 こ発見 されている。南側の砂土の露出部 まで くると炭の混入は著 しく減 り、遺物の出土は稀 となる。

人工的な配石か、凹地に自然に転入 した石の集合かはっきりしないが、炭層中に極め遺物包合が多いこと、

集石は帯状 に続 きその中に炭の混入が多 く、 しかも石間や下から灰釉陶器の出土が多いこと、両側の石列

の中間には除石 した形跡のある砂土面が並ぶことから遺構の一つ と考えたものである。この遺構部 は、水

田の土堤直下にあって、表土から深 さ 3。5mも あり、斜坑の測量基点が土堤上にあったため拡張が難 しく、

左右の確認がで きず心残 りの遺構のひとつである。東側 に立ってこの配石を見 ると(緩い傾斜 をもってこ

の地籍を対角線状 に横切 り、その延長線上に神坂神社が位置 しており、各所に確認 された炭層 (6か所 )

の位置が、その方向にほぼ一致するようで、道筋の一つではないかとも思 えたものである。昭和 48年の第

2次調査 によってB地域で確認 された数か所の道路跡 との類似点 も多 く、とくに 1号道路跡が、B地域の

傾斜面を東から西へ曲折 して登 り、梨の本沢左岸 に向っているの、は、沢を越えてA地域へ渡 り、配石遺構

1の コースヘ通 じているように思えて来 る。遺物の状況 から見て平安時代のものである。

l配石遺構 を覆 う炭層は、上の段では、柱穴群 2の西側のもの、さぅにその上では 1号住居址を覆 う炭層

4と その南で確認 された炭層 5に連続するものと思われる。

遺物 出土 した遺物は極

めて多量であったが、細片

が多 く器形の知れるものは

数個 に過 ぎない。灰釉陶器

片が最も多 く、そのほかに、

土師器片 0須恵器片や緑釉

陶器片も 4点出土 している。

図38の 10は緑釉陶器の段

皿である。胎土は、灰白色

で全面 に淡緑の釉のかかっ

た逸品である。灰釉陶器は

表 9 配石 1、 炭層 4の 102、 炭層 5出土灰釉 陶器
()内は図内番号を示す

窯址群名 図
辞
酉己石 1 図
翻
炭層4の 1 図
辞
炭層4の 2 図

｀

番号 炭層
5

美濃須恵 大形広
口壺01 凱    (161

灰

釉

陶

器

猿  投 大形広
口壺00 40 椀 (7)

尾
。 北
(篠岡)

38 椀 (12013) 40 椀 (2) 40 椀 (5・ 8)

美  濃
(多治見)

39 長頚壺
(1)

東  濃
(永田)

38 Illl(11) 40
皿(6)大形広
口壺(10

40
皿仁Э椀
09
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表 6に炭層 405出 土の灰釉陶器と比較表示 してある。

図 38の 17は三叉 トチで灰牙由がかかる。灰米由陶器 としては、11は 口辺部の立 ち上る皿で、月台土は白灰色で

半透明の釉がかかる。12013は 椀、15は広口壺の胴底部で ともに胎土は灰白色、16は広口壺の頚部で灰黒

色、図 39の 1は長頚壺の底部で灰褐色 を呈 している。

鉄製は 4点出土 し、片刃矢式鉄鏃、鏃の茎、かすがいである。石製品は、大 きな自然石の一端 を利用す

る流紋岩製の砥石が 1点出土 している。                        (遮 那 )

キ 炭層 4

遺構 林道から下段 2枚目の水田のほぼ中央部、G地区の 1号・ 2号住居址 とその周辺 を覆 う炭層であ

る。 2号住居址の西側では、南東へ向って急勾配で傾斜 しており後述の炭層 5に連続するものと思 う。さ

らに続けば、配石遺構 1を覆 う炭層 に続 くものと推定 される。下段のDOC地 区においてはこれに類似す

るものは確認 されていない。

この一帯の炭層は、本炭質そのものに近い状態で、湿気の含みも多 く堀 り上げるに重いほどである。 1

号住居址の覆土上の堆積は最も厚 く35chに及び、その中間に薄 く黄褐色土が間入 しているので、上層 を 1、

下層を 2と 区分 している。従 ってこの周辺 に堆積する炭層の大部分は 4層 の 1と して取扱っている。 1号

住居址の北側で見 ると、西から東へ傾斜 し、住居址の東側で最も厚 く、その東では勿然 と消 える。柱穴群

2の造成時に削 り取 られたのか、或いは、住居址の廃絶地へ自然堆積 したもとと考えられる。ゴヒ上方は、

地山が急上昇 しているのでその形跡は不詳であったが、調査後斜坑回の削断 り斜面中段 に、緩やかな内湾

状の炭層が確認 されているので、最上段 H地区の炭層 6に連続するものがあったわけで、現在で も斜坑口

のす ぐ西側斜面 にその 1部が露出している。炭層中には灰釉陶器片を主体 に多量の遺物が包含 されている。

遺物の状況 から推 して、平安時代末期に堆積 したものであろうと考えている。

遺物 土器 と鉄製品については、上層 (炭層 4の 1)、 下層 (炭層 4の 2)に 分けて説明する。

ア)炭層 4の 1の遺物 (図 39の 16・ 17,40の 1-4)

図39の 16は胎土は自灰色で透明の黄緑色 の釉がかかる段皿である。17は畿内産の緑釉陶器である。図 40

の 11よ、黄褐色の釉が全面にかかる輪花椀で、北宋青磁の 1種である。この種類のものは、この層から 3

個体分検出しているが、他からは出土 していない。 古い青磁器である。 2は、 内側底部 に墨書のある椀

である。 304は 弥生末期の甕形土器片で、 4は台付甕である。このほか灰釉陶器は圧倒的に多 く、緑釉

陶器片 21点、青磁器片 3片が出土 している。 灰釉陶器の主 なものは表 9に表示 してある。土師器片、須 :

恵器片も若干混 じる。

鉄製品は、のみ、火打金、鉄鏃、刀子、刀などて鉄鏃は、のみ矢式 と、両丸造柳葉式鉄鏃であろう。石

製品は、ほぼ完形 に近い粘板岩製の硯が出土 している。

イ)岩層 4の 2の遺物 (図40の 5-12)

図 40の 9は、この遺跡唯一の完形 に近い緑釉陶器である。胎土は自茶色で軟質であ給 両 に淡黄緑色
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の釉がかかる椀形土器で、尾張産である。11は 、台付甕形土器の台部、10は 、甕形土器で ともに土師器で

ある。 5 0 7 0 8は 、灰釉陶器の椀弄た土器で、 月台土、 メ尭成 とも良好である。 5 0 8は尾ゴヒ篠岡窯、 7は猿

投窯といわれる。 6は、東濃永田窯の皿、12は 同窯の大形広 口壷の頚部である。このほか、灰釉陶器片が

非常に多 く、緑釉陶器片は、ほかのどの層 より多く 30点以上を数え、青磁器片 も 2点混入 している。

鉄製品は異形釘 1、 石製品は砥石が 4こ 出土 している。                (酒 井 )

ク 炭層 5 (図 30,40の i3-18)

遺構  1号住居址の西南、土堤下において住居址検出のためのブル トーザー堀削作業中に確認 されたも

のである。炭層の厚 さは 20cmほ どで、北上方は厚 目、南下方は薄 目で、炭化物の混入は非常に多 く、先述

上方の炭層 4に連 なるものであろう。この層は南側 においては、水田造成時 に削 り取 られたものか、或い

は深 く落ちこんでいるものと思 うが、配石遺構 1を 覆 う炭層 に連続するものであろう。

遺物  この層から出土する遺物は、土師器・須恵器 0灰釉陶器であるが、大部分は灰釉陶器である。図

40の 17は 、平安時代初期の須恵器杯形土器片に墨書 されたもの、18は 、古墳時代甕形土器の胴部片である。

13014015016は 灰牙由陶器で、13は永田窯のIIll、 14015は 永田窯の椀である。 ともに月台土は自灰色で、 米由

は半透明状のねっとした感 じを持 っている。16は、胎土は灰白色、半透明の淡緑色の釉の小口壺の頚部で

あるが、窯は不明である。緑釉陶器片 1片 と土師器・須恵器片は数点出土 している。 (イ 本ヽす)

炭層 4・ 5に類似 している炭層 6が林道沿最上段、H地区の水田の中央部、表土下 250cm以 上の深い所

で確認 されている。現在斜坑工事中の鹿島建設の事務所 と、坑道の中間に位置 しよう。 この地区は、明治

の頃、宿屋経営の民家があったとかで、埋土が非常に厚 く l m 50cm以 上もあり、黄褐色土層中に攪舌Lが目
｀
立ち、その間に焼土や炭層が連続 し、黄褐色土下層 までには 10層 もの炭層 が確認 された所である。炭層 6

は、最下層のもので、深緑釉のかかった畿内産の緑釉陶器ナ不高台をはじめ、灰和陶器片を包含する木炭質

の強い炭層である。ここは非常に深いためと、斜坑工事 による堀削は行われず、この一期工事終了後 は、

自然林 として保存 される計画地のため拡張はしなかった。従 って、斜坑坑口から上段林道 までの地域は、

自然堆積層がそのまま保存 されている。

炭層 6、 炭層 4、 炭層 5、 配石遺構 1を 覆 う炭層 を、地図上で追 うと、園原川の崖端 に平行 し、A地域

の崖錐面を対角線状に横切 ることになる。下方東南側、梨の本沢沿いに立って見ると、右上方は傾斜のき

つい山寄 りの斜面であり、左側 は園原川の断崖 に接する傾斜面である。所が原地形は、左崖沿いの́方が高

いので、中ほどにこの崖錐面を横切 る帯状の鞍部があり、ここに上方から炭の堆積が続いているのではな

かろうか。この鞍部 に面する両側の傾斜地は、単純 なものでなく、緩傾斜地あり、急傾斜面ありの連続の

ようである。そうすれば、緩傾斜面はテラス状地形 となり、人の生活の場 になり易い。左側 に位置する石

製模造品出土地、柱穴群 1、 右側 に位置する 1号住居址、 2号住居址、柱穴群 2は それぞれテラス状の地

形上にある。故 に、これら炭層の存在は一連のコースがあり、杉の木平遺跡A地域の性格 を究明する大 き

な鍵:を握っているといっても過言ではない。
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第38図 杉の本平 (Aり 遺跡土器 柱穴群 2(1～ 9)配石 1(10～ 17)
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第46図 神坂峠出土石製模造品  (「 45。 中央道報告書」より)
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第 49図  杉の本平 (A)遺 跡・大垣 外遺跡出土石製模造品 (「 45。 中央道報告書」より)
1～ 17 杉の本平 (A),18～ 82 大垣外
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第52図  中原遺跡出土石製模造品
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4 杉の本平遺跡の調査のまとめ

杉の本平遺跡は、神坂神社前林道弯曲部から東北方、林道沿い山麓斜面 と林道東南園原川に面する崖端

部 までの段丘状崖 錐面上 に立地する。信濃坂 (神坂峠)を頂点 として、その東麓、園原下位段丘まで続 く

東山道関連遺跡群の一つ として、注 目される遺跡である。この遺跡の中央ゃ 東ヽ寄 りを南北に浸食 して流

れる梨の本沢によって、 2つ の東南面する崖錐面に分離 されている。梨の本沢から神坂神社前までと、梨

の本沢 と、東下方児の宮遺跡 に接するこの傾斜地にt恵那山 トンネル飯田方斜坑堀削が計画 されたので、
この斜坑広場の発掘調査が昭和 46年 と昭和 48年の 2度 にわたって実施 された。     |

梨の本沢から園原川の上流側をA地域、下流側 をB地域 と区分する。両地域共、園原段丘Ⅲと呼ばれる

平坦な地形面に、崖錐性の堆積物が覆い、西と北側 には、恵那山や富士見台に続 く山地を背にして、東・

南の園原川 に面する日だまり地形 をなしている所である。発掘調査前の地形は、階段状の耕地が造成 され

ていて、A地域の方が急傾斜であったが、遺物は多量 に表採で きる所であった。発掘調査の結果、A地域
の地形は複雑、堆積砂質土が厚 く、B地域は地形は比較的単調で、巨礫を含む転石が多 く、砂質土の堆積

は予想外に薄かフた。従って、遺物包合の様相 も.自 ず と差異が見 られる。土層の堆積 を見ると、層序的 に

は、上層から耕土 (1層 )、 黒色砂質土 (2層 )、 黄褐色砂質土 (3層 )、 茶褐色砂質土 (4層 )が堆積

し、所によっては、下部黒褐色砂質土 (5層 )の堆積層 をはさんで、角礫まじりの黄灰色砂礫土が地盤 に

続 く地山となっている。 しかし、A・ B地域の堆積層の厚 さには、大 きな差異があり、とくに、黄褐色砂

質土の堆積差は大 きい。A地域では所によっては 100cm以 上の厚 さに及ぶのに、B地域では、厚 くても30

cmで ある。これは、平安時代 と中世期の遺物包含量 に、その差異が如実に現われている。確認 された遺構

も、A地域 においては建築的遺構 と炭層、B地域では、道路状遺構等、その差異 も大 きい。

1)A地 域 の調 査 の ま とめ

遺物包含層を見 ると、亜角礫 を含む黄灰色砂礫土の地山の上に、炭混 り黒色砂質土 (4層 b)、 茶褐色

粘質砂土 (4層 a)、 炭層Ⅱまたは炭混 り粘質土 (3層 c)、 黄褐色砂質土 (3層 b)、 炭混 り茶褐色土

=炭層 I(3層 a)、 黒色砂質土 (2層 )、 耕土 (1層 )がのり、 2層 と 3層の堆積が厚い。 4層 が、古

墳～奈良時代の包含層、 3層 bま でが平安時代の包含層、 3層 aか ら 2層 が中世の包含層で、はっきり文

化層が確認できる。確認 された主な遺構は、石製模造品出土地 (古墳～奈良)、 住居址 2(平安 )、 柱穴

群 2(平安 と中世 )、 配石遺構 (平安 と中世 )、 炭層 (奈良・平安 と中世)等である。

多量の遺物を伴出する建築性遺構の確認があつたこともさることながら、炭層の分布状況 とその性格が、

とくに重要 と考えられる。中世以降の炭層は、最上段 H地区の中層 と、F地区柱穴群 2の西側で検出され

ている。平安時代の炭層は、H地区の下層、G地区の 102号 住居址周辺、FOD地 区の中央部や 東ゝ寄
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り、C地区の東側で検出されている。奈良時代の炭層は、D地区の東寄 りとC地区の東側で検出されてい

る。時期は異っていても、その場所が、帯状 に連 なっているごとは、炭の堆積 し易い地形所在を暗示 して

いる。一図 5の……線参照一。即 ち、A地域の東南面傾斜地を、ほぼ東から西へ、対角線状 に凹地が続い

ていると想定 し得 る。各遺構の検出時に確認 した土層堆積 を見た時、山地寄 りのゴヒ側から傾斜 を示すのは

当然であるが、園原川 に面する崖端の方が土堤状 に高いのを奇異 に感 じた。各所で、南西からと北からの

傾斜の事実が検出され、変形V字状の地形を示 し、中間部 に凹地の存在を実証 している。帯状に凹地が続

いているとすれば、帯状 に炭層が堆積 して当然である。そうなれば、この低地中で検出された配石遺構 1

の性格 も自ず と明確化 されよう。人工的なものというよりは、山道筋の一種ではの想定が、より強まるで

あろう。帯状 に並ぶ炭層を境 にして、下方園原川側 には、テラス状地形 に立地 した石製模造品出土地 と柱

穴群 1(図33)が位置 し、上方山寄 りの緩傾斜面 には、 1号 0、 2号住居址 と柱穴群 2、 中世の土墳等が存

在 しているのも、偶然ではなかろう。各期の遺構 も、帯状 に走 る炭層の両側 にほぼ平行の位置にある。多

量 に遺物の出土 した、古墳時代 0平安時代・鎌倉時代 0室町時代の遺構 が、炭層帯の左右の緩傾斜地にあ

るようで、中間地 に山道 を想定 し、その両側のテラスを生活の場 と考えたいのである。なおt古墳時代～

奈良時代の遺構・遺物集中か所は、炭層帯の下側、中世のものは、上側 に偏 っていた。

2)B地 域 の調 査 の ま とめ

遺物包含層を見 るとく角礫 を含む灰褐色砂質土からなる地山の上に、所によっては、下部黒褐色砂質土

・(5層 )、 茶褐色砂質土 (4層 )、 暗褐色砂質土又は黄褐色砂質土 (3層 )、 黒色砂質
｀
土 (2層 )、 攪乱

の多い耕土 (1層 )と なっている。 a面下方土堤下、 d面北側炭層堆積地を除いは、 3層 02層の堆積が

薄 く、 1層 の耕土 と埋土が厚い。 2層 は、中世陶磁器類、 3層 は、平安時代、 4層 は古墳～奈良時代の遺

物包含層に区分で きるのは、A地域 と同様である。

検出された主な遺構 には、縄文時代後期の住居址、古墳～奈良時代の土墳・炭層・テラス、平安時代を

中心 とする道路状遺構 0炭層・土墳、中世の竪穴・集石址 などがあり、それらに伴 う土器・陶器類を中心

とした遺物の出土量は、A地域ほどにはの、ぼらないが、それぞれ資料性の高いものである。

A地域の調査結果を勘案 して、今回の調査結果 について成果をあげれば次のとおりである。

1、 調査区の北側山裾 から、縄文時代早期 0中期の土器が ■個体づつ発見 された。また、西端の梨の本沢

岸頭では、縄文時代後期の住居址 1軒が検出されている。神坂神社前の石鏃出土、神坂峠項上検出の縄

文時代後期土器 と合わせれば、東山道開削以前から木曽川水系 と天竜り|1水系を結ぶコースがあった こと

がわかる。

2、 テラスと呼称 した緩傾斜地で、巨礫のかたわらに置 くような状態で、石製模造品と土師器が出土 した。

テラス 1・ 2の ような例は、神坂峠西山麓の山畑遺跡の事例 に共通 しており、A地域の石製模造品出土

地や、その西狽1の模造品出土例のような、転石 もしくは石畳状の石を部分的に取 り除いて、土師器片な

どと共存 していた例 とともに、山神祭祀の一形態 とみられよう。

3、 炭層 102の ように、焼土 と炭混 り黒色砂質土中に石製模造品と土師器を伴出 した り、灰釉陶器片の
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散舌L状態を確認 した所は、テラス 1の灰釉陶器の出土例や、A地域の炭層 1に類似例が見 られ、この遺

跡 に見 られる祭祀場のす形態か、仮泊の場の一例かも知れない。

4、 信濃坂 を項点 とする古代東山道関連遺跡群中の一つであるA地域の調査を裏付けるものとして、道路

状遺構の検出があげられよう。全部で 7本 を数 える。個々にわたれば、多少の相異はあるにせよ、その

形状はほぼ規を一 にしている。地山を断面幅広のU字形状 に削 り、小 さいものから、径 20～ 30cln大 まで

の礫 を置 くものであった。傾斜の強い所では、当然上方からの転石 も混っており、それらは概 して大形

の礫であり、選別は可能である。遺構の断面を見ると、U字状 に凹めた底からは、地山の上にうすい酸

化鉄沈澱層があり、その上の灰色の砂礫土層は固く締 り、その上 に石敷が重ねられる状態が観察できた

こと、石敷の上面 に灰釉陶器片を中心 とする遺物が多 く発見 されたこと、幅 120～200cmの 平坦面は、

雨水 によって凹めらね′る浸食地形 とは確実に区別で きることなど合せ考えれば、人馬に踏み締められた

路址 と考えてよい。また、 1本でなかったことについては、傾斜地 なるが故に、時々の出水 により、路

面が荒れたり失 われたために、峠へ向 う道筋は幾本かになったと思われる。中世遺物が重複する所 と、

中世のもののみが検出される所があったが、路址 という性格からすれば、重複する時期 にまたがって遺

物が発見 されるのは当然である。 (以上 4項目 宮沢 )

7本の路址中、要注 目のものは、 1号 と 3号路址である。 3号路址 についてそのコースを辿って見ると、

A地域 との関連が強そうである。下方 b地区で検出された 3号路址は、テラス 2の南領Jを かすめて西へ登

り、傾坂を直進状 に進むが、 d面山裾で南へ弯曲 している。その先は不詳 となっている。若 し、そのまま

直進すれば、梨の本沢 に面する。ここで渡河すれば、その対岸 にはA地域炭層 1が存在する。コースが結 q

ばれるならば、A地域の炭層が堆積する凹地は、やはり道筋ではの想定が強まることになる。それを強め

るもう一つの理由として、凹地地形の共通点があげられよう。B地域では、北側山地帯から岩盤が大 きく

南へ突出し、西南側園原川の崖端付近は高 く、巨礫転石 も多い。中央部はや 幅ヽ狭の東面 U字状地形を示

し、上方で西南に曲折 している。中央部ではこの凹地を通 り、上方急傾斜面で分岐 しているのであろう。

路址中、 1号 03号路址は、その幅、構造、コースの条件 から見て、中心道路 と見 られる。

杉の本平周辺の地形 を見る限 り、古道は、尾根伝いのコースもあろうが、南の園原川に沿いながら、帯

状 に屈曲 して続 くU字状低地は、道 として最適で、峠の登 り回、川の出口に位置する神坂神社 との関連等

で、東山道の道筋の一つ と考えたい。 しかし、それを実証するものは、ほかには発見 されていない。

東山道 コース決定の課題 を解明する鍵は、尾根道筋の遺物分布調査 と、A地域最上段 に残 る炭層の再究

明、B地域の東 に続 く児の宮遺跡の実態把握である。尾根道は、 2回 にわたる分布調査 によって、数か所

で、須恵器・灰釉陶器 0常滑陶器片を採集 してはいるものの、実態把握の一端 に過 ぎない。児の宮遺跡は、

伝承地朝 日松・姿見の池 を含む所、幅狭い東面緩傾斜地に、多量の土師器片を主体 とする遺物包含地であ

る。 しかも、 103号 路址はこの地 に接するあたりまで続 き、テラス 1の東端、用地境界に近い所から、

土師器の不 0甕形土器が集中検出された事実は、児の宮遺跡の一端を暗示 している。園原遺跡群の実態把

握を含めて、児の宮遺跡の学術調査のが望 まれる。 しかし、それ以上に、自然景観 と史跡が調和 して残 る

数少ない遺跡の一つ として、その保存の重要性が痛感 される。
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が

昭和 48年 7月 25日 に始まった斜坑広場その 2(杉の本平遺跡 B地域)の発掘調査は、10月 20日 に終

り、その後連 日の整理作業により本報告書が発刊 されるまで となった。とくに山深い園原の里で、 しかも、

地形条件 に恵まれない傾斜地で、深い覆土 と巨礫 とに悩まされ、時に危険 さえ感 じられたが、幸い無事発掘

作業が終了し調査結果のまとめの作業も予定通 り進捗で きたのは、関係機関・関係者のご協力、ご支援の

おかげと、調査員一同の精励の結果である。団長 として厚 く感謝 したい。

園原の里は、長野県人のみならず国民全体の歴史のふるさとであり、史跡 と伝承 とそれをとりまく自然

景観 とが調和 して、古代の姿をありのまま iこ近い姿を残す地域であるため、その一部でも開発のために破

壊 されるのを見 るに忍びないのは、ひとりわたし′じけではなく、関係の者全員 この自然景観の保全を強 く

念願 してきた。 しかし、恵那山 トンネル斜坑掘削のために開発が余儀 なくされ、杉の本平遺跡の記録保存

が決定 されるや、調査団の任の重 さを痛感せざるを得なかった。幸い全面発掘の方針 に基づ き、 2回 にわ

たる学術的・総合的な発掘調査が許 されたことは、調査団長 とし喜びに耐えなかった。

調査結果は、第 1次・第 2次調査報告書に見るごとく、予想以上に出土遺物が多 く園原の歴史性を解明

するに足 る貴重 な資料 となっている。特に、古代東山道 にまつわる園原の史跡 を如実に物語 る諸遺構の確

認 さえあって、調査の成果は極めて多大であった。長野県のみならず、広 く古代交通路解明のために大き

な手がかりになったと自負 している。深い堆積層は、層序的 に分類でき、各期単独の文化層が確認 され、

石製模造品の出土状況 も祭祀形態 とおぼしき遺構 を伴い、平安時代住居址の発見をはじめ、多量の緑釉・

灰釉陶器の出土は、下伊那地方へ移入 される中央文物の玄関口と予想された園原の地域性を実証 し、加え

るに数条の道路状遺構の確認は、古代アズマのヤマのミチの通過点 として園原 を史実へと実証する(最重要

資料 となっている。中世資料 も又豊富で、中央文化の交流を物語 るだけでなく、解明の遅れがちな考古学

による中世史研究のためにも大 きなオ旨針 となるであろう等、枚挙 にいとまのないほどである。

この 2回 の調査成果が大 きければ大 きいほど、調査員 を含 めて歴史 を研究するもの、考古学を研究する

もの、郷土の自然を愛するものとしては、この成果を活用 し、さらに園原の歴史 を、下伊那の歴史 を、長

野県の歴史 を深める努力と、残 された園原の自然保護 を積極的に進める意欲が要求 されよう。

B地域の調査結果にあたっては、県文化財専門委員一志茂樹、県考古学会長藤森栄一、 (昭48012逝去 )、
等の諸先生が、わざゎざ現地 に来訪され、つぶさに御指導 くださったことに深 く感謝の意 を表 したい。

終 りに、10月 初め発掘現場でご指導 くださった藤森栄一先生が、12月 に急逝 されたこと悲 じむとともに、

調査員 とともに、先生の御冥福 をお祈 りしたい。                    (大 沢 )

きとあ
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1。 東から園原を

2.駒つなぎ桜から
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3。 西から園原・中央道を

4。  文寸ナ書から
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5.対岸からA地域・B地域を

6。 第 1期斜坑口工事場
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8。 B地域調査前

7。 A地域調査後の整地

9。 斜坑々口

10.斜坑日前
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11。 斜坑貫通式
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12.夜鳥山 (竹下寿氏撮影 )

13.恵那山 (竹下寿氏撮影 )
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14.中央道工事と網掛山

16.式内阿智神社 (昼神 )

15。 神能御坂道

17.式内阿智神社奥宮
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19.犬山洞から園原を

21。 長者が池 20。 園原川

22。 月見堂を
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26。 千代沢旧道

27。 姿見の池
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33。 五輪塔
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34。 名号碑

35。 神社から網掛山を

37。 神坂神社境内

36。  ネ申期又ネ申ネ土
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38。 腰掛石と園原碑
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40.万葉歌碑
(会地早雄神社 )

39。 万葉歌碑

41。 神社前の歌碑
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42。 尾根道から園原 を

43.尾根道 (ソ ブ沢付近 )

44.わ る沢の池

45.千本立
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46。 千本立手前
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47.尾根道 から神坂峠を

49.神 坂峠遺跡 (項上 ) 48.峠 への尾根道

50。 峠 か ら伊那谷 を
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51。 峠から木曽谷 を
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54。  1ヒ から

56。 円板形模造品

55。 土層状況
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57。 剣形模造品
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58.土 師器 杯 59.杯 出土状況

60.土 師器 杯
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62。 灰釉 椀
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63。 墨書陶器
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64.全 景 (東から)西側 1号路址

65。 剣形模造品 66.  庄ヨ  ∃巳

67。 土師器 杯
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68.杯出土状況
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69。 下方部

70。 中央部

71。 左 3号路址 右 1号路址
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72.上方部 右 5号路址

73。 出土土器

-177-



第
２０
図
　
２
号
路
址

76.須恵器・山茶椀

74。  東方から

須恵器
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77.須 恵器・山茶椀
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78。 下方部 東から

79。 中央部 西 から
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80.中央部 東から

81。 中央部 覆土土層
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82。 上方部 東北から

83.上方部 西南から
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84。 平鎌出土状況

85.須 恵器出土状況

86.須恵器
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87.灰釉陶器・山茶椀

88.灰釉陶器・山茶椀

89。 須恵器
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90.上方部 南から
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92.土師器出土状況
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93。 5号路址 東から 上方 1号路址

94.7号路址 南から
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